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第 9 1B1農業祭行事のかずかず

明治神宮新3霊祭の参列者





発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための悶民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皐杯がご、下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事告と，農林省と日本農林漁業振興会が各

方面の協力をえて開催してきており，昭和45年度は，その 9 回目を迎えたの

である。

第 9 田農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 285 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 477 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，関芸，畜産，蚕糸，林産およ

び水産部門〉ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長賞が， 12名(団体さと含む〉に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指擦として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷lに付した次第である。

終りに本書:の編集にご協力をいただいた執筆者および編集協力者各症に対

し深甚の謝意を表する。

昭和 46 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞/下川原協同営農組合・・…・・ ・ ・ ・ 6

〈農林水産技術会議研究管理官/伊藤 隆二〉

日本農林漁業振興会長賞受賞/林 一 郎....・ H・........・ H ・....…・・…・… ..26

(農林省殺事試験場畑作部長/松実 成忠〉

白木農林漁業振興会長賞受賞/山下 寿一…

(農林省茶業試験場場長/鳥井秀一〉



皇杯受

出品財水穏と離農による協業経営

受賞者下川原協同営農組合

代表者手塚卯兵衛

(山形県西置賜郡飯豊町添)1 1)

襲撃水稲と酪農による協業経営を目ざして一一一受賞者の略歴

下川原協同営農組合が所在する額豊町は山形県の西南部最上JIf上流の沿岸

に位置し，町の東北から東西にかけて国鉄米坂線が走り，東は米沢市，西は

第 1 図受賞者所在地略国

11日分県

ムヰfl fP
@ 

合反撃町

小国町，南は福島県，北は長井市に隣接

している。町の南部および西部は 1 ， 000

m級の山岳があり，北東に盆地が開けて

いる。町の中央を飯豊rlrを水源とする白

川が縦断して北上し，扇状地を発展させ

ながら最上)1[に注いでいる。附近一帯は

裏東北の純然たる稲作地帯で，冬期の積

雪量が多く， 12~4 月の年平均で 150~

300cm に達する。

手探卯兵衛氏，高橋和助氏，渡辺九一

氏，高橋和雄氏の農家主水稲と酪

農による協業経営の構想、をたてたのは昭

和34年の冬である。当時は農業基本法が

制定される直前であり，次第に農業に対

- (jー



下川原営農協同組合のメンバー

する見通しがきびしくなってきた時期である。将来，宙産・園芸の伸びは期

待できても，米については外米の輸入，統制の鹿止などがささやかれ，その

将来性が危ぶまれるきざしが見えはじめた。

一方当時の経済高度成長・政策は急激に農村から都市へ労働力を集中させる

結果になった。下川原部落においてもそれま とも 1~2 名の年雇と全

体として 300 名近くの臨時濯を使っていたが，この頃から年躍をと探すのはき

わめて国難となり，臨時躍の確保には隣同士で競争するようになった。この

ことは各戸の自家労力による農作業最を増加させるだけでなく，人よりも農

作業が遅れたくないという農家心理をいらだたせ，精神的肉体的疲労が重な

り，何とかしてこのような状態から脱却したいという気持が各戸の間に現わ

れてきた。

以とのような時代的背景:から，これまでの稲単作経営の将来性が深く憂慮

された。そこでこれを打開する方途を 4 戸の農家で真剣に検討した結果，ま

ず雇用労力の不足を補なうため何としても稲作の機域化を図らねばならない

こと，そのためには小豆割の水聞を整理して大型水田ほ場を作る必要がある

こと，米の将来性は必ずしも明るくないのでそれまで各戸 1~2 頭飼育して

いる乳牛を増加し， 71<稲と酪農による経営を行なう必要があることなどが結

論として打出された。そして酪農の生産性を高めるため 1 戸の農家が専門

となって乳牛の共同銅7ぎを行なってはどうかという提案がなされた。しかし

この場合その家の水稲作をどう処理するかが問題となった。討議の結果，い
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っそうのこと水稲も含めて協業経営を行なおうということになり，全面協業

にふみ切れ酪農の共同飼育，大型水田ほ場の造成，機械化による高生産農

業実施の方針が確立した。(第 2 図参照〉

第 2 図 下)111京協同営農組合の高生産農業確立のための方策と実施事項

一経営的方策ー協業経営
基盤整備による一水稲栽培法
/大型闘場造成 の改善

水間の高能率\
水稲フ。ラ'/高生産 大型機械導入

高生産壁一ス酪農経!ー技術的方策( 守 一 l頭当り乳設
業の惟斗 営の確立 \酪差是の導入|ー乳牛の生産性向上\の土器加

| 頭数増加

|一草地の造成

iー水田飼料作物の導入
〔方策J [災施事項〕

協業経営成立の直接の動機は以上のようであるが，協業化を進める上には

下川原部落の環境条件が大きな力となったこともうかがえる。第 l は部落が

白 )11沿いにありここの部落だけが川向いに孤立していて，部落の戸数も少な

くまとまりがよかったこと。第 2 に白 )11がしばしばはんらんし水害に見舞わ

れることが多く，その際共同揚水ポンプの設置など部落ぐるみの復旧工事を

行なった経験から，共同意識を体験的に学んでいたことなどが挙げられる。

議委全面協業の実施一一受賞者の経営概況

1. 下川原協同営農組合の設立

以上に述べたような経緯を経て，下川原協同営農組合は昭和35年 3 月に発

足した。 4 戸の農家は各現金 8 万円のほか，各戸の持っている水間合計10ヘ

クターノレの現物出資を行なった。協業経営の構成者と出資関係を第 1 表にか

かげる。

水田面積については実測により出資の判定を行なったが，水悶の単価はア

ーノレ当り l 率15万円と統ーした。これは収量の実測により各戸の水稲の反収

にそれほど大きな差のないことがわかったからである。農機具については全

部拠出，必要なものを除いて残りは全部売却した。拠出者には残存備を見積

。一



第 1 表 iお業経営の組織および出資関係

i牒^現物出資 i
i年令家族従事現金出役立 他人経営分

一一J i吹 田-耳元両一一
1671 71 21 80 ,000bkrnl 354.251150 ， 00015 ， :322 ， 0001畑 ニワトリ時卯兵衛 67 1 7 1 2 1 80 ， 000畑 354 判肌000lun， oo; 5a, 開

高;協和場制 591 61 21 80,0001 7 287.251150 ， 00014 ， 317 ， 000175a，ク 2()羽

渡辺ブャイ 501 3 1 3 1 80,000; 7 141. 150 ， 0叫 2 ， 122， 5001 チ 3a，ク 。羽

高橋 口詳ÉI 42 I 4 I 2 1 80 ， 0001 ク 123.10; 150,0001 1, 849 ， 500[ ク :3a，ク 10羽

共;地 I 7 92. 151 150 ,0001 1,:'\87 ,5001 

百十i l 20 i 9 j m , ()00i F000. 00; 150 ， 00oiM ， 9悦 5001 716a, パ55J5J

り，毎年の償却代だけをと返済した。現在は全部償却を終っている。作業場，

畜舎等の建物施設については，既存の個人所有のものを上手に利用してい

る。これに対する配当の計蹄はあるがまだ実施されていない。

2. 組織と運営

管理組織は第 3 鴎のように総務部(総括，会計)， 水稲部，畜産部，飼料

部，機械部p 生活部の 7 部に分かれ 4 戸 9 名の従事者が分拐し，組合長が

管理の統括を行なっている。水稲部，畜産部，朗料部はそれぞれの生産計画

の立案，作業の実施，必要資材の購入，製品の販売を行なう。機械部はトラ

クターはじめ各種作業機による農作業機械の整備を行なう。生活ifl) 1ま婦人が

中心となり，農繁期の共同炊事，共同購入，委託による弁当の仕出しなどを

行なっている。

第 3 図組合の管理組織

-9-

務部一一会計お当

稲部一一稲作部門担当

産部一一滋幾部門担当

料音11-飼料作物担当

械部一一機械担当

活部一一共同炊事担当



3. 経営規模

経営規模は第 2 表のように水田11.5ヘクタール，牧草畑 9.2 ヘクターノレ，

乳牛の飼育頭数17頭である。協業使用建物は第 3 表のとおりで，事務所・研

修場は組合員の会合・青年組合員の勉学に使用されている。なお畜会，作業

舎は既存の建物を改築使用している。主要農機具は第 4 表のようにトラクダ

ーおよびその作業機，パインダー，米の脱穀乾燥調整用機械，自動車など稲

作，飼料作用の農機具はほぼ完備している。

昭和45年の作付面積は第 5 表のように，7k稲が作付の主体をなしている

が，飼料生産に力を入れ，集約牧野 9.2 ヘクターノレに牧草を，水田面積の約

半分 5 ヘクタールに裏作としてイタリアンライグラスを作付しているほか，

生産調整田1. 5 ヘクタールもただちに飼料作物の生産用にまわしている。

第 2 表経営土地面積および乳牛飼育頭数

種目 区 分 規 模 考

経土白
(所有国 10.0ha 

請負耕作間 1.5 

地
立回主 i蚤 1:!!! 0.1 

積関 牧草地! 9.2 

合計 20.8 

手L 搾 手L 牛 12頭 高等主主録牛 6 

予ぎ 日比 牛 5 高等検定牛 2 

牛 17 

第 3表農業用建物

種別|構造

畜 舎 l 木造トタン喜二階

作業会[木造トタン葺一部ニ階

サイ ロ|コンクリート

共同炊事場|木造トタン喜二階

建 物 面 干支

270.6m' 

138. 6m2 

1. 98m x4. 29m 3 基， 1.65mX3.3m 1 基

延 161. 7m2，二階は事務所，研修場

570. 9m2 

- 10-



第H受組合所有の大 i243之

穏 類 台数又は個数 性能又は馬力数など A官号令幻 柄(式〕

宝章 動 機 。 5 ヲ :1 ， 1, 2, 2 P S 日 ム1[

1刃 機 1 5 [j,J 芝E

トラ ク ター ‘“ > 14P S 47. 5P S サデトピウ ットブラウン
レ ブ 2 0.6 t 1.5 t ダ イ ノ、 ツ

月児 穀 機 日 66 , 66 , 59.4cm サトウ (2) ヤンマー

ティーラー 2 7P S 8P S クボタ トヨタ

手Z 燦 機 l 30 石 111 本 S:~亡

自走脱穀機 i lOPS コンマハーベスター

ノf イ ンダー 2 条メIj ク 可ミ タ 三℃

自 動 主主 2 1 t , 2 t ダクトサン
日産キャブオーノレ

、、、 ;v カ 2 セ y ト 本 III 

ク ブ 1 400l オ ワ オ ン

動力除草機 l 3 条 (3 P S) 関 3友 k時~i 機

チ ヨ ツノ-\ 1 ILJ ヌド

尿 ポ ン フ。 1 1. 5 インチ

送 風 機 1 

カ ヅ タ 1 本

米 選一 機 1 60 cm 

マニアスプレッター l 

ブロードキャスター l 

サイドレーキ 1 

モ ア l 

管トラ理ク用タ機ー付械属一水式田 I i ロータリー，均:ïjZ機

-11-



第 5 表昭和45年の作付状況

区 分 作 物 名 国 積= 備 考

水田表作 7k 稲 10.0ha 内1. 5ha は請負耕作旧

水田裏作 イタリアンライグラス 5.0 

集約牧野 銅料作物 5 稜混擦 9.2 

生産調数回 イタリアンライグラス 1.5 

普 i道 よ回 イタリアンライグラス O. 1 

延作付関積 25.8 

第 6 表稲作作業別10 a 当り労働時間の変化 4. 所要労力および生産費

沼35年

堆肥遼搬

苗代作業 11.6 

堆肥撒布 4.4 

国 ヰ弁 3.1 

施 B゚ 2.2 

代 t蚤 2.3 

‘回++- 取 13.5 

回 f直 15.9 

7k 見 2.0 

除 家 i 35.1 

防 メ除リ I 
0.8 

革 7.3 

右吉 刈 27.7 

稲 入

脱 穀 13.7 

f表作り 1.8 

籾摺 8.6 

米出し; 1.3 

4尤しまい 1.2 

その他 3.2 

i口〉、 166.3 

njg44年

3.2 

7.9 

1.7 

O. 1 

2岨 Oi

0.4 

12.1 

14.4 

O. 7 

27.7 

3. 1 

17.1 

3.5 

9.4 

9.3 

0.9 

0.9 

16.0 

125.3 

(昭35 ・ 44対比〕 稲作の10アーノレ当り労働時

備 考

3 月から共同の
ため入らず

空中防除 (44)

-12 -

間は第 6 表のように昭和45年

度 125.3 時間である。これは

後述のように水田の作土中の

石の搬出に要した時間が含ま

れており，これを除くと 109.3

時間となり昭和35年に較べる

といちじるしく所要労力が少

なくなっている。また畜産部

門も昭和35年に比べ，乳牛の

頭数が増加しているにもかか

わらず，総労働時間は減少し

ている。(第 7 表〉つぎに昭

和44年における米および牛乳

の生産費をみると，米は 150

キログラム当り 11 ， 211円，牛

手Lは 1 キログラム当り 45円41

銭となっており，米および牛



乳の生産費は低い。 第 7 表滋良部門の総労働時間の変化

5. 経営の収支 (1沼35 ・ 44)<>]-比〉

昭和44年における
ng 35 年 l沼 44 年

貸措対照表，部門J.jlj 寺L 1 I没 ベ二 4.5頭 6.7頭

収支をそれぞれ第 8 止や j 育 成 3.0 ク 4.5 ク

表，第 9 表に示す。 1 ， 705.2n;f問 1 ， 533.5時間

稲作部門の純収益が {21授iVJ 餌料金産 3， 127.1 チ 3,031.0 :-

もっとも多く，苔産
百十 4 ， 832.3 ク 4 ， 564.5 ク

第 8 衰年度始めの貸借対照表

3を i宝 の 部 負 {l'f の 部

I 流通資産 I 短期負債

1.現 金 46 ， 582円 1.預り金 4， 818 ， 701丹

2. 預貯金 1,706 ,791 

3. 共済積立金 651 ,886 
4. 外部出資 165 , 600 

2 ， 570， 859円

E 流動資産 II ~;!l;Jl 会俗
1. 籾 226 ， 800内 1.近代化 2, 040, 000 fII 
2目食用主iと 53, 235 2. 自営幾家 2,193, 314 
3. m~ ホl 14 ,630 :"1.乳牛育成 200, COO 
4. 幾 市宍ヌ?こ 17, 100 4. トラック 550, 000 
5. 育成牛 50, 000 11-1 4 ， 983 ， 314円

361 ， 765内

E 間定資産 m 資 オミ

1. 土 地 1 ， 387 ， 500円 1. 出資会 320， 000円

2. 主主 ヰお 1, 295 , 346 
3. 矯築物 116 , 049 
4. 農機兵 2,770 ,496 
5. 搾乳牛 1,620, 000 

7 ， 189 ， 391内

資産合計 10 ， 122 ， 015内 負債合計 10, 122, 015 fII 

注;預り金はその大部分が純収益で，各構成員に配分すべき金額である。

- 13-



第 9表部門別収支

tll 収 益 経 点凸Lら 主'( 純 収 益

稲 作 部 円 8， 733 ， 091円 4 ， 633 ， 908円 4 ， 099 ， 183円

トラクタ一昔日 円 878,020 467,313 410,707 

3Ea Z 産 部 F号 2,068, 222 2 ,136,619 ム 68 ,397 

計 11,679,333 7, 237,840 4,441 ,493 

部門は赤字となっている。これは組合員の労賃を近くの土木関係日麗人夫貨

の相場を参考にしてきめた(男普通期工時間 160 lIJ，農繁期 1 時間 180 円，

女子はその80%) ため，労賃がかなり割高となっているためである。労賃の

算出方法は稲作部門においても同じであり，このことを考えに入れれば 4

戸で純収益 444 万円を挙げていることは，この協同営農組合の経営はきわめ

て優秀であるといえる。

警護稲作の高能率高生産と酪農の導入一一受賞者の生産種目とその

特長

前述のように下川原協同営農組合は従来の稲単作の経営から脱皮し，稲作

の高能率高生産と酪農の導入を 2 本の柱として協業経営を行なっている。そ

の各々についてとられた技術は第 2 圏のように整理できる。

i 機械化稲作のための大型ほ場の造成

当地方の水田は 1 枚1. 5~2 アーノレの小区劃のものであれまた 1 枚ごと

の水田にわずかの高低差があった。昭和37年投下資本20万円により，従来の

小笹訟の水田をブノレドーザーにより 1 区割30アーノレの水田に大型化した。当

時はまだ閣でもこのような大型ほ場造成の考え方が打出されていない時代で

あり，画期的な事業である。当初心配された大型ほ場造成に伴う水田の漏水

も，ブノレドーザーによる代搭の結果むしろ実施前より少なくなった。この成

功は附近地元民の関心を集め，昭和38年には町当局を撮りかし東北地方で最初

の大型ほ場整備事業を行ない， 38ヘクターノレの水田を大型ほ場化した。さら

に県営白 JJI北部地区ほ場整備事業，国営白山農業用水改良事業へと発展し
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た。現在は 412 ヘクターノレの水田が大型ほ場化し， 1-接i銃水路，農道の整備，

揚水機の設置などほ場の整備が行なわれた。

大型ほ場の造成に当ってはブルドーザーによる切土，盛土による土壌の均

平化が行なわれた。しかしj如也が白 JIIに沿っていて水田の下層には石が多か

ったのでこれが 1 時に表土に現われた。このため田稿作業に掴難をきたし，

また田植機の導入も行なえない状態となった。また盛土部分はその後沈下し，

農作業，稲の生育の両国から顕難をきたした。そこで昭和40~42年の間，

ひ、ブノレドーザーで水聞の均平を行ない，さらに昭和46年まで年次計画的に作

土から石の機出を行なっている。石は10アール当り 2 トン主主で 2 台も搬出す

る量があり，このような作業は協業経営でなければ実行不可能のことである。

2. 作土の変化

従来この地区は白 }Il にそって下層は砂礁が多く 1 日の減水深も 5 ~10 

cm と多く， 7.kì到底く， 10アール当り収量 480kg 前後で，この地方としては

低収であった。しかしブルドーザーによる土壌の均平，その後トラクターに

よる耕結整地作業により床土が締り，いちじるしく水持がよくなった。この

ことは水混上昇に役立ち，現在の多収の一つの要因となっている。また盛土

したところは土壌中の窒素が過多となり， 1-1:'1穂j塁延，いもち病の発生，倒伏

などにより滅状し，一方窃土部分はグライ層が表土に現われて男子薄化して減

収した。しかしその後この地区:で、行なわれた山形県農業試験場の「水田基盤

整備に関する現地試験J (昭和40 ， 41年〉の結果，描肥改善の方法が明らか

にされ，現在は安定多収の稲作が行なわれている。

3. 機械化一賞作紫の捻進

稲作をできるだけ省力化し，余剰労力を酪農に向けるため，機械カは惜し

まず導入する必要がある。このため，稲作用，集約牧野用の農機具はおおむ

ね購入した。とくに水稲と酪換の組合せの経営では田植後の除草，牧主主の刈

取などが競合する。これらを解決するため，稲作における動力噴霧機の導

入，牧草の収穫のためのそアーの導入などを行なった。このような多種目の

農業機械の購入は協業経営によってはじめて行なえることである。
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収穫作業

4. 集約牧野の造成

畜産部門を拡大するには粗飼料・の確保が急務であり，その見通しが立たな

い限り規模拡大は望めない。そこで部落から約 3 キロメートノレ離れた桃山に

目をつけ，ここを集約牧野として利用することを考えた。ここに至る道路は

よく傾斜もゆるやかであるが，土壌は赤土で熔薄である。しかし組合として

はここに集約牧野を求めるほかなく，農協に働きかけ36ヘクタールの高度集

約牧野造成事業の指定を受けた。その後 5 種混播の牧草を作付したが，かな

りの成績を収めたので地元民の関心を引き，現在では引続き国の助成によっ

て大規模草地改良事業が行なわれ， 105 ヘクタールの牧野が造成されつつあ

る。そのうちの 9.2 ヘクタールを組合が使用しているが，将来はさらに規模

を拡大する計画である。

第 4 図 1 頭当り乳量の変化

トン
6 

工
Im利" 36 31 38 39 40 も 4~ 4~ 4~ト

- 1(J-

5. 水田におけあ飼料作物の栽

培

水田の約半分 5 ヘクタールはイ

タリアンライグラスを作付し，ま

た生産調整担1. 5 ヘクターノレにも

飼料作物を作付している。以上の

牧草，飼料作物はほとんどサイレ

ージとし，年間約 200 トンの生草

を得ている。



6. t華産の導入

協業当初各戸 1---2 頭持っていた乳牛を集めて共同飼育を行なった。その

後は頭数を増加させるより 1 頭当りの乳量;を多くすることに重点をおき，個

体ごとの乳量の記録を行ない，また高等登録をうけるための体格審査と能力

検査を実施している。そして能力の低い乳牛の更新に努めた結果，現在の飼

育牛は高等登録牛，能力検定済のものがほとんどである。第 4 図のように 1

頭当りの乳量は年々増加し昭和44年のそれは 5.8 トンを記録している。

務各種呂について生産の高い技術一一受賞者の技術の特長

1.稲作

耕種概要 稲作の耕種概要は第10表に示すとおりである。

第10表稲の耕穏概要

仁1

ロロ 種|さわにしき，でわちから 図様15 月 15~20 日

IMO(田植前〕中耕 1 回，中耕除草 I J.V.l'-J \J-W'l I8. liIPÅM,-'-MCP 
J病虫害防除;空中散布 6 月 20日(メイ

チュウ) 7 月 22
日(紋結病，い
もち病) 8 月 4
ﾟ (いもち病，
メイチュウ) 8 
月 12日(いもち
病)
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木田耕起代掻|トラクターによる

施 肥 i 10 a 削堆肥 2 トン，
~ ~I N元肥 6 kg 

活着目寺 3 kg 

出穂fí有25 日 2 kg 
計llkg i 収

P205 15kg I 乾

Iく20 9kg 

中子し 6 月下~7 月上旬

出穂後間断滋水

9 月上旬潜水

稜|パインダーによる

燥|乾燥機による

高級墾前述のように大型ほ場造成の際の切土，盛土により，盛土部分の

稲は土壌中の窒素濃度高く出来すぎとなり，切土部分のそれは土壌が熔薄化

して生育が劣り全般的に収量は抵下した。山形農試の現地試験の成績によれ
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ば，施行 2 年自における窒素肥料の施肥適量は10アーノレ当盛土部で 0---3 キ

ログラム，切土部で 8 ---12キログラムであった。この成績にもとづき，盛土部

では施肥量を減少し，切土部では多くする栽培法がとられた。とくに切土部

においては地力の発現が少なく，生育初期の茎数が少なく，また根腐れ下葉

の枯上りなどをおこす。したがって客土，有機物の多用，珪カノレ，熔燐の施

用などが必要とされた。このような土壌改良を行なうことにより，元肥を少

なくして追肥に重点をおき，登熟を良好にする施肥法をとることができる。

組合の水間は客土，厩肥の増施により地力を高め，施肥法を改善することによ

り大型ほ場造成後一時は収量が低下したが，第11表に示すように再び年々10

第11表水稲10アール当り収量の推移

県
賜
町
原

形
霞
愛
川

山
商
飯
下

(単位:キログラム〉

41 42 I 必 I 44 

5ω! 日5
525 

557 

614 

アーノレ当り収量は増加し，昭和42年630キログラム，同43年604キログラム，

同44年 601 キログラムの高収量を得ている。高収量をあげるためにとられた

稲作技術の特長を整理すると次のようである。

① 地力の培養一昭和43---44年にわたり 3 キロメートル離れた眺山の赤土

を客土し清薄化した作土の肥沃化に努めるとともに，厩肥を毎年 2 トン施用

し地力の培養を図っている。

② 施肥の合理化一土壌の均平化を行なった当時は盛土部分の施肥量を少

なくし，切土部分の施肥量を増加させた。とくに切土部分は茎数の不足か

ら，元肥施用量を多くしたが，地力が培養されるとともに追肥を多くする施

肥法が可能となり，主主熟が良化しi技量も増加した。

@ 優良品種の採用一強稗性のさわにしき，でわちからを導入，施肥量の

増加を可能にした。
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④ 栽犠密度の増加一従来の栽植密度より多く平方メートル当り 22 株と

し，穂数の確保に努めた。

⑤ 濯排水の合理化一 7 月上旬(無効分げつ期〉および 8 月中下勾(出穂

後15 日間〉間断濯水を行ない稲の過繁茂を防ぎ根の健全化を図った。

高能率 10アール当り正放の所要労力は 109.3 時間であり一般の稲作栽培

よりははるかに少ない。従来は作土中に米だ石が多く，田植機の導入が不可

能であったが，石の搬出がほとんど行なわれたので，今後は田植機を使用す

る予定である。このことにより稲作所要労力はさらに減少しよう。

高品費年度別米の等級割合は第12表に示すとおりで，飯豊町と対比しで

も上位等級米の比率が高い。これは合理的な施肥法，適切な濯排水換作，病

虫害防除の徹底など一連の栽培法の改善により高収監にもかかわらず登熟の

良好な良質米が得られたものである。

第12衰年次矧j米の検査等級割合

(単位:?の

年度 t也 域 l 毛主: 2 宅金: 3 等 4 等 5 等 第1dll 部fj 考

山形県 1.0 26.0 58.0 13.0 0.0 2.0 60万トン米作り運動

Bjg40 飯援問T 1.3 25.7 58.0 10.5 0.9 3.6 

下川原 19.7 45.1 34.7 0.5 

IlJ形県 O. 7 34.3 59.9 3.3 0.3 2.6 " 
41 飯盛町 0.4 29.3 62.3 3.0 0.4 4.6 

下川原 6.6 63.4 28.1 1.9 

111 形県 0.3 26.0 57.1 13.4 2.2 1.0 " 
42 飯盛岡丁 0.3 20.7 64.0 12.4 2.1 0.5 

下川原 22.3 54.5 23.2 

山形県 0.0 4.5 59.3 27.9 1.2 7.0 " 
43 飯愛町 0.1 4.3 64.8 20.8 1.9 8.1 

下 )11 1京 0.5 74.9 24.6 

山形県 。 。 1.9 54.8 40.5 2.3 0.5 良質米生産向上運動

44 飯豊町 1.9 71. 7 24.2 2.4 0.4 

下川原 8.5 87.0 4.5 
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2. 牧草の栽培

部落より 3 キロメートル離れた眺山に牧草を栽培し， 10アール当り 4~6

トンの収量を得ている。

耕種概要は次のとおりである。

① 作付牧草の種類 オーチヤード，ペルニアノレライグラス，チモシーラ

ラジノクローパ，レッドクローパ

② 播種耕:起整地はトラクターで行なう。以上の 5 種の牧草種子の混合

したものを 10アール当り 4.5 キロ手播により散播する。

③ 施肥量 (10アー/レ当りキログラム〕

耕起時 追肥 計

N 2.9 kg 3.3 kg 6.2 kg 

P205 3.8 1.6 5.4 

K20 2. 9 2.0 4.9 

耕起時には草地化成，果樹化成，溶りんのほか炭カノレを施用。追肥は 4 月

中旬 6 月下旬 8 月上旬， 11月上旬に行なう。追肥の種類は草地化成およ

び尿素とし， 11月分は溶りん30キロと消石灰20キロとし，窒素およびカリ肥

料は施用しない。

④ その他の管理雑草除去は l 番刈前に実施する。また10月上旬イタリ

アンライグラス(マンモス B) の追播を行なう。

⑤ 収穫刈取は第 1 回 6 月中旬，第 2 田 7 月下旬，第 3 回10月下旬の 3

回である。

3. 7k悶裏作館料作物の栽培

水田作付面積の約半分 5 ヘクターノレにイタリアンライグラスを作付し， 10

アーノレ当り， 2.5 トンの生産を挙げている。その耕積概要は次のとおりであ

る。

①品f重 マンモス B

②播種期 9 月中旬稲の刈取10~15 日前

@ 播種量 10アーノレ当り 4 キロ
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④ 施肥量 (10アーノレ当り〉 N P205 K20 

元肥(化成肥料〉 2.5kg 6.0kg 2.4kg 

追肥 (4 月中旬〉 10.0 3.0 

12.5 9.0 2.4 

⑤ 管理越冬前，排水‘瀧30アーノレにつき 3 本掘る。早春消雪促進のため

木炭散布を行なう。追肥前後 2 回潜水し， ;t也温を高めると共に融雪を図る。

③ 収穫 5 月中旬収穫。刈取は高地式フォーレージハーベスターを使

用。

冬期の積雪 100---150 cm にも達する当地方において，裏作飼料作物の多収

を得ることは容易でないが，さらに排水を良好にする工夫を重ね，初期生育

を促進させる必要があろう。

4. 71<自転換畑の錦料作物栽培

耕結機で耕起し，ブロードキャスターで10アール当り石灰200キログラム，

熔りん60キログラム，草地化成 (20 : 10 : 20) 20キログラムを施用，イタリ

アンライグラスを播種する。 1 ヵ月ごとに刈取りを行ない，年 6 閤刈取りを

行なう。追肥として化成肥料40キログラム，尿素肥料10キログラムを施用。

年間収量;は 7---8 トンである。

5. 乳牛の親義

乳牛は搾乳牛12，育成牛久計17頭で搾乳牛のうち高等主主録牛久高等検

定牛 2 であり 1 頭当り手L量は 5 ， 800kgで、山形県の平均 4 ， 900kgに対すると

かなり高い。乳飼比は40.7%で低くはないが，今後飼料生産きと増加させて乳

飼比を高めると共に，頭数も増加させて畜産部門の収益を高めてゆく必要が

ある。

務協業経営の勝手iJ-経営の分析

農業の近代化を進めるためには経営規摸の拡大を図る必要のあることは，

農業基本法の制定以来，各方面で叫ばれたことであり，これを達成する方策

の 1 っとして協業経営が組織され実行された例は枚挙にいとまがない。しか

- 21-



組合員会員でも検討会

し協業経営が実施後数年にして，指導者の喪失，個人の意見の対立?技術上

の失敗などにより崩潰した例はきわめて多い。

下川原協同組合は組合結成以来すでに10年を経過しているが，ますます発

展の方向をたどっている。その成功の原因はいろいろあろうが，特記されね

ばならぬことは，協業経営が指導者の思いつきや独断によって運営されるの

でなくて，科学性，合理性に基づいて組合員全員の納得の上で運営されている

ことである。すなわち組合員の意見の相異ーがあった場合，単に指導者の指示

あるいは話合いで安易に結論を導き出すのでなく，結論に至るまでに出来る

だけ資料をつみ重ね，資料に基づいて検討を進め結論を導き出しでいる。 1

例を挙げれば，各戸の水稲の反収の差異が問題になったとき，水稲の実収を

測定することによって差異の有無・多少を明確にしている。また，生産乳量

の少ない乳牛を更新する場合も各頭ごとの日別の乳量が測定しであるので，

そのデータを元にして乳牛の更新を行なっている。ある乳牛を更新した経過

は r各頭ごとの日別乳量図J を元にして組合員に説明される。このことに

よって畜産部門にたずさわっていない組合員も何ゆえある乳牛を売却更新し

たかを充分理解できる。以上は 1 例であるが，組合事務所には，経営の内容

に関するもの，各種目の栽培あるいは飼養技術に関するものなど数十枚の図

表があり，随時組合員に説明されている。以上のようにすべてのことが合理性

に基ずき，すべての組合員が経営の全体を知った上で協業経営が行なわれて

おり，この科学的精神こそが協業経営を支えている大きな柱であるといえる。
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つぎに協業経営が永続している原国の 1 つに，組合が後継者の養成に異常

な熱意をもっていることが挙げられる。すなわち，青年組合員を有給で青森

県や茨城県に派遣し技術の修得をさせている。青年組合員は現在組合の主要

な働き手であるが，皆よく勉強している。研修所には農業経営，農業簿記，

作物栽培，畜産飼養などに関する参考書はもちろん，文学書，経済に関する

図書がぎっしりつまっており，いかに青年組合員が明日の農業のにない手と

して自ら勉学に励め，自信と誇りをもって協業経営に参加しているかがわか

る。このことは将来組合創設当時の世代が変っても協業経営が存続し得る基

盤が充分作られているものといえよう。

協業経営を実施した効果は数多くあるが，その主なものを整理すると次の

ようである。

① 大型ほ場の造成および濯排水の整備などの土地基盤整備が行なわれ，

さらにほ場から多量の石を搬出して英国化し，稲作の機械化が行なえるよう

にした。

② 経営規模を拡大することができた。すなわち，牧野の造成，裏作飼料

作物の導入，水田作付転換による飼料作物の栽培などにより飼料生産を行な

い，畜産を導入することができた。また7k1Ðの請負耕作を可能にした。

③ 各部門を専門化することにより，稲作の収量，乳牛の乳量ともに向上

し，しかも労{@J生産性が高まるなど，生産技術および管理能力が向上した。

④ トラクターをはじめ大規模経営に必要な農機具をほぼ整備することが

できた。

⑤ 雇傭労働力を減少させ，昭和35年には総労力の22%の躍鏑労力を使用

していたが，昭和44年には 8%に減少させることができた。また婦人の労働

を軽減し，昭和36年には総労働時間に対する婦人の労働時間は40%であった

が，昭和44年には27%に減少させた。また老人への思いやりから，老人も働

けばその分だけ賃金を払うこととし，老人や幼年者への働き場所を提供した。

⑥ 作業部門の担当制を採用したことにより，個人経営のように各種の作

業に追立てられる焦燥感から解放され，精神的安定感が得られるようになっ
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た。

務明日の農業を示唆す否協業経営一一一今後の発展方向

下川原農業協同組合の経営内容はまだ完成したものでなく，むしろ今後の

発展性が期待される若々しい組合であるといえる。今後は現在帳簿上は赤字

になっている畜産の規模拡大が計画されており，昭和50年には成牛50頭，育

成牛 5 頭を飼育する予定である。このためには飼料生産を増加させる必要が

あり，大規模草地造成をまって集約牧野を22ヘクタールに増加する計画であ

る。またバキュームカーによる尿散布など管理の集約化による牧草収量を高

めるとともに，ホーレージハーベスター，ノレーズベーラを購入し労働生産性

の向上を閣る予定である。さらに白川上流のダム完成後には河川敷地(私有

地〉を放牧利用する予定である。さらに畜舎を新たに建設する計画もある。

つぎに稲作部門においては，現在 3 キロメートル離れたところに 200 人稼

動の工場が建設中で，青壮年の通勤兼業化が進む見通しなので，今後積極的

に請負耕作を進める。また水田作土の石の搬出は引続き行ない，田植機を導

入し労働生産性をさらに高めるとともに浅耕回への客土を継続実施し稲作の

収量をさらに高める計画である。

下川原協同営農組合が組合長手塚卯兵衛氏を中心として昭和35年当時より

将来の農業経営のあり方を達観し，水稲と酪農による大型経営の確立を意図

した識見と，至難と考えられる協業経営を実施した実行力は敬服に値するも

のがある。組合長手塚卯兵衛氏は常に組合の中心となり，卓越した識見と高

遁な人格により組合を指導し，地域営農の発展にも寄与している。とくに当

地域の大型ほ場整備事業，白川左岸土地改良事業の達成に当っては異例の受

益者一向よりの感謝状を授与されており，手塚氏に対する地元民の信頼の絶

大さをものがたっている。

水田単作経営地帯における将来の農業のあり方について農業関係者，農民

すべてが難渋しているとき，下川原協同営農組合の行き方は将来の水田単作

地帯の農家の発展方向を示唆するものとして高く評価されねばならない。
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陸戦謂醗劃

農業経営の近代化こそ協業化で

下川原協同営農組合

幾業のまがり角，選択的拡大，高生

店主農業，そして，近代化と，これほど

農業面でいろいろと m!.けばれたことは

ない。

私は常に， 11寺代に采り遅れるな，農

民も他産業並の労働条件と報酬を確保

しなければならないと主張し，その対

策は協業化のほかないと考えた。従っ

て，自分遠の経営の方向づけには，充

分議論をし，行政指導なり，営農指導

を積続的にうけた。

私達が稲工科作経営から脱皮すべく 4

戸の協業経営を始めたのはi昭和35年・で

ある。稲作の機械の共同利用によって

うみ出された労働力で瀦良部門を伸ば

そうと計画をたててみたものの未整備i

聞のため高能率の機事訴仰は函難であ

り，もっとも根本的対策として，土地

基盤悶場整備卒業に取り組み，また機

能分担を考えた担当制とし，基盤整備

事業の啓蒙もその担当部門として，地

元の反対に対して，あらゆる手段や方

法で説得し，昭和38;1三に会函積を30ア

- 25 

(代表者手塚部兵衛〉

-}レ悶場とした。さらに，大型機械を

導入し，労働力の軽減を図るととも

に，圏在農音1I門も基礎牛づくりと草地の

確保に努め，特に，草地づくりには，

地区の協力を得，[iS:有山を解放し，牧

野造成の出来たことも混迷する農業情

勢へ対応する廷がかりとして地域農民

からも歓迎された。

協業経営の10年間は過ぎ去って見る

と，一時であって，明治lこ生れ，原始

農業から現代農業会見た夜、は組織化の

ための苦労のことなどは忘れ，協業経

営でなればこその今日の経営の成果を

高ぶものである。

今回の天皇杯受賞の栄誉は，

として最高のものであり，生波忘れえ

ぬものであるとともに，私達の協業経

営のあ担方が間違いではなかったとい

う深い自信をもつことが出来，今後さ

らに経営の近代化を進め，地i成長話業発

肢の指針となるよう努力する所存であ
~ 

Q 。



ご三三三二沼木農林漁業振興会長賞受賞二二二二ご

出品財て ん 菜

受賞者林 一郎
〔北海道常呂郡佐呂i習田丁字央n来)

援護受賞者の略歴

林さんの居住地は北海道常呂郡佐呂間町字知来で，佐呂間町市街地より東

方約 8km，国鉄湧網線知来駅から約 2kmの佐呂間別川の流域に所在してい

る。

林さんは大正11年 1 月同地に生れ，昭和四年佐呂間町知来青年学校を卒業

後兵役に応じ昭和21年復員後，農業に従事して今日に杢っている。家族は父

(71才)，母 (72才)，妻 (47才)，長男 (24才，酪農高校卒〕で， ほかに長

女(18才〉が高校卒業後札幌で就職している。林さんの人柄は温和であるが

研究心旺盛な技術者タイプといえよう。自分でものにした技術を独り占めす

ることなく，北海道内各地から招かれて，講演や指導を行なっており， 44年

は20数回におよんだとのことである。

地域社会に対する貢献は，町共済組合の農作物評価委員(昭和26年入 ビ

ート耕作組合副会長(同27年)，部落 180 戸の部落会長(間31年)，町暗渠排

水工事期成会長 (33~35年，町長褒賞〕などを勤め，現在は佐呂間町農協理

事，農業委員などを勤めている。

ビート作りの名人といわれている林さんのてん菜栽培の成績は，北海道主

催のてん莱経営改善共励会において絹走支庁長賞35年 (2 イ立)， 36年(l位)，
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42年 (1 位)， 43年最多収穫 (8.1 t )，知事賞37年 (1 位)， 41年 (1 位)，

44年(1位〕を受賞し，今回の受賞が単年限りの技術でないことを示してい

る。

義務受賞者の経営概況

林さんの経営面積は 20.5ha ，

牛の放牧地に利用している。残りがlJZ.士旦沖積地(埴壌土〉で，

区分は第 1 表， 44年の畑地の作付内容は第 2表の通りである。

作付体系は 4 年輪作をとっており， てん菜を中心として，

鈴薯]および〔デントコーン〕一〔まめ類(小立および菜豆)J一〔えん麦〕お

よび〔にんにく J Cそさしつである。

うち 6.0ha は傾斜地の山林でうち 1 部を乳

〔てん菜〕一〔馬

その用地利用

(゚B44) 畑地の作付内容第 2 表用地利用区分第 1 表

主幹(%)上七綴(ha)回自

てん楽

ばれいしょ

小豆

菜豆

デントコーン

えん麦

牧草

ニ二 ふノ エ二

作2.5ha 

1.0 

2.0 

7.0 先自

牧草熔

草地
([11林の 1 部を改良〕

山林

間

通

水

宅手

6.0 

2.0 

20.5 

その他(宅地，堤〕

100 

施設および機械の概況

* 舎 1棟 (30坪) カノレチベーター l JIコ乙s、

古住 Rl:¥ 場 l 基 (18坪) 動力噴霧機 l 4IコA 

成 ?留 1 装 (2.7X 1. 8X 1. 8m) モ ア 一 1 告

サ イ ロ 1 主主 (2. 7m r� x3. 6m) レ キ 1 4口J、

トラクター 1 台 (48P S) ブロードキャスター 1 ぷ仁'Î、

フ。
フ ウ l 台 パイ ンダ 1 台

ロータリーパー l 台 ア 一 フ 1 台
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飼養家畜は乳牛 9 頭(全て高等登録牛うち成牛 5 頭，育成牛 4 頭)， 耕馬

1 頭でほかににわとり約70羽を飼養している。 これらから厩肥約 200 t を生

産し地力向上に利用している。

施設および機械のおもなものは第 3 表の通りである。

また， 44年度における経営収支の概況は第 4 表の如くである。

第 4表経営収支の概況

(単{位立:千円〉

肪!lFi I 農ιl 官配|水焔穏|片てん峡菜 1 蹴繍令繕寒 i 小 豆判i 菜 豆引i 麦 類 lト片ニUンニ叫ク外l 計
主| 産 [ 議 |い1 ， 1叫 7苅88付| 泊却7川I 7 却 I 1 臼 4必91 6侃60引i 丸υ刊7苅6
収 l 畜 i 官 l 牛乳|仔牛|い小、馬 l 豚 |鶏卵| 一 ; … | 
入|副議 i 臼 70 I 210 I 121 I I 1 ，ω 
管|販売収入|農業経営費[農業所得|農外支出除外開[農家所散問iF宵
要 5， 4悦 2， 564 I 2,840 ! 360 I 100 I 2,580 I 900 I 1,680 

務受賞財の特色

林さんのてん菜耕種技術の概要は第 5 表の通りである。

受賞財の特色の第 1 は収量が著しく高いことであり，てん菜の10 a 当たり

...-iit.収量を全道平均および佐呂間町の平均と比べると第 6 表の通りである。てん

第 5表耕種概要

品種 IKWS-E I 前作物|ニンニク開城山 x24叩・札 310本千鳥植
1 3 月 20-21 日 1 ""， -1<* -Jtnl 

搭種期I "(ピニ -Jレハウス内高床)移植期|卯9-30 日 (40間嶋前後)
耕 判明記説堆肌000同，炭カノレ 600同起前全面散布)，トラクター

整 地内ローターベータ-4 回掛けで枇，整地
高 岡成畦脈融とし，鎮圧ローラーで定植悼を定める

本ぽ: N 32.5勾 /10a P205 46kg /10 a K20 34. 3kg /10 a 

施 耐 (S-206 200kg けい糞 150kg チリ硝石おkg)
苗床:床土を 9月に採取し，けい糞 5-6kg，熔燐 5 kgを混合

中耕牡I 5 囲(艦船 |防 除|トップジン 3 回

- 28-



菜の収量は他の作物とは異なり多収穫ほ場での坪刈り収量ではなく，工場に

出荷した作付全商積の収磯量を10 a 当り平均で示したものであることを控意

する必要がある。また，林さんのてん菜の糖度は44年のもので16. 2~らであっ

たが，これは北見管内の一般とかわらない値であって，多収であっても糖分

含有率が劣らない点は注目すべきである。(一般に収量と糖分とは逆の相関

があるとされている。〕

第 5表てん菜の収益;

主ド 度|昭 40 昭 41 I 昭 42 I ag 43 昭 44 臨時定〉

町 平 4,000 
林 4,832 4,687 5,363 8,106 7,930* 9,000 

全道平均| 4,035 

*註〕糖度 16.2%

務受繋者の技術経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

林さんのてん菜多収穫栽培のポイントとして指摘されているのは次の諸点

である。

① 土地改良と地力の増進

林さんのほ場は春の融雪増水時の冠水常習地であったが，昭和32年から自

力で築堤工事を進め 7 年後に完成し，そのほか暗渠排水，酸性矯正，深拶t-，

心土耕など土地改良を積極的に実施し，土地基盤の整備をはかった。さらに

家畜からの厩肥約 200 t を 2 年間熟成させたものを使っている。また輪作の

中に赤クロパーを混需し鋤込むなど地力の増進に努力しており，それらの結

果，単にてん菜の収量のみならず他の作物についても第 7表に示す如く，町

平均に比べ非常に高くヲ土地生産力が著しく向上していることが知られる。

第 7表他の作物の収益;

|水 叫ん表|小 豆|デントコーン!& 1IL 

UlT 平均 I 318kg /lOal 258kg /lOa I 90kg t lOal5 , 670kg /lOa13,540kg /lOa 

林氏 1 390 1 400 1 2408,000 16,000 
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スブレヤーによ~てん菜の防除作業

② 念入りな耕起整地

てん菜の前作物としてニンニクを作付している。これはニンニクは 8 月中

旬に畑が空くので，他の農作業が比較的関な 8 月下旬に翌年のてん菜作付地

として十分念入りに耕起整地を行なうためである。なお，林さんはニンニク

跡地には病害虫が少ない利点もあると指摘していた。

③ 高畦栽培

排水不良で波地がかった土地条件に有利な高畦栽培を導入している。高畦

栽培は土壌水分とともに地温上昇に効果のあることが試験研究結果として明

らかにされている。また高畦栽培のてん菜は抜きとりが容易である点にも特

長がある。

④ 早播と移植栽培

てん菜の生育には積算温度として 2， 9000C 前後が必要とされているが，北

見地方は農耕期間 (5 月 ~10月〕の積算温度は~2 ， 4500C 前後である。この不

足分を補うため，移植栽培をとり入れ，また周辺農家より 2 逓間程の王手播き

によって4013苗(育苗期間の混度を 8 ~120Cに調節〉を育成し，生育に必要

な積算温度を確保している。

⑤ 健苗の育成

健苗を育成するために，苗床ノ、ウスの温度，水分の管理を細心に注意して

行なっている。現在ロングポット (15cm) と普通ポット (13cm) とを併用し

ているが移植時の苗根いたみを防ぎ水管理上の利点も考えて，ポットを置く
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てん菜の移植作襲撃

沫土にモミガラを 2~3cm敷く工夫をしている。

また床土が健苗育成の基であるとの考えからi 前年夏に採土し， 10 a 分の

床土に鶏糞 (7 kg)，熔燐 (5 kg)，炭カノレ (5 kg) を混合， 熟成させたも

のを用いている。また，必要な苗数の 5 割増しを仕立てて，その中から健苗

のみを移植している。

⑥追肥

移植後生育状況に応じ，特に生育むらをなくするように生育のおくれた株

に硝安を 2 四位追肥している。一般にてん莱は生育むらの著しい作物である

が，林さんのほ場のてん菜には欠株がなく，株撤いのよいことが多収の要因

のひとつであると見られる。

⑦ 創意工夫

林さんは研究心が旺盛で，試験場技術をとり入れるに当たっても，自分の

ところのほ場条件や気象条件に合せて試験を行なったとで確実に採用してい

る。たとえばロングポットも普通ポットと併用し検討した上で明年は全部を

15cmにするがなお工部は17cmの超ロングポットを試みるとのことである。

また自らも創意工夫を行ない， IIJt r� 66cmの大きい(普通は60cm)高峰を作る4

成IIIJ培土機と成畦刃を開発利用しており，この成田主刃を使って中耕を行なっ

ている。前述の苗床へのモミガラ利用もその例であり，他に先んじての王手播も

よくその年の気象予報を研究した上で移植予定時期に合せて行なっている。

なお，移植にはハンドプランターを用いているが，これは現行の移植機で
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見事に成育した林氏のてん菜

は高畦には向かず，むしろ省力的(ハンドプランター 1 人工日 15~20 a ，移

植機1O~12 人組で 1 日 90~120 a) であるからで，また収穫にも人力によっ

ているがこれは高畦栽培用収穫機が現在来開発なためである。

なお，また林さんのてん菜栽培管理に要した労働時間は10 a 当り 28. 7時間

であり，全道平均の52.9時間，管内平均48. 1時間に比べて著しく省力化され

ている。

要するに林さんのてん菜多収の要点は，地力増強→てん菜作付ほ場の入念

な造成→早期播種→健苗育成→欠株防止と株揃いの栽培法を旺盛な研究意欲

をもって適期にしかも適確に実施していることにある。

林さんの経営の特色は，高い土地生産性と集約的な土地利用にあるといえ

るが，更に安定した寒地農業の確立という面からみると，耐冷性作目である

てん莱と乳牛とを中軸として経営の骨格を作り，それに高収益性雨品作物(小

豆，ニンニクなど〕を配し，高い土地生産性によって安定した高収量，高所

得をあげている。乳牛頭数を 10頭程度にとどめ，これ以上頭数を増すことを

考えていないとのことであったが，これは経営規模と労力配分を考えた均衡

した規模と考えられる。頭数は多くないが，全て高等登録牛を揃えており，

l 頭当り生産性を高く維持しつつ，仔牛も良質の後継牛以外は販売して高い

仔牛販売~又入をあげている。

林さんのこうした経営の方針は，北限の地における中規模の農業経営の安

定したひとつのモデルを示すものとして高く評価されよう。
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先進地技術の習得成果

本本

第 9 田幾業祭に農林振興会会長伎を

賜わり身lこ余る誉と感激で一杯であり

ます。これも先輩や諸先生方の御指導

の賜であり心から厚く御礼申しJ~Jプま

す。受賞の対象になったピートは北海

道でも冷容を多く受ける北見地方では

寒地作物として意契祝されている作物

であり，幾家の経営から見ても大切な

ものと思います。

私はビートを経営の中に取入れるこ

とによって安定した設業ができること

と思い，毎年先進地へ 2 間から，3 回 1 1\

i占jきピート栽絡に対する技術の習1~J:と

工夫改良を加えたことが現在の収泣に

なったことと忠、います。このことによ

って経営の市にも大きくプラスになっ

ております。このことが反日gとし部法で

も伴侶に鴻~叉し，今年は部落平均のビ

ートもヘクタール当たり 56 トンと先進

思並の収Jjtを上げるようになりまし

たっ荘、も日擦をたて昭和4:内てにはヘク

タール当たり 81. 60 トン，ヌド4H45主的

はヘクタール当/こり lCO トンを越える

JjJU去を上げることができ会した。この

ことは今回の受賞と共に一生忘れるこ

とができないことと思います。

なお，今後のi=!擦は 1 本のどートを

2 kg ，こし， ヘクタール51ifこり 120 ト
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皇官

ンの収益にして見たいと思います。

昭和21年に父から農業経営を引継い

だ当時は毎年のように水容に見舞れ 1

年に 3 回も水害にあったことも 2， 3 皮

あり，幾作物の収穫皆無の"T'も多くそ
の皮に何度か農業をやめようと思いま

したが，昭和21年から自力で築堤を始

め昭和:12年にー郊の耕地をi徐き延長約

1 キロの築堤ができ，水容から農作物

を守ることができるようになりまし

た。この築堤工事は当時の私に取って

はブミきな負担でもありましたがこのこ

とが現夜の経営を守ってくれていると

思います。

米の問題から今後水|王u出l!i也へ転換

して行く農家も多いと患いますがíl も

水沼の減反の百十闘を立て本年水前に暗

渠排水工事を実施致しました。7kÆl跡

地のピート作りには多くの問題があり

ますが今玄での絞綴を生かしよIII作物の

税収に努力したいと考えています。

最後に夜、の受賞は花見地方の農家の

方々に明かるい道がì~司かれたことと，思

い農業に専念する後継者の方々と共に

主主波興に寄与宇致した

いと思いますので務先生方の御指導と

qall協力を特に御願い申し上げます。



一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二:

出品財緑茶(玉露)

受賞者山下寿一
(京都府綴喜郡田辺町大学普賢寺小学公家谷〕

務親子二代玉露ひとすじに生きる一一受賞者の略歴

田辺町普賢寺は京都市から南約 25km， 国鉄片町線上田辺駅，近鉄京都線

の三山木駅から西へ約 3km の山間部である。

第 i 図田辺町付近略図 山下さん (36才〉は，父新ーさ

んがやや病弱で、あったため，中学

校在学中の昭和23年ころから家業J
H
Aハ
礼i系

良
国
益
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の農業を手伝い， 16才ころから父

について茶の手もみをはじめ，そ

れ以来現在まで茶ひとすじに打ち

こんでこられた。

その開42年には)llill:î茶業青年団

長を，さらに43年には田辺町茶業

青年団長として地域のみならず，

京都府連合茶業青年間の中にあっ

ても重要な役割りを果してきた。

また， 34年ころから普賢寺地区に

稲作，やさい，茶を含めた普賢寺



茶麗(品種やぶきた〉

研究会が結成されて以来，第 1 由，第 6 回の会長をつとめ， 44年この研究会

が玉露研究会に専門化された後は栽培，製茶技術の指導国を控当して活躍中

である。

とくに，高級茶(上質茶)生産のためには手もみはもちろん，機械製茶に

おいても多年の経験と鋭い勘，それを裏付ける合理性が必要であるが，山下

さんはおう盛な研究心と長年の経験を生かして，各種研修会，講習会などの

場においても積極的に後進の指導に当っている。

なお，父新ーさん (71才〉は36才ころまで農業のかたわら，ほいろ(熔炉〉

師として製茶期には求められて手もみ作業に従事してきたが，昭和 5 年ころ

から茶の栽培を始め，その後は米作りと茶の栽培ならびに手もみ製茶に専念

し，地元ばかりでなく山城地方におけるいわゆる宇治茶，とくに宝露生産技

術の指導的役割りを果してきた。

第24回全国茶品評会において綴喜郡田辺町が山下さん以外lこも上位入賞茶

をだし，玉露部門の産地賞を獲得できたのも山下さん親子二代にわたる大き

な貢献によるものといわなければならない。

この親子ニ代にわたり玉露ひとすじに打ちこんでこられた成果は，次の農

林大臣賞受賞経盤からもうかがうことができる。
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第 1 表農林大医賞受賞経歴

年 次 品 百平 ぷコ三〉、、- す点 種 戸.x之 賞 者

昭和 23 年 第 2 回全国茶品評会 玉 露 山下新一

23 第 2 回関西茶品評会 ク '" 
31 第10回全関茶品評会 '" 

4会

36 第15回関西茶品評会 煎 茶 〆, 

41 第20回全国茶品評会 玉 口長イチ, 山下寿

43 第21回関西茶f応評会 '" 
タ多

45 第24回全国茶品評会 ぷ多

'" 

警察高級王露生産を自標にした集約的経営一一受賞者の経営概況

山下さんの経営形態は，茶+水稲+そさいで，経営面積は水田 100 a (内

10 a は小作地)，茶扇30a 計130 a である。その外に，妹の嫁ぎ先である普賢

寺製茶場の玉露闘60a の栽培管理から製茶までを委託されている。

家族は本人夫妻に父母，子供 2 人に弟 1 人の 7 人で，そのうち農業従事者

は本人夫妻と父母の 4 入で，実働換算 2. 5 人程度である。

なお，労力麗用はー・二番茶の茶摘みと製茶作業に240~250人程度，田植

6 人，稲刈り 4 人程度で、ある。

所有農機具は稲作関係で耕うん機，自動脱穀機，籾すり機，通風乾燥機，

精米機など，稲作、茶共用として動力噴霧機，ミスト機，発動機など，ま jこ，

茶関係に蒸機(送帯式)，冷却機， 15K 1 ラインフほいろ(熔炉) 2 基などが

あり，その他軽四輪の乗用，貨物各 1 台がある。

経営はすべて茶中心に考えられており，とくに，高級茶生産の絶対条件で

ある適期摘採を実施するため水田40~.50 a を 5 月上旬までに植付け，残り宏

一番茶後の 6 月 15 日ごろから植付けている。

なお，水田10 a iま 7J<.稲作付調整として 7 月中旬まきの抑制キュウリに転作

している。

次に昭和45年度の作付ならびに所得状況を示すと第 2 表のとおりである。

茶業経営において所得の増大を|頚るためにはこつの方途が考えられる。
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第 2 表作付ならびに所得の概要

い
為
、

化
升

J:!iT f号

391 ， 230円

一審茶{蛾 380
1,260,000 

)~1i~ 60 

ニ撚(蛾 150
187,500 40 75,000 30 

努茶〔荒ftぞ) 120 50 ,000 50 25,000 

101 3,650 400,000 50 200, 000 

125 1 3,296 ,400 1,951 , 230 

400,000 

キュウリ

その{也

備考 (1) 荒茶の 1kg ~り主f均単価， -~安茶 14 ， 0001司， ニ薄茶 2， 500円喝容茶

166円。

(2) その他40万円は管理受託茶闘の栽培管沼および製茶報酬である。
(3) 茶閣は30a のうち)J~/ド倒25a を対象とした。

なわち，その一つは省力化による規模拡大であり，もう一つは規模拡大が不

可能な地域において考えられる集約的な高級茶生産である。

山下さんは思いきった集約的高級茶生産の代表的形態の農家ということが

できる。

務品質の向上に徹する一一一受賞財の特色

本受賞財は京都府，京都市，宇治市，日本:茶業中央会，全国茶商工業組合

連合会，京都府茶業会議所および京都府農業協同組合中央会等の共催による

「全国お茶まつり j の一環行事である第24回全国茶品評会において，総出品

点数 898 点のうち五露部門 (256点〉で 1 等 l 席に入賞，農林大臣賞を受賞し

たものであって，その特色をみると次のとおりである。

(1) 品質がきわめて優秀である

受賞財の審査得点は外観50点，香気60点， 71く色29点，味60点，合計 199 点

(満点 200 点〕であって， 71<色において 1 点の減点が品うったほかはすべて満

点で，とくに玉露において最もたいせつな外観(形状，色沢〉および，香気，
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味においてすぐれていた。その結果，出品茶の入札販売会において 1kg当り

167 ， 800円という最高価格で落札販売された。

このような受賞財が生産されたのは，山下さんの長年にわたる経験と，お

う盛な研究心によって義われた茶雷管理技術と製茶技術とによるものであっ

て，とくに本年の気象条件が 3 月の異常低調， 4~5 月の日照不足という

茶生産にとっては恵まれたものでなかっただけに，その技術と努力は高く評

価されるべきものである。

山下さんが生産される茶は木賞受賞財だけでなく，全般に品質きわめて優

秀で，一番茶の 1 kg 当り平均販売価格 14 ， 000 円という値段は京都府山域地

方の高級王露生産農家の平均販売単価4， 000~5 ， 000円に比較すると 2t音以上

の価格であって，いかに上質茶が生産されているかをうかがうことができる。

(2) 面積当りの収入が大きく，所得率もきわめて高い

山下さんの粗収入は第 2 表にもみられるとおり一番茶で10 a 当り 84万円で

あって，この地方でも高水準の玉露生産農家の10 a 当り粗収入平均約40万円

に比較すると 2措以上である。

また，所得率をみても一番茶で60% となっており，京都府の平均所得率煎

茶60%，玉露45%，てん茶45%などと比較して，とくに多くの生産資材，肥

料，摘採労力等を要する玉露において高い所得率になっていることは，茶伍

に比して生産費が低くおさえられていることを示すものとして注目される。

このような優秀な玉露をっくり出すための山下さんの栽培ならびに製茶技

術の概要は次のとおりである。

0品種と樹令茶闘30 a の品種と樹令の構成は次のとおりである。

i やぶきた 2.5 a 

仇李恩 5 a {きょうみどり 1.5a 
こまかげ、 1. 0 a 

茶関30 a ¥ {在来種 100年生 4.0a 

"" 45ρ4.0a 

l成木箇お a� "" 25-26年生 比 Oa
k やぶきたお-26年生 3.0a 

(注〉 きょうみどり，こまかげは採徳用であって将来，品種圏への更新，

水稲転作による品種園増反を検討中である。
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0土地条件 花筒岩を母材とした砂壌土の平たん地および緩傾斜の畑地。

O施肥 品質との関係を考慮して肥料の種類，施用量，施肥時期について

は絶えず検討をつづけているが，本年度の施肥の実態は第 3 表のとおりであ

る。

第 3表施肥設計

(10 a 当り〉

三要素成分 .Iï~:

施 月巴 ft月 月巴 料 名

魚 1羽

(2月下勾-3月上旬〕 菜苦土種入尿加聖糸安加和里盟 300 15.0 7.5 3.6 46 13,800 

40 7.2 4.0 4.0 37 1, 480 
J流 西り空!v 35 17.5 26 910 

追 肥 ①!楽稜油粕 350 17.5 8. 7 4.2 46 16, 100 

(4 月上旬〕 尿素りん安力nID. 35 6.3 3.5 3.5 37 1, 295 

石灰主主索 100 22.0 32 3, 200 

8 月 下 句 i 苔土ヨヲ灰 150 7 1,050 

菜種油粕 350 17.5 8. 7 4.2 46 16, 100 

150 5. 7 34.8 0.3 38 5,700 

(10月と句〉 大黒化成 40 5.6 3.2 4.8 34 1,360 

硫酸加盟 30 - 115.0 26 780 

12 月 10, 600 

1口入 90, 375 

0病害虫防除 とくに早期的除に留意し，当地方のおおい下園慣行防除と

しては年間20回以上の防総も少なくないが，平年18回以内で防除効果は十分

あがっている。(第 4 表〉

0被覆方法成木茶閤25a のうち， 10 a はこも二重がけ， 15 a は…重がけ

とし，被覆の!頗序は次のとおりである。

(1) 4 月上旬こもかけのためのたなをつくる(下骨組み〕。

(2) 4 月 15~17 日(展業前)， 茶のうねの上にこもをすじがけする。
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第 4表病害虫防除の概況

病 答企虫 名 時おもな防期除 お 斉もIJ な薬名 倍(濃度率] 劦i1� 考

7 月中，下旬 ピニフェート 1,000 

コカクモンハマキ 8 月中旬 ア ス 1, 000 

10 月中旬 ジブロム 1 ， 000~1 ， 200 
発生状況によ

4 月中， 下旬
ピニフェート 1,000 

って差がある

6 月上旬 が， 3ft:与の防

チヤノホソガ 7月中，下旬 ア ス 1，∞o i徐店数は年間

8 月下旬 18回程度で，

9 月下勾 ハイドローノレ 1, 000 薬剤費は10 乱

3 月上，下旬 スマイト 2,000 
当り約10 ， 000

円である。
カンザ、ワハダニ 7 月下旬 アクリシッド 1,500 

9 月上旬 ケノレセン 2, 000 

11 月上勾 石灰硫黄合剤 50 

ミドリヒメヨコノfイ
7 月上，中旬

ペスタン 1, 000 
8 月中旬

クワシロカイガラムシ
7 月下旬

ぺスタン 1, 000 
9 月下旬

赤 業 枯 病
9 月 ダイホノレタン 1, 000 

? 才 ン ソ 病

(3) 4 月20~25 日 (1 心 1 葉期)， 圏全体をこもで被覆する。

こものしゃ(遮〉光率は一重で85~90%，二重がけで95%以上である。二

重被覆の場合，二重がけする時期は茶摘み 1 週間前である。

なお，こもは農閑期を利用して自家労力で縞み，年30% ぐらいの割合で更

新補充する。

0摘採 摘採時期は製茶品質と最も密接な関係があるので適期摘採に細心

の注意を払っている。摘採はすべて手摘みで一番茶は平年 5 月10~訪日とな

る。受賞財は 1 心 4 葉期を目途とし 1 心 2葉で折り摘みし，第 3 葉は葉だ

けを摘んで加えたものである。摘採能率は 1 人 1 日 6 kg 程度である。

二番茶は 6 月下旬から 7 月上旬，描心を兼ねて，生育の良いものを 1 心 2
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葉で拾い摘みする。

。製茶方法製茶方法は全工設を手もみのもの，一般に半機と呼ばれてい

るもので中じゅう(探〉工稜までを機械でもみ，精じゅう工程に相当する部

分を手もみで仕上げるもの，さらに，山下さんが手もみ工程を省力化するた

めにとっている方法で，手もみ工程の露切り，横まくりに相当する部分を粗

じゅう機で行ない，その後を手もみとするもの，および，全工程を機械でも

む，いわゆる機械製茶の四つの方法を目的に応じて使い分けている。

今回の受賞財は省力手もみ，すなわち，手もみ工程の露切り，横まくりを

じゅう機で行なったものである。

なお，手もみ工程と機械製茶工稜を示すと次のとおりである。(カッコ内

ば平均所要時間である〉

手もみ工程

(40分) (150分) (10分) (20分〉 (10分〉 。。分〉

蒸熱→露切りー〉横まくり→玉解き→もみきりー〉片手まくり→でんぐり

(80分) (90分〉

板ずり→乾燥(ほいろ〉

機械製茶

(80分) 1 (30分) (50分) (550C80分〉

蒸熱→冷却→粗じゅう→中じゅう→精じゅう→乾

:ヨ絶えず考え，実践する一一喝受賞者の技f札経営の分析およびそ

の普及性と今後の発展方向

受賞者の茶栽情ならびに製茶技術は今まで最高の品質の玉露&:つくるとい

う一点に集約されており，その結果としてlO a 当り粗収入 935 ， 000 円，農業

所得 554， 000 円という茶では最高とみられる所得をあげるまでに烹ってい

る。そのうち，所得の大部分を占めている一番茶について第 2表に示した荒

茶 150kgの内訳をみると第 5 表のとおりである。

このような茶をつくるため山下さんがとくに配慮されている点は次のとお

りである。
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第 5表一番茶 1501王g の内訳

製茶方法 製茶量| kg 当り価格 備 考

手 も み 10-12 kg 30， 000-35，醐竹
半 機 40 17,000-20, 000 一部出品茶

機械製茶 90-100 平均 10， 000

(注) 手もみの中には粒じゅう機使用を含む

(1) 原葉の品質向上

製茶技術がいかにすぐれていても原莱の持つ素質以上のものを製茶技術に

生みだすことはできない。すなわち，良品質の茶をつくるための根本は良質

の原葉をつくることにあるという考え方から，施肥，病害虫防除等には細心

の注意を払っている。たとえば，当地方においては茶摘み数日前に「色つけ

ごえ」と称して速効性窒素把料を施す習慣があるが，この時期の肥料は少な

くとも20 日前以上に施さなければ肥効が期待できないことなどから，山下さ

んは遅とくも 1 ヵ月前には施すよう励行している。それらの結果が推定 100

年生以上と考えられる園でも，一般の 45~50 年生に劣らぬ生育を示してい

る。

山下さんの欠点の一つは品種圏が少ないことであるが，最近，採穂圏を準

備して品種茶閤造成の態勢を整えられつつある。

(2) 適期摘採

いかにすぐれた品種であり栽培管理が適切であっても摘採適期を失した原

葉をもって良費の茶を生産することはできない。

山下さんはその点とくに留意し，過去何年となく比較検討し，また，品評

会上位入賞茶の芽の状態，摘み方を研究し，前述のごとく出品茶については

1 心 4 葉期に 1 心 2葉で折り摘みし，第 3 葉は葉だけを摘んで加えることに

よって形状，内質ともに整った茶にすることに成功している。

また，一般販売茶は第 5~4 葉をしごきあげ，先端部の軟かく自然に折れ

るところで摘むようにしている。したがって，一番茶末期になって芽が大き

くなっても，細かくて初期と変らないような茶が製造されている。
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手もみ(横まくり〕 乾燥のため茶をひろげ忍

また，おおい下爵では閣の周回と中心部で芽の生育状況がちがうことか

ら，周囲から遂次中心部に向って摘み進み均質の芽を得るよう努力してい

る。

(3) 蒸熱・冷却

製茶の第 1 工程である「蒸し j が製茶品質にきわめて密接な関係にあるこ

とから， 111下さんはとくに蒸熱に検討を加え，蒸機はすだ"h式の送帯蒸機を

使用し，ボイラーはステンレス製を特注するなどの記慮をしている。

蒸熱の程度については芽の状態に応じて蒸機の速度，蒸気最安調節し，

富な蒸気でなるべく短時間に十分蒸しあげるように配慮されている。

さらに，玉露は生莱の水分合量も多く，軟弱であるため粗じゅう工程で屈

まりやすく，これが対策として粗じゅう工程の最初20分間ほどをともみ手をは

ずしてもむなどの苦心をされてきたが，昨年から冷却l機を導入したこと，お

よび，摘採前の施肥を王手くすることによって粗じゅう機内での留まりが少な

くなり，むれる心配もなくなって品質i とくに色沢が著しく向上している。

(4) 手もみ工謹の省力化

手もみ工程は前述のごとく高級茶になるにしたがって多くの所要時間を要

し，普通，板ずりまでで 5 時間半，乾燥を加えると 7 時間の連続重労働であ

る。

山下さんは絶えず高級茶製造のための省力化を考え，まず，冷却機の導入
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によって露切り作業を容易にし，次に，冷却後粒じゅう機を使用して20分間

謹度もむことによって，露切り作業が省けるばかりでなく，次の横まくり工

程 150 分を60~70分程度に省力化できることを明らかにして，作業の能率化

と品質の向上を図っている。

山下さんの技術と経営は，比較的都市近郊にあってどんどん開発が進むな

かで，規模拡大の困難な条件下における一つの形態であって，集約的高級茶

生産の可能性の限界を実路に示されたものとして深く敬意を表したい。

しかし，現在および今後ますます深刻化するであろう労働事情等からみ

て，今後は，今まで育てられてきたすぐれた部分技術をいかして，高品質を

維持しながら，生産性の向上，省力生産技術体系の確立に努力されることを

期待したいものである。
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数字を大切にした経営，技術にしたい

山下寿一

私は今回の淡業祭参加で 3 朗自にな

ります。年々盛大になるこのおすさりに

参加できますことは，私が茶作り農業

に従事しているからこそであって大き

なミさびをかみしめております。

私の父は茶が好きで，世間の人法ーか

らは茶気違いといわれていたほどで，

私はこの父から，この土地が212の生産

に適したところであるから，二子供のこ

ろから茶に生きるよう教えられてきま

した。

ji~で生きよといわれてもタ当時，ァjく

問85 a ，茶劉 15 a の経営でしたので，

このl5 a の51tl!il!からより多くの収入な

あげるということで，父とともに上Y況

な手もみ~っくりにとり組んだのであ

り支す。

その当íI寺は製茶がどんどん1議械化さ

れる[寺代でしたので， í今さら手もみ

をしなくても・…という問問の人々

の戸がJj:に入ったりしますと，私のiit

志も{可[i}!かくじげかけたので、あります

--45 

が，昭和41年の第20回全閣茶品評会で

l 等 2 席に入賞したことで自信を得，

その後は1R~我夢 1:11 で況3穏茶|会iっくり，

上級王露っくりと，そろばんを皮外視

してひたすら励んで参りました。

その結果一応の目的は達しました

が，今までを振り返ってみますと，経

営的7:tl惑党の不足を深く反省させられ

ています。にもかかわらず今回の受賞

は身に余る光栄と感激しております。

今後;土，この受賞?とはずかしめるこ

とのたいよう，今一J\"Î数字企たいせつ

にした経営の装!12っくりにとり絡みた

いと考えております。

とくに，⑦r~~1緩閣のJ'mx‘(訟品秘・

土地・ i日lWSの検討，③品質低下をしな

い省力化などに-}(Nの努力をして行き

たいと考えております。また，私の今

までの体験カ2役立つならば機会あるご

とに発表もし，茶業の兆二股iこ役立ちた

いと念願しております。
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二二二二二二天皇杯受

セルリー栽培を中心

伊
(長里子系茅野市玉川6482)

とした経営

茂メL

出品財

受賞者

級学菜作り 20年一一受賞者の略歴

中央線の「ちの駅」から東南東に約 4km いったところに丸茂氏の住む菊

沢部落がある。この一帯は現在茅野市に入っているが，もとは玉川村といっ

いわゆ日る高冷地に属し，東には八カ岳

連時を望み，北 Iこは蓉科高原がひろがっている。大正11年に同村の原関与三

たところで，

郎氏が洋菜をとり入れたといわれ，夏の冷jJJてな気候を利用して夏出しのセノレ

リー栽培‘が原|司氏や原全市氏などの先覚者によってはじめられたところであ

る。

丸茂氏は昭和20年の春ヲ!日制

問谷中学校を卒業し 2 ヵ月間

軍隊に入ったが，終戦後家に

って父の円三f氏を助けて農業を

受賞者の所在地略国

;53店協

第 1 図

始めた。昭和23年からレタス，

セノレリーなどの洋菜の試作に取

り組み，翌24年には端境期をね

セノレリーの出荷

を行なうようになり， その後自

らったレタス，o 1 
トー町一一一ー向いーーー叩時四吋
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J、ゥス全長

ら洋菜栽培を経営の一部門として担当して，栽培技術の向上と生産安定のた

めの研究と司部門拡張に対する努力を重ねてきた。そのかたわら)長率研究会

を組織して同志と農業の研究を進めたり，地域の青年間活動に参画し，昭和

27年には玉) 1I村連合青年間長に推されるなど{言望を集めていた。

昭和27年にたまたま父が玉川生糸農業協同組合設立と同時に組合長に就任

したことから，経営の実態を担当する事情となった。そこで，当時経営の大

きな部門を占めていた養蚕部門を縮少して洋楽部門を拡援し，経営の転換を

はかつてきた。このころ地域の農家の問でも洋菜栽培を行なうものが増加

し，開志とともに玉川Ir青浄洋莱組合を設立してその発股のために努力を注い

だ。

このようにして，約10年間の努力により技術的にも安定した生産ができる

ようになり，洋菜類の消費も伸びる見通しを持つことができたので，昭和32

年セルリー栽培を主体とした経営改善の長期計耐を樹て，企業的自立経営の

確立を期して次のような日擦をたてた。

(1) セルリーを基幹作物として規模拡大安行ない，出荷量の増大をはかる。

(2) 栽地位場を 1 カ所に集めるため交換分合を行なう。

(3) セノレリーの企業的経営を確立するため，その役に立っと思われるもの

には設備投資を惜しまない。

(4) かん水用， j思議用水の磯保のため貯水油を設置し，全ほ場でかん水施

設を完備する。
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(5) ハウスを設け，セノレリー 3 期作を実現し，労力配分の均衡をはかる。

以上のような計画の線にそって，その実現に努めた結果，後に述べるよう

に経営は大きな変化をとげるようになり，昭和44年にはセルリーの 3 期作の

完成も実現をみるに至っている。

丸茂氏はその間玉川洋莱菊沢支部長，玉川i洋菜組合長，諏訪清浄洋菜組合

連合会長，さらに諏訪洋菜農業協同組合の設立と伺時に組合長，長野県園芸

連諏訪支部長，長野県清浄洋菜組合連合会長などの役職をつとめ，地域農業

の発展のために貢献されてきている。

警護セルリー中心の経営一一『経営の概況

1 経営地

経営面積は別表のとおり，水田50 a ‘畑地83a ，計 133 a ，山林40 a であ

る。畑はもと分散していたのを買入れと交換分合により自宅から約 900m 離

れた緩傾斜地に 1 団地としてまとめることができ，ここがセノレリーの栽培ほ

場となっている。ハウスもここに建てられ，鉄骨丸屋根連棟式で， 10 a と 6

a の 2 棟，計16 a である。この他に 3 棟計 4 a の育詰用にハウスを持ってい

る。

一
一
子
?
?
三
子

名
一
伊
ち
こ
ら

一
み
不
円
ま

氏
一
城
ク
ク
ク
ク

第 2 表経営面積の推移

昭35年 昭40年 昭44年

65 a 65a 50a 

42 60 83 

18 

I 125 
山 ォょ | 40 40 

第 1 表家族の状況

2. 家族の構成

家族は 5 名であるが，父親は玉川生糸農業協同組合の組合長を勤めている

ため，経営には関与せず，働き手は本人と妻および母の 3 人で，昭和44年に

は年間延べ 737 日の農業従事日数となっており，他に雇用により延べ 364 人
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を入れている。

3. 農業用建物・施設，農業機械・器具

建物としては倉庫 2 棟，簡易倉!章 1 棟，作業場 1 棟があり，機械としては

耕鮭機4 台，原動機 3 台，動力噴霧機 1 台，ミスト機 2 台，揚水機 1 台，土

壌消毒機 1 台，肥料散布機 1 台， トラック (2 トン積)， 軽四輪車，乗用車

パン各 1 台を具えている。

施設としては農用水道，全lま;揚臼動かん71<施一設，暖房機 2 基(ハウス用〉

があり，また畑には電力線の引込みがあり，電話器も 1 台架設されている。

4. 経営の変化

経営内容の変化を示すため，昭和35年， 40年， 44の比較を ;]IJ表にかかげた。

ーの3 麓類、の洋菜がi長良わ♂お

水稲65a ，桑儲18 a と洋菜，水稲，養蚕の 3 本立ての経営であったが， 40年

には桑i認は転換されて洋菜もセノレリ -1 本にしぼられ，セノレリーと水稲の 2

本;こ続含されている。 44年には水稲は50 a と多少縮小され，セノレリーの作付

延商積は 161 a と拡大されて， セノレリー主体の経営に変ったことが示されて

いる。

セノレリ

レタス I 12 

カ P フラワー 9

桑 |怒(妥繭〉

第 3~受主要作物の生il1i綴のtflJ多

8,8.10 

51 -



警護作型の組合わせによあ栽培体系と優れた経営内容一一一受賞財の

色

丸茂氏の経営の特色は，露i也 2

をみじ組合b-tt "主長期間り同夜走行ない，高い粗収益をおザプいることと，
\〆 ι 九 旬、竹ム山内~… … 

栽培管理その他の合理化により，経営費の負担を軽くすることに努めた結

果，高い農業所得を得ている点、である。その要点ならびに関連した事項0::説

明すると次のとおりである。

1. 栽培体系の確立

高冷地では夏の冷涼な気象条件を利用した夏出しのセノレリー栽培は比較的

容易であるが，しかし露地栽培だけでは出荷期聞はせいぜい 3......-4 カ月であ

る。これを延長するため，早期出荷を行なうためには，保温や加湿が必要と

なり， トンネルやハウスを採り入れることになる。セルリーは特に育苗期間

が長い野菜で，しかも育苗中に低温にあうととう立ち(拍台〕を起して高品

価値を失なってしまう。出荷期間をあとの方へ延長しようとすると，何回か

低温にあうことはさけられず，セノレリーは凍結させるとこれまた著しく商品

価値を低下させる結果となる。他産地に負けない品質のよいセノレリーを連続

出荷するためには，各作型についてそれぞれ栽培上解決をはからなければな

らない点について，技術的にも多くの工夫が必要なわけである。

丸茂氏は 5 月下旬から 11月上中旬までの連続出荷を目標にして，確立され

た作付体系は思IJ図のとおりである。すなわちハウス 3 作， トンネノレ 2作，露

地 2作であって，ハウスの第 1 期作の育苗は12月に始まっており 3 月定植

で 5 月下旬から収穫されている。その後に第 2 期作の賞作が入ムその収穫

後第 3 期作の定植は 9 月に行なわれ，収穫は11月の上中旬に終っている。

トンネル栽培と露地栽培は各 2作で，ちょうどハウス栽培の出荷期の|寓隙

を埋める形でとり入れられており，帰の利用も無駄がなく行なわれている。

各種の作業(写真 6 枚〉をみて分るとおり，各季節に平均して入ってお

り，労力の配分の均衡もきわめてよく保たれていることが分る。長い経験と
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第 2 図 セノレリーの作付体系、

砧下\5 llzl3i+ 51617181 守11訂1訂12. 1
J 、 l JJl作 ー.-lj-一命日~山岳笥凸
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一旬、主音糊戸lι=品収減l'I南 什ハウスパトヰ』レ

籍まきされた稜子の双葉の時期

工夫によって綿密な計闘がたて

られた結果 6 カ月にわたる連

続長期出荷が達成されたわけで

のる。

2- かん水施設

セノレリーは乾燥に弱い野菜

で，ハウスはもちろん，路地栽

培でも品質のよいものをとるに

はかん水は欠かすことのできな

ハウス 1 期作の定犠， 3 月下旬で外にはま
だ雪がある
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い作業であるが，そのために必要とする労力はきわめて大きい。丸茂氏は全

閤にかん水施設をとり入れ，これを半自動化したが，そのために得られた

労力の節減はきわめて大きい。かん水施設は畑やノ、ウス全体にパイプ。を配置

し，貯水池から動力で、揚水して，スイッチを入れると葉上から噴霧状にかん

水が行なわれるのである。追肥も液肥もかんがい水中に注入することによっ

てかん水と同時に行ない，その労力も節減している。

露地の生育が始まっていあ。パイプはかん ハウス内の出荷間近いセ}I，..リー。かん水中
水管で上にノズ}I，..がついている。ハウス内 で，液肥は同時に散布して省力化をはか唱
では 2 期作がはじまっている る

3. 暖蕗施設

ハウスの加温のために温風暖房機を 2 基とり入れ，ハウスの低い位援に設

!冒し(ゆるやかな傾斜があるため)， ダクトで送風しているが，自動点火に

よる温度調節の自動化が行なわれているため，力日混のための労力はわずかで

すんでいる。

4. 黒色ポリマルチ

黒色ポリエチレンフィノレムのマルチをとり入れているが，その効果は除草

剤を併用することにより，除草労力がほとんどいらなくなったこと，第 2 に

肥料の流亡を防ぎ，元肥主体の施肥ができ施肥量の節約にもなっているこ

J、ゥスのj鼠風暖房
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と，第 3 に集中豪雨の際，根が酸素不足になりやすいが，マノレチによってそ

の影響は防ぐことができることなどがあげられ，病害の発生が少なく，生育

も促進されている。

5. 荷造・出荷

セノレリーの荷造りは従来の木箱づめから最近ダンボーノレ箱づめに変り，そ

のために荷造り作業が能率的になった。また共同集荷揚の建設によって荷役

作業の能率が上がり，出役の回数も少なくなった。これは出荷組合としての

改裁であって組合員が等しく影響をうけたのであるが，丸茂氏の経営でもそ

の恩恵をうけたわけである。なお，共同集荷揚の建設などには丸茂氏は役員

として推進にカを入れて実現をみたものである。

1\ウス内の収穫作業 トラックへの積み込み

6. 電話の架設

丸茂氏の畑は自宅から約 900m はなれたところにある関係で連絡に不便で

あったが，電話の架設によってこの点は解消された。間接的に能率をあげる
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上にかなり役立っているようである。

7. 所要労力

耕地の集団化と，以上 2~5 で述べたような種々な点での労力の節減が行

なわれた結果，セノレリーの延作付面積は次第に増加しているにもかかわら

ず，所要労力は逆に次第に減少しており，別表に示すように昭和42年と 44年

とを比較すると，家族労働日数はほとんど変化はないが，雇用労力はほとん

ど半分以下になっている。このことは経営上に大きなフ。ラスとなっている。

第 4 表所要労力とその内訳の推移

年 次|家族労働 i 雇傭労働|

昭和 42 年 832 人 1,585 )、

43 742 654 1,396 
44 739 346 1,085 

8. 農業所得

各作期のセノレリーの収量，単価，粗収入などは第 5 表に示すとおりである

が，ハウス第 1 期作の売り上げが特に多いのが目立っている。各作期とも上

物 (LL ， L級〕の割合が高く，単価も比較的よしセノレリー全体で約 843

万円の粗収入があり，米の41万円余と合わせると年度の粗収入は 884 万円と

なっている。

一方農業経営費の内訳は第 6 表に示すとおりで，各種の経費を全部合計し

て約 408 万丹となっている。

;農業所得は粗収入から農業経営費を差引いた 476 万円となり，高冷地農業

としてはきわめて高い水準で、あり，

あるものと認められる。

としても，また最上位に

さらに，家族労働日数をみるとセルリーと水稲作とを合わせて 738. 7 ゚  

で 1 日当り家族労働報酬を計算すると 6 ， 446 円となり，経営内容としては

きわめてすぐれていることを示している。

以上が丸茂氏の経営の特色の主要な点であるが，なおセノレリー栽培に関し

て興味のある点を 1 ， 2 補足したい。
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作業衣など

倉庫，作業場などの修理
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第 7表農業所得

農業所得口農業粗収入 8， 840 ， 297円一農業経営費 4， 078 ， 285円立4 ， 762 ， 012円

4，762， 0] つ回
家族農業従事者 1 人当り農業所得=よ一一一一=1 ， 587 ， 337円

3 人 一一一一一一

久762，012p:j
家族 1 日当り労働報酬(セルリー，水稲) =一一一'-"=6 ， 446円

738.7日-

4，762，012円
耕地10 a 当り農業所得=一一一一一一 =358， 046円

13.3 一一一一

耕地の利用率

相
知

161 a 
=194% 

83 且

161 a 
全耕地 =158.6% 

133 a 

9. 採種

セ1レリーの種子は輸入種子を使うところが多いが，丸茂氏はおH=輸入種子

を使って種子が不良なために失敗した経験から，自家採額を行沿っており，

余分の種子は組合員へ分譲している。(品種はコーネノレ 619) 。

10. 土壌消

セノレリー専作になると土壌消毒，特にネマトーダの防除が問題となるが?

丸茂氏は畑ではネマゴン種剤により，ハウス内はメチノレブロマイドの濃度を

高くしてくん蒸を行ない，防除を行なっている。

11. HE 培

セルリー栽培では多量の有機物の施用を必要とするが，丸茂氏は稲わらの

購入と，養豚場のきゅう肥を質入れて補給を行なっている。三要素の施用量

は第 8 表に示すとおりである。

警護周辺地域!こ及{ました影響

長野県は 6 月から11月にわたるセノレリーの生産地として首位を占めている

が，その中でも玉川地区はその中心となっており， 昭和35年は 16ha ， 40年

は 20ha ， 44年は 32ha と栽培面積は次第に増加している。丸茂氏は前述のよ

うに洋菜組合の組合長を勤め，昭和37年には県洋菜連の組合長として県経済
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第 8 表 セノレリーの施肥

10a 当り成分霊; Ckg) 施肥割合C9の
11iil 考

K 元肥 追肥

110 80 20 追胞は液肥を用い築上

50 50 50 かん水時に同時に行な

60 50 50 つ

90 70 30 有機1Jf f立秋または早春

40 50 50 に施す

90 I 40 金胞は有機配合を用い

40 50 50 微f立要素を添加

連との組織の一本化に取組み，苦心の結果LH年に成功し，さらに玉JII農協と

隣接の宮) 11農協の洋菜組合との統合も行なわれ，強固な産地として推進をは

かつている。また一元集荷，多元販売を行なうため，総合役員として大型集

荷揚の設設さとはかり，昭和44年に 657m 2 の集荷揚の実現をみている。

栽培技術の面でもフ 1~2期作の栽培から進んで、ハウス栽培tk とり入れた

3 期作の栽培技術が確立されるにつれ，河辺地区でも出荷期間の拡大が行な

われ，ハウス函積も玉川地i乏で昭和40年にわずか 6 a であったのが， 44年に

は 3.lha (こ力nしている。

セノレリーの採種については前に触れたが，自家採種により{延長種子が確保

できるようになり， 44年には 3.6l (本:熔19 ha 分〕を採種し，組合員に配布

している。また背苗についても組合員の育苗を委託され，昭和40年には 6 戸

5 万本であったが， 44年には15戸16万本の苗を組合員のため委託生産してい

る。

丸茂氏はまた自分の研究や技術の公開につとめており，県内外からの研修

生も年々受入れて，後継者の養成にも努めている。

このように丸茂氏は周辺地区の発展のためにつくした功績も決して少なく

はない。
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後昭和45年の動き

受賞財は昭和44年の経営についてであって，それは以上に詳細に述べたと

おりであるが，その後の昭和45年の動きについても簡単に触れておきたい。

昭和45年は稲作の作付制限に協力して，丸茂氏は50 a の水田の作付を休止

し，いよいよセルリー栽培一つに専念することになった。そして隣接の20 a 

の畑地を借地して，ここにもセノレリーを作り，作付延面積は 211 a とさらに

拡大された。

地区の組合では本年からセノレリーの共向育苗を始めることになり 3 カ所

;こ共同青苗施設を設けることにしたが，その一つは丸茂氏の畑に建てられる

ことになった。面積 330m' のフアイロンハウスで，地中暖房機を設置して

苗床を加混するようになっており，本年はこの施設を提って20万本のセノレリ

ー苦の委託生産を担当してきた。

研修生も従来どおり受入れており，青ー森県から 1 名きている。

45年の農業粗収入は 900 万円をこえるものと推定され，昨年をさらに上廻

る所得も符=られそうである。丸茂氏は今後も着実に一歩一歩発展をつづけら

れるものと期待される。

昭和45年に建てられた共同

育苗用のハウスでの土入れ

作業
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生活

丸茂氏には 6 人のきょうだいがあジ，うち 4 人は近くの農家に嫁し 1 人

は東京にとっぎ，弟は八カ岳伝習農場の職員として勤務しておられ，いずれ

も健全な家庭をきずき，互に協力を保っておられる。

丸茂氏の一家は年数百l家族そろって旅行を楽しんでおり，また近隣 5 戸と

共同で主主科高原に建てた別荘に時折家族や仲間と出かけたり，家では婦人の

働きやすいように台所や住居を改造するなど，一家そろって健全で明るい家

庭の建設に努力が払われている。
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“失敗は成功の母"を信念に

丸茂伊

私の住む茅里子市玉)11での洋菜栽培の

歴史は遠く大正末期に遡るようです

が，認iIiく産地台頭の兆を見せはじめた

のは終戦後まもなくのことでありま

す。

私はその頃， 1日市1]の中学から志願し

た軍隊を復員し，専ら父の農業の手伝

いをしていましたが，全く農業の知識

のないまま，これら先覚者の刺激を受

け，セノレリーやレタスの革対音をはじめ

たのは昭和23年，ちょうど19歳の春先

であったのです。当時は販路といい，

またすえよ去のj5}L~ といい，大方は米開発

の時代であれすべてが創造されて行

く時代であったように忠われます。

当時，少年の私が端境期出荷をねら

って，先輩や村人遠のi籾笑をうけ，意

表をついてひそかに快哉を瓜1.んだ、リ，

また組織強化のため寝食を忘れて走り

まわったことどもは，大変懐しい思い

出のひとこまですが，楽しい思い出ば

かりではありません。農業i土生きもの

を扱い，また自然や季節に参与される

職業であるため，きわめて多くの災害

等にあい，また未熟な技術や研究不足

等のために，逃れ得なかった失敗の数

々は，思うだに冷汗背すじを流るるさ

まであります。しかしながら，私は常

に“失敗は成功の母"の金言を思い，

自らを励ましあるいは日七階し続けて参

りました。

今や農業をとりまく諸問題は，米の

生産調整等により，いよいよ厳しさを

地しつつあり，もはや単なる土校性だ

けでは，到底采りきることのできない

様相を呈しております。

私は今聞の受賞を機に， 20年を謙虚

に反省し，先づ内には，新しい経営感

覚と，加えて家族の和と協力によっ

て，君子業農家の良い特質を生かし，

r生活をよりよくするための農業経

営Jl (こ徽し，タトには，これからのn~H\;;

に ßJ"J芯し，あるいは先導し得るj呉氏の

『砦J としての組織の強化拡充に窓を

致し，微力ながら過分の栄誉lこ醐ゆる

ために最大の努力を傾注する覚悟でご

ざいます。
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一一一一明日本農林漁業振興会長賞受費二二二二二

出品財 パラ栽培の経営

受賞者大井 武

(滋賀県守山市洲本Ißr2534)

務受賞者の略歴

守山市は琵琶湖に面した平坦な沖積平野であって，瀬戸内式気候に近く，

8 月平均気混 27 ・4 0C ， 2 月平均気混 3.80C，年降水量 1， 879mm，快晴およ

び時147 日 (lfj三の40%)，雨43 日，雪 8 日(両方で 1 年の14%) を示して年

較差は 23.1 0C であるが，それでも琵琶湖による気温緩和作用を最も強く受

け，風は冬の季節風がかなり強い。降雪は少なく，県 iごでも温暖な地域に属

している。

大井農園所在地略図 昭和 38 年農業構造改善事業によっ

て，土地基盤整備が行われた結果，今

までのと手i盛田は大部分乾田イちされ， 1'11 

の西北部は肥沃な埴土質で温室栽培lこ

適した土壌である。部落の中央には法

竜)11 が流れ， ?窪i防水は豊富である。そ

の結果打込井戸による水も豊富であっ

て，施設園芸に必要な7}((ま，充分利用

Tることができる。

交通は非常に龍手Ijで，近くに操選近
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大井武農園配置図 江八幡中主，瀬回線，琵琶湖大

橋に通ずる守山堅回線があるう

えに，名神高速道路の栗東イン

ターチェンジまで自動車で約 5

分の地を選んで，若いひと数人

が集団でパララカーネーション

の温室経営を部落から lkm 位

離れたァ永田の中央部で行なって円

LL 一一句勾 『司

昭和 30 年 4 月

昭和 32 年 11 月

8B手口 33 今二 3 月

間口 33 年 4 月 1

昭和 35 年 12 月 j

昭和 35 年 12 月 1

昭和 37 年 3 月 j

昭和 36 年~ 37 年

昭和37年 4 月~今日

昭和 45 年 3 )~ 

昭和 45 年 8 月

「一=ナ;

いる。

履歴概要に示すとおり高校在

学中から創意工夫の志強く，卒

業後先覚者の技術習得のため実

習生となって，その技術を基に

してカーネーションラパラのj昆

室栽埼に確信さと持ち， 42年から

大井武氏の履歴概要

滋賀県立草津高校長業科入学

第8 西学校農業クラブ全国大会研究発表第 3位入賞

県立草津高校農業科卒業

大型二重トンネル栽11!;'による促成キュウリ，露地菊栽

iさ

草津市青地i顎芸;場へ実習生として技術の習得

守山町青年国長

花き栽培 031J紙経営〕

第12田NI-IK優秀農家の選定，日本放送協会，農林大

臣賞受賞

20日間渡米視察
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はパラの経営の有利性を認め，専業の温室経営をしている。

とくに新品種の検定，施設の開発，新技術の有利性については，内外の経

営者を視察して，積極的に自家経営に応用して，周年安定した生産と増収を

はかつて市場の信頼を高めている。現在は滋賀県ノヰラ温室経営者の中心人物

であって，また，花き経営後継者の育成のためにも努め，研修生 2 人を受け

入れている。研修終了者に対しては，例会を開いて技術の向上につとめ，地

域産業に貢献している。

器禁経営の概況

イ〉 家族構成と農業従事者

氏 名 l 続柄[年令 i 農業従事日数 1lﾎii 

大ヂ1: 武本人

正野 言長
厳 i 父

きくゑ i 母

とめ祖母;

ロ〉 経営耕地問務

面積

31 

27 

58 

55 

87 

作付商務

321 日 |長女 (5 才〉

165 次女 (3 才〕

290 長男( 1 才〉

生産設 併ii

考

考

水 回 50a 50 a 2,500kg 45年度は委託耕作

ガラス;艮室 30 2,909m' 
} 4州00 本

ピニーノレハウス 10 1, 057 m2 
ノ、ブ

言十 90 

ノ、〉 農業経営の推移

。iJH 考
'1日、!口、 i 口、 1" 〆!

m2
: m

2

1 両校卒33 90 

34 90 

35 90 430 I }研修のため実習
36 80 430 13; 330 i j 生
:'37 90 5! 
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考

a m2 a お1 2 m2 訂12 m2 

38 90 5 

39 90 2,112 1,056 1,056 構造改善事業

40 80 1,584 1, 056 

41 80 264 1,056 

42 60 2,904 

43 50 3,960 ピニ-jレハウス
1,056m 

44 50 3,960 

45 50 3,960 

備ノ一
ンブカシ成

く
促
ぎ

照
く

電
ぎ

地
く

露
ぎ

」
刷
引1

ヤ
円
ノ

ゆ

促
き

命
日

者
冷
B水ぷ

考

ガラス滋室 鉄骨ガラス 2,376 zn 

フアイロン温室 半鉄骨フアイロン 528 

建 造 物 ピニ-jレハウス 軽量鉄骨ピニ-jレ 1,056 

管 理 蜜 鉄骨スレート 99 

納 屋 木造平屋 33 

冷 蔵 庫 ダイキン式 1 基5m2 39年導入

ボイ フー 前回式 2 ぷ口占、

カ日 ?昆. 機 熱ポンプ 300型 3 4ロs、 42 年

換 気 扇 赤沢式， H高坂式 45 ぷロ品、 41-42年

機械器兵類 暖房配管一式 3inノfイフ。 3,960m2 42 年

冷房装賢一式 パットアンドファン 4会 41 年

給水施設一式 ポンプ。モーター水槽 ク

自動濯水施設 矢野式 '" 41 年

防除擁設一式 定置配管モーター 4会

テイ フー ダイキン式 4I-P 1 台

遼 搬 車 貨物自動車 ダットサン 1 t 積 '" 
カローラノ号ン '" 
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J4汚銘状裂称名日項



0; 
¥3 

ト〉 パラの収;泣 (1昭和44年 1 月 ~12)J 炎綴〉

川一ノミー|ノクピ|クリスチ|白川 jl-5< I:J J -71 /, 11 -1 汁エス|ゴーげャンディ チガーヌソノーラハロー トミンンラプチ
スターネスオールスター ズマスターャー

本

l ベ 2 ベ 1mi 1 7,000 4,350 1,200 1,650 2,750 

つ> /1,650 3,000 M50l 3,700 1,400 3,900 2,250 3,600 

。‘、 10,750 2,550 2,300 4,250 1,300 3,700 1,450 3,600 

4 7,900 3,900 2,400 5,000 1, 500 4,900 150 4,400 

5 11,850 4,250 1,425 5,200 1,950 4 ,900 4,350 

6 21 ,100 6, 4,250 2,850 6,750 650 

7 300 500 650 350 

8 19,500 800 

9 13,3501 4, 3501 1,650 1,200 

10 2,000! 9, 3,500 2, 150 3, 100 

11 10, 500i 3, 1,900i 7, 2,750 1,850 2,000 3,050 

12 14,7501 4, 2,100 3,800
1 

1,550 4,300 

ノヤ作|下花 音1-

本
2,000 8,400 32,250 

2,500 300 8,900 36,850 

2,650 9,000 41, 550 

1,200 7,700 41 ,050 

400 501 7,300 41,675 

100 2,200 47 ,750 

50 200 25,850 

25, 950 

450 34,750 

800 3,550 38,400 

300 2,650 35,850 

350 3,850 41 ,350 



ホ〉作付体系

お語51 1 2. 3 4- 66 マ 8 q 10111乙 哉、土善昌桂

力、ブス
。 ハ .y t:'ネス

定植 ""Y;I" t:.ンチ 司').:6'、t クリステγY テ:;;tて lレ

3孟宣栽培 デ 17"-又 ノ、ロー

サ又かえ tずl紅、第え ヅ)-ヨモ〉テ7，"守

カヲス革主
史怠ヒ。シ子 ヒヴテ ザ刻、〈

夏~刑執、塔 白川スター
サ人当、〈 'jJ tJ'ι 

といニーi レ
党組問 ヒ。ンT スー/マースヂー

ハウス栽培
可又占、〈

イ本í1~仰ゑ)

へ〉労働配分

長事正竺I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 i 819 10 川イ計
門liftt羽町戸円吋5l212121:;;日
T勺 22人 124同

援護経営成果

ι---ど1 パ フ 水 話百 言十

手立 収 10 ， 525，495円 334 ， 000門 10 ， 859 ， 495円

経 営 7 , 105, 630 130 , 000 7, 235, 630 

所 f号 3,419 ,865 204, 000 3, 623 , 865 

投労下数{日軍~{ 雇自 家用 720 日 55 日 77513 

620 25 627 
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経営交内訳 経営成果指標

穏 E吉焚 705 ,262 
(1) 家族農業従事者 1 人当り

肥料・費 383,836 農業所得=1 ， 207 ， 955円 /(363つ3 ， 8人65円)
薬剤費 134,633 

燃料交 1,641 , 116 (2) 家族農業労働 1 日当り

輸送費 269 ,530 農業所得口ω76円 (3， fii官5円
庭用労賃 651 ,700 
消耗品費 150,939 (3) 耕地10アール当り

旅 費 131,222 
農業所得=40丸市内(山3865円)

水道光授 403 ,248 

荷造費 220,750 (4) 耕地10アーノレ当り
交際費 71 ,999 

修縫 !ßt 278,424 農業粗収益=印刷O円(州
事務通信芸者 6,430 
:福手IJ厚生焚 71 ,444 (5) パラ部門3.3m2当り粗収益ロ8， 771円

保 険 3,306 (6) ノf ラ部門 j- 所得=2， 849円

減価償却費 1,292,097 (7) ノミラ部門 ,; 収量=369. 併三
雑 芸号 265,084 
利 子 270,995 (8) パラ部門切花単価 =23.70門

租税公諜 153,615 

1口入 音l' I 7,235 ,630 

借入資金および償還

資 式入
ふu- 名 備 考

農林漁業金融公庫資金 1,400,00011 39. 8 194,746 ?鼠. 室

農業近代化資金 360,000 40. 4 64 ,657 ボイラー

j- 98,000 40. 4 17,950 ブアイロン温室

ノ/ I 3,210,668 41. 6 529, 105 �1ffi. 室

66,000 利息のみど、ニーノレハウス

農業後継者対策資金 2 ， 000 ， 00~ 43. 7 75,000 ビニーノレハウス

百十 I 8,168, 
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襲警パラ経営の特色

1) パラ作自立経営の確立

大井氏は，履歴のように高校卒業後家庭の稲作を中心とした単純な農業経

営から，ビニーノレハウスの提成きゅうり，露地菊，電照菊の栽培に移行した

が，園芸技術の重要性から先党者の農園で研修生として，花きの経営と技術

を体験した。幸い38年守山市で花き温室を基幹とする農業構造改善事業が実

施されるのをきっかけに，カーネーション，パラに主力をおき， 42年からは

水稲の耕作を縮小して，パラの自立経営に移った。 43 年からの経営の推移

は，表示のように，加温温室 2， 904m 2 ， 加温ビニーノレハウス 1 ， 056m' にな

って，粗収入 1 ， 052 万 5 千余円をあげ， 45年から水稲は請負委託による専業

パラ温室経営になった。

2) 労働配分の合理化，婦人労働の軽減

パラ専業の栽培面積に対して，どれだ、けの労働力がかかったかは作業別に

記入されていないから明確なことは述べられないが，大井氏と父による家族

労働が中心で，雇用の研修生も熱心な栽培意欲をもって協力した結果と思わ

れる。婦人労働は家庭の仕事が主で，パラの作業では軽労働の誘引や選別，

荷造，施設器具の取扱いなどに配分され，出荷量の多い 1---3 月に僅かの婦

人が雇用されている。

3) 夏切栽培による現金収入の用年化

一般のパラ栽培者は，夏の高温期になると，品質は劣仏消費量は少な

く，自然価格は安くなるので，この期間の出荷を避けて 9 月頃から切花を

される。しかし，近来大阪市場では，夏のパラの消費が増加しつつあること

から，換気扇を完備したビニーノレハウスの建設によって，夏切り栽培に成功

したことは，経営者として現金収入の周年化が得られ，経済上大きな役割を

している。

4) 研修生の受け入れと作業時間の厳守

研修生を受け入れてからは，作業時間を正確に 7.30---18.00 時までとし
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て，午前，午後 1 回の休憩をして，能率的に行なっている関係から作業は協

力的である。

務技術の特色

1) 新品種の導入と試作

各品種の収量と単価は，直接経営上関係が深く，市場によって花色や花

形，花茎の長さなどが季節によって差がある。大井農圏では，大阪のこつの

市場ーだけに出荷をされ，花茎の長い赤色種としては，市場の要望によってハ

ッピネスを栽培されているが，スーパースターと白)IIスターは，四季安定し

た市価を得られるので，このニ品種に主力が置かれている。しかしパラの品

種改良は年々優れた品種の発表があること，欧米の大栽培に用いられる品

種が導入されると，利用市の動向によっては必ずしも従来の有望種のみでな

く，品種の吏新のために試作検定が必要となる。この点から，夏の高温期に

花色と花形の優れた，茎の充実のよい照葉のフロリパンダ系の中輪種を出荷

し，モンテズマその他の品種も実用段階に入った。また，欧米で発表されて

いる有望種は積極的に導入して，経済的価値を判定するため 69m 2 のーベ

ッドは，目下試作検討中である。

2) 連作樟客自避のための土壌蒸気消毒

パラは数年間栽培をすると，塩類濃度樟害，土壌の物理的，生理的の悪条

件，病害虫などのために生育の衰えることが多いから，これを回避するため

改植前土壌の蒸気消毒を行なっている。ベッドは 30cm の深さにメイン・パ

イフ。を敷いて，土壌温度を 80 0 F に 1 時間蒸気を通じた結果は，生育は頗調

で良好である。

3) 穫水と液肥の自動化

パラの生育期には多量の水分を要求するため，従来はホース瀧水によられ

たが，矢野式ノズル濯水を図のようにベッドの中央に設霞してから，短時間

に平均の擢水が行なわれるようになった。この方法によれば，ホース濯水の

1 時間半の面積は，僅か10分で自動化されること，施肥の必要な際タンクの
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中に窒素 1 りん酸 2 加里 O. 7~1 の割合に溶解した化学肥料を水溶液と

して，濃度を検査して施される結果，濯水施設が利用され，ときどき電気伝

導度の測定をされている。その結果，土壌の回結や部分的の過湿を避け，土

壌内に平均に水養液が吸収され，労力と肥料の節減が可能になった。とくに

保肥力のある団粒の埴土で，地下水位の割合高いこの温室では，ノズノレ濯水

の方法は，液肥兼用上能率の面でも適当している。

4) 平均出荷のための技術改善

付) 温度，湿度調節のための冷房施設と換気扇の設寵

温室やビニーノレハウス内の温度や湿度の変化は，種々の条件によって，左

右され，夏の高温期には花弁数が少なく，品質が低下し，春秋の変温期に

は，病虫害の発生が多く，薬剤散布と多くの労力を要するために，温度の調

節が重要となる。その点は水利に恵まれ，完全な温室では，温室の側面から

冷房用のパッド・アンド・ファン方式によって，多量の冷水をとおした冷却

i 
5'00慌時

寸ー 100 ,..,,,,, -斗- 500叫帆十一守00… ート

の空気を反対側の大きな換気扇によって常に

交流をされるから，主主混の調節がよく行なわ

れ，ガラス室で 2~50C 低下されて，長期に

わたって品質のすぐれたパラを生産するよう

になった。 4~6 月 9~1O月頃の空中湿度

の多いときは，換気扇だけを使用して，室内

の混度を少なくして，充実した花持ちのよい

切花を求められているので，夏切栽培のガラ

ス温室では，温度，湿度の調節によって，長

平
面
図
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大形換気扇(1. 40mの大形〕

期に生産が行なわれ，周年出荷量を増加している。

(ロ) ビニーノレハウスの建設によって，春から初冬の切花出荷

作付体系に示すように冬期の低温期には休眠を一時行なって， 4 月から出

荷を目的に熱風暖房によってハウス内の湿度を下げ，高温期には換気閣によ

って温度調節が完全に行なわれて，ガラス室の生産時期と多少最盛期を異に

して，夏切栽培に成功した。

州勢定法の改善による増収

永年干i直物であるパラは，切花栽培されると，欝定の位置が毎年高くなっ

て，枝の強弱によっては，新梢の発育に差が現われてくる。その結果は切花

の長さ，出荷期にも影響を与えるので，なるべく冬期の価格の有利な時期に

最高の採花木数を符ュるような欝定が考案されている。大井氏の改良算定法

は 6 月中旬から 7 月中旬に折りまげ式の簡単な契定法によって能率をあげ

る方法である。従来の普通の努定は，その年に伸びた充実した枝を選んで，

ノト葉 5 枚ある葉を基部に 2~3節残して欝定される結果，強い茎の場合は新

橋の発育が旺盛で 2 ヌド発生するが， ~~い茎の場合は発育が衰えて不揃いにな

り易く，自然切花回数をよ告すごとにその差は多くなり易い。しかるに，この

折りまげ式暫定法は，強い新梢だけを数本ほとんど水平に曲げられることだ

けで，急激に枝葉を襲除されないから，養分，水分の流動は直接先端に移行さ

れず，腕芽の活動は平均になるし，出げられた部分からも新梢が発生するの

で，約 3 割位の増収を得られる。問時に折りまげられた位置が60cm前後で，
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折まげ式I~ラの劃定

光線は平均にあたるし，その後の摘芽，誘引，摘心などの管理，切花の位置

は抵くなるので，作業は容易で能率向上にも適している。一部の栽培者は，

新梢の強い茎をある角度で誘引されるが，大井式の場合より能率的には劣

マ
Q 。

また，この方法の有利な点、は，気温が低下して，日照時聞が短かくなる頃

になると，パラの生長度が衰えてくるので，この墳において折りまげられた

枝の強弱と，密生度に応じて，第一番花，第二番花の品質が低下しないよう

に整理をする関係から，労力の自己分上からも好ましい。

(ニ) 支柱誘引の筒使化

パラの切花価値としては，充実した真直ぐの茎に，配置よく葉が着生する

ことが好ましく，そのためには，平均によく光線があたるように発育されな

ければならない。たくさんの細竹を立てることは，日陰を与えるので，ビニ

ーノレ被援の針金を上下に張って，これに垂直に同じピニーfレ童十金が結ばれ，

パラの新摘発生数に応じて 20cm 位の間隔を与えるならば，発育に応じて倒

伏することもなく，少し位曲がるものも簡単に誘引ができて作業は容易であ

る。

{ホ) 貯蔵庫による出荷調整と価格安定

パラの切花は，審から満聞になる状態を賞美する関係から，切取時聞が市

価に影響する。普通，高温で日燕時間の長い場合に開花速度が早いので，市

場開設の時間に理想的な膏の大きさのものを出荷することが，価格安定の最
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パラの調整と選見IJ

(後のダンボーJ(..箱は出荷箱〉

替の方法である。そのために冷蔵庫を設けて，市場の休日の際は，前日適当

の大きさの奮のものを選んで，水楠に吸水させて， 7~80Cの低温貯蔵を暗黒

下で行なわれ，生産量が多くて， líl!î格の安定をどはかる目的のときには， 20C 

位の低温貯蔵をして，光線を与え，品費の低下しない 4~5 日までのうちに

出荷されている。

5) 妨除施設の完備

パラ温室は，病害，害虫の発生が多くなるのが普通であるが， r昆室は鉄骨

淑主主で，大形ガラスを使用され，温度，湿度，光鎮などの管理がよく行なわ

れ，病虫害に対しての予防，駆除は，定誼配管モーターの設置によって，適

時行なわれる関係から，その被害は非常に少ない。庄力は自由に調節をさ

れ，労力と時間の節約，薬剤の使用も合理的に行なわれ，葉は美しく，切花

としての品質は優れている。

6) 品質の向上によ石市場価格の優位

周年合理的な生産によって，荷造り，調整が行なわれ，ダンボーノレ箱荷造

りは等級7llJにされて市場に直送される関係から，常に信頼を高めている。関

東地方の粗収益とは比較にならないと思われるが，大阪梅田市場における月

5l1Jのパラの単価を次に比較してみると，大井農闘産のものは年平均において

2---3 円高い。すなわち同じ環境下の滋賀県産のものより 2 円高いことは，

栽培技術が如何に優れているかを示している。

- 75-



大阪梅田市場における月}31ドラ単価 (Oß44)

d\-----，~ljl 1 1 2 1 3 1 4 1 5 I 6 1 7 1 8 1 9 110 111 1 12 年平均
全体 !279132313231M2I12 刻 9. 9!n. 21 6.81 5.7[11.1121. 1138. 31 17. 1 

滋賀県下 I;~: ;!~;山山:ーベ 99!

…
16915 山 3|2 1 

大井農鴎産出吋3糾斗 9川 8い[122!幻判 21. 0 

務普及性と今後の発展のために

履歴に示すように，大井農園のノミラ経営は比較的新しいが， 31才の青年と

しての研究意欲の旺盛なことが，パラ栽培技術と経営上の特色としてよく現

われ，一面，県庁や試験場などの指導研究機関との援助を受けて，今日の成

果を得ている。とくに農業構造改善事業その他の資金援助は，経営者の実力

が認められなければ得られないので，この点においても，滋賀県の都市近代

農業の改善に大きな足跡を残し，直接自営地の守山市温室経営の発展に寄与

され，滋賀県下のパラ栽培技術，温室経営の中心人物として，後継者育成や

地域産業に貢献を与えている。

守山市は単作の水田地帯であったが， 38年から農業構造改善事業後本格的

な温室花き産地として発足したのは，大井氏の施策，指導によることが多

く，次表に示すような専業的なノミラ経営者が後進地であるけれども急速に発

展している。

守山市におけるパラ栽培の推移

年 次 農家戸数 栽培面積 経1 戸営面当 積り ;増加面積

l , OOO 
In4 

200 
ln2 12 

昭和 38 年 5 

39 6 4 ,686 781 3,686 

40 7 5,795 828 1,109 

41 7 11,400 1,063 5,605 

42 8 14,120 1,770 2,720 

43 12 20,200 1, 700 6,080 

44 12 25,000 2,083 4,800 
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今後発展のためには，生産費低減によっても品質を向上し，優秀な切花が

目的の時期に自由に計画生産されることであろう。とくにベッドの構成，液

体肥料の開題，燃料・費節減のためのボイラー，防寒などは重要な課題と思わ

れ，さらに発展するならば，共悶イヒの施設も経営上大きな役割を示すものと

考えられる。
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[醗藤師開祖〕

今後は数学化したバラ栽培を

大井 武

私がパラ栽培に入ったのは，昭和39 阪が重要な技術といわれていました

年からです。高校卒業と同時に，野菜 が，私は思い切って給水して周年切花

と水稲中心の父の経営を手伝うことに を採り，労カのピークの解消，収益の

なりました。その時，自分の好きな花 増加を図り新しい温室パラ栽培の方法

を経営に取り入れることを父と約束し を実施してきました。現在なら何でも

て露地菊の栽培を始めました。 2 年目 ないことですが，当時では大変なこと

にハウスの電照菊栽培で大失敗をしま で，よくやってきたと思います。温室

した。これを機会に温護専業農家へ18 パラ専業経営を目指して，水田は賃作

カ月ばかりの研修に行き，技術の基礎 業による小作に出し，パラに専念でき

を教わりました。この研修が私とパラ る体制を整え，温室においても冷房，

を結び、つけ，今の温室長経営の基本にな 自動かん7.K.，薬用定置自己管等の施設を

っています。昭和38年に構造改善によ 採用して，労力の節減に努めてきまし

る温室長が建設されました。水聞の真中 た。今後はパラ栽培を数学化して栽培

に建築された温室であるため，排水と を合理化したい。特に土壌，水管理の

土壌改良に多くの苦労や努力を費やし 数学化，合理化それが機械化，栽培技

ました。パラの生理に適するように 術の向とのこと台にな担，経営の安定と

と，深耕と「そだj による暗きょ排水 拡大につながるものと考え，なおーj習

を各ベットに行ないましたが，この作 の努力をする党悟です。

業はまったくの重労働手作業ばかりで ここに栄ある振興会長賞を頂くこと

大変な仕事でした。当特は，栽士宮技術 ができましたのは県， r!î，農協，先輩

も戦前のものが主で，新しい研究や害 等関係各位の暖かい援助，協力があっ

物も少なく，毎日パラを見てパラに習 たればこそと心から感謝しておりま

って来たようなものです。夏季断水休 ず。
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二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財 みかん専作化による

営農改善

受賞者竹元 了

鹿児島県出水市下鱗淵2214

警護受賞者の略歴

鹿児島から北京へ約 100km， 熊本市から南へ約 100km の鹿児島県と熊本

県の境に出水市がある。竹元さんは，この人口 4 万人の出水市街地から東商

へ約 3km の下鯖rÆI集落に住んでいる。 ここは昔から交通の要地で関所跡も

第 1 図受賞者の所在地絡図 あるが，現在も市内を鹿児島本線と国

道 3 号線が貫通し，交通地位には恵ま

れたとれろである。

地形は，北東に矢筈山，南東部に紫

尾山系の連峯があり，北ないし北西向

きの斜聞きと形成し，不知火海に面して

いる。気候は比較的高浪多雨型で，年

平均気温16.50C，年降雨量は2 ， 260mm

である。みかん閣は，標高100m--200

mの洪積台地と標高 0--40m の沖積地

帯に分布するが，竹元さんのみかん閣

は矢筈山麓の洪積台地で西南西向きの

手創頃斜地にあり，その土質は安山岩嵐
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不知火海のみえミ5みかん題

。島列I1みかんの原木のあ~

長島も近くにあ~)

化土の植壌土である。

竹元さんは，米之津尋常小学校卒業後，昭和10年大日本農会実習所修業，さ

らに昭和12年米之津青年学校を卒業して，代々農業を営んできた先担の家業

を継いだ。その当時は甘藷，水稲，雑穀を主作物とする農業形態であった。

戦前，福岡県から当地方に移住してきたみかん栽培の先覚者，野中亮一氏の

経営をみて刺激されたのが一つの契機となって，昭和12年に山林50 a を開墾

して， t良チHみかん 350 本を槌え，周囲の農家に先がけてみかん栽壊をはじめ

た。以来戦中，終戦直後の苦しい時代に耐えて，戦後着々と計閥的にみかん

作の規模を拡大し，昭和34年には，みかんの専作経営による経営の自立を決

していた。みかん専作経営を決意した理由は次のようなものである。

① 従来の多角的農業経営では，技術の専門化が徹底しにくく，技術改善

の効果には限界があること。

② この出水地域は，土地条件，気象条件，市場条件からみて，みかんが

適作物であることは過去22年間のみかん栽培からわかり自信をもてたこと。

③ 労働力が豊富にあるので，比較的労働集約的なみかん作の規模拡大も

工夫すればできると考えたこと。

④ 食糧消費構造に変化のきざしがあり，次第に食糧事情は緩和し，みか

ん需要の増大することが察知できたことなどによる。

そこで昭和35年には思いきって水稲，甘藷，野菜作，酪農等の各部門を整

理し，みかん専作形態に移行した。その結果，昭和45年の現地調査の時に
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は， みかん作を 300 a までに拡大し，立派なみかん専作経営を確立し得たの

である。他方，当地方のみかん作の増加はすばらしく，野中氏によって始め

られた40a のみかん圏 l丸産地総国積で 490ha にまで拡大され当地方の農業

の柱となったのである。竹元氏は，このようなみかん作の拡大による地域開

発にもカを入れ，採山農罰 (27ha) の計間推進に援助の労を惜しまず，その

計簡を達成させたばかりでなくヲ現在出水市果樹協会副会長として，又，米

之津農協みかん部会の会長，出7Jd也匹果樹振興会理事出水地区広域選果運

営委員，農業委員などの事苦戦にあり，特にうまいみかん作りに努力して，積

極的に産地体制の確立強化に取り組んでいる。この業績が認められ，昭和43

年には毎日新聞，富良協会主催の第四回全国農業コンクーノレでも表彰されて

いる。

品種の更新，土壌改良，栽培方法の改良，病虫害防除等の収量増大をはか

る生産技討すの改善 lこ力を入れるとともに，国道の整備，農機具の導入，機械

力利用の改善に創意工夫をこらしている。さらに躍用労働者の訓練，労働配

分の適五化をほかる等，省力化と労働力の効率的活用によってみかん作規模

を計閥的に拡大し，今日の自 を築きあげてきた竹元氏の実績が今思の

受賞をもたらしたものといってよい。

初受賞者わ経営概況

竹光さんは夫婦 2 人で，年間約 450 日働いて 300 a のみかん簡を経営して

いる。そのみかんの作付・種類および樹令を表示すると第 1 表のようになる。

第 1 表経FìE;土地ならびにみかん作付状況
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力化をはかり省力化している。みかんは早生温外1，普通f刷、ト1 ， i=I夏柑と園地

毎に品種が整備され，管理もよく，樹勢も旺盛である。

農用施設は第 2表に示すように，まず防除手段の動力化を昭和34年， 39年

に実行し，動力噴霧機定置配管を施設した。次いで園地管理手段の動力化を

推進し，小型耕転機 (38年)，動力草刈機 (44年)，小型中耕機 (45年〕を逐

第 2 表農業用建物ならびに大農具

種 ま支 性能・大きさ 数 IHJL , 設置年度

{乍 業 室 木 造 24 l S 24 

貯 蔵 E主 木ブロッ造ク 75 l S 37 
49 1 S 45. 7 

動力噴霧機
5H' l S 34 
3 I-P 1 S 39 

月pム乙「・ 置 自己 管 950m 2 S 34 

小裂トラック 1, 200 cc 1 S 41 

モノ レーノレ 150m 3 I-P l S 43 

小型耕転機 3H' l S 38 

動力草刈機 1 I-P 2 S 44 

小型中耕機 2H三 1 S 45 
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試験中のプラスチック

フィルムマルチ麹とみ

かんの採取

次規模の拡大にともなって適切に整備している。そのうえ還御手段の動力化

もばかり，小型トラック，モノレー/レの施設も昭和43年には完成されてい

v 
Q 。

投入・産出や経営成果の概要(詳しくは後述〉を示すと，産出面では王手生温

介uこ未成園も多いのでlO a 当たり平均収量は低いが，それでも平生活i州 273

万円，普通?創刊 117万円，甘夏柑 100万円計 490万円の粗収入である。これ

に対して投入費用は，肥料，農薬，光熱水費，小農具修繕費，建物大農具償

却費，農業被服費，負債利子，その抱を合計して 125 万円となる。従って農

業純収益(所得)は 365 万円となり，所得率で74.5%に遼した収益性の高い

経営をつくりあげている。

務受賞財の特色

本受賞財の特色は，個別経営で改善できる点については積極的に全力を集

中して生産力，収益力を高める工夫をし，率先して導入したみかん作を遂次

計閥的に規模拡大し，他部門を次第に排除して， 300a のみかん専作経営を

つくりあげたことである。その結果，前述のように，組収益 490 万円，経営

費 125 万円，差引農業所得 365 万円をあげているが，このような収益力をあ

げるためには，次のような省力化と品質向上への工夫がみられる。

① 全歯にわたって深耕さと計四的に行ない，みかん闘の生態力を高めてき

ている。
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② 施肥量を節減し，プラスチックフィノレムをマノレチ資材として利用し，

水分，地温の調節をはかる等，品質を向上する新技術の導入につとめてい

る。

③ 摘果剤，除草剤を積極的に活用し，省力的みかん器管理を実施してい

る。

④ 全!認にモノレー/レを敷設するとともに，採取場所からモノレーノレまで

の運知用具を考案作成し，運搬作業の能率化と省力イとをはかつている。

⑤ 品種の組み合わせを工夫し，品積吏新によって早期出荷用みかんの

質を向上し，これを中心に普通温州、!と甘夏柑を組み合わせている。このこと

によって収穫労働の分散による労働力の活用と経営規模の拡大をはかつてい
ヲ

心。

以上のような改善工夫によって 10 a 当たり労働投入は普通温州で 21. 1 

人，平生温州、[23.5人，甘夏柑19.4人にまで省力化できている。 1 kg当たり生

産費の引き下げも遂年成果をあげ， 44年度には，普通温チ11 で22.3丹，王手生温

外iで17.5円，甘夏柑で22. 7円にまでコストを引き下け守ている。こうしたみか

ん専作化による計画的規模拡大と生産管理の省力化，みかん品質の向上によ

る収益力増強の経営成果には招回すべきものがある。

援護技術，経営の分析

(1) 生産技術の改善とその効果

竹元さんは，みかん:専作化による生産力の増大に力を入れているが，その

主核となっているみかん生潔技術の改善は， ①収量増大と，②労働の省力

化，能不化の工夫に分けることができる。①の収量増大技術の主なものは，

げ)土壌改良， (ロ)施肥改善，付栽培方法の改良， (ニ)病虫害防除， (ホ)品種の更新

である。

土壌の改良・みかん圏の生産力を増強するための土壌改良は 7 ヵ年計酉を

たてて実擁している。まず自己のみかん留の全額にわたって，小型中耕機〉

穴調機を活用し，作業能率を高めながら 50cm 深耕し，これに有機物さと投入
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し，みかんの根張りをよくし，樹勢の増強に成功している。

施肥改善:みかんを増収するには，健全な樹体，特に桟群分布状態を深層

に拡大することが基本であるとの考えから，土壌改良したみかん閣につとめ

て穴掘機を活用し，深さ 40~50cm の深層にヨーリン，接合肥料を投入して

いる。この結果，定期的な表臆施肥最 33大巾に減らしても，健全な樹勢を金

閥的に保持できるようになった。

栽培方法の改良・昭和41年頃から檎体を小型化し，主枝の各部伎にも緑枝

がでて結果するように， i幸j型をと改善できる努定・整技法を考えて実行してい

る。この樹{本の小型化に成功することによって，課取時には，婦人労働力の

雇用だけですみ，しかも採取能率が著しくあがるようになった。

病虫害紡除.ピニーノレパイプを全閣に定置配管し，動力|坊除を行なってい

るが，全国一斉に防除できるような配管方式をとっている。配管の立上りを

園内の各位置に配置し， 3 ha を 2 人で16時間{立の短時間に防除できている。

なお，平生温外lみかんでは，夜蛾の被害に闘っていたが，昭和40年に夜蛾対

策として，誘蛾灯や防蛾灯を設置したことによって，その後，夜蛾の被害を

約 3%経度に抑えられるようになった。この誘蛾灯の設置な契機として，当

地方の早生温州、!の脊切り生産出荷量が増大し，市場占有率を高めるようにな

り，収益の増加をもたらしている。

品種の更新. .当地方の気象的，土壌的特性から，背切りの早生温州の品質

は，地地方に比べるとよいが，夜蛾の被害は甚大であったため，農家は早生

温:HIの増植には控え目で，規模拡大も進まなかった。竹元さんは，誘蛾灯に

よる夜蛾防除技術を開発したが，この夜蛾対策に，ある程度の自信を得て，

50a の十万温州に興津王手生を高接吏新している。こうして早生品種の背切り

による王手期出荷にふみきったことが先例となり，当地方の背切りみかんの生

躍出荷の比重は一段と高まり，農家所得の増大を招来したのである。

(2) 労働の省力化，能率化の工夫

みがん作の規摸拡大には，みかん閣の投入労働の省力化ど能率化がはから

れなければならない。間道の整備，運搬施設の設置，樹型の小形化等に創意
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みかん閣と貯蔵庫を給ぶモノレール

工夫して，省力化，能率化を実現してきているが，例えばそれは次の諸点に

見出せる。

国道の整備.竹元さんのみかん簡には， 5~12度の傾斜婦が70;ìらある。果

実や肥料，資材の運搬はもっぱら人力運搬に依存していたので，労働力が多

くかかり，運搬能率があがらなかった。そこで思いきって，全圏に圏道を開

設し，動力利用による運搬に切りかえることによって，投入労働力の節減を

実現できた。

運搬施設の導入と改善:昭和43年に当地区では，最初のモノレーノレを導入

設置している。全長 150m で一回に 450kg の果実，資材の運識が可能であ

る。施設費用に34万円投入しているが，このモノレーノレの設置によって，運

第 3 図考案した運搬施設 搬能率が高まり，雇用労働力を

上回は三年訴した五iü!it首誌の平面図で.その匝用法を悶示している。i!Ií

面図は次のようである。

- 8{j-

年間45人節減することができて

いる。モノレールの効率をさら

に高めるために，みかん間地内

でコンテナーを搬出するため，

第 3 国のような簡単な運搬施設

を考案して，モノレールに直結

している。こ jもによって，みか

ん樹の下を腰を曲げて運搬する

必要がなくなった。階段園の中



央に，この施設をモノレーノレに連結してつくれば 5 度程度の傾斜をつける

ことによって，手で少し力を加えると，ミカンを満載したコンテナーが自動

的に，モノレーノレの位置にまで識出できるのである。

この施設の材料は竹と横木，針金，釘であり， 1 セットの作成費用は1 ， 000

円(自家有の材料を使うと 300 円〉程度である。この機具は簡単に移動でき

るので 3 セットあれば，全閣に利用できる便利さもある。この器具の開発

で，雇用労力35人を削減で、きている。結局モノレールとこの間帯器具で年間

80人の雇用節減を実現できたことになるのである。

(3) 経営の合理化のための創意工夫

竹元さんはみかん専作経営にふみきって成果を高めてきているが，経営成

果を堅実にたかめるために実行していることを拾い上げてみると次のような

点が注目される。

① 経営の安全性が第一のねらい

これをそットーに徐々に自力で規模拡大を無理なく行なってきている。み

かん専作経営は，みかん師格の変動に振廻される懸念、が大きい。とくに，価

格下落に対する安定度が弱いので，負債の多い経営では破端をきたすおそれ

もある。そこで，みかん闘の拡大は，自己資金を主として，これに，低利制

度資金を活用する範囲内で実施している。自己資金の蓄積できる 2~3年の

間隔をおいて，無理のない規模拡大をしてきているのである。

② 自家労働の活用

みかん専作の場合には，各種作業が季節的にかたより，労働の投入が極端

なピークを作るので，雇用労働力を多量に必要とする。従って家族労働力を

活用し，一時的な臨時雇用で間に合せることが，経営成果をあげる一つの方

法である。そのためには，みかん専作経営であれば，特にみかんの品種(早，

中，挽種〉の組合せを配慮することが肝要になる。しかも，早生品種，中生

品種，晩柑類は，できるだけ品種の数は少なくし，しかも熟期の分散巾を大

きくすると共に，連続採集を可能とするように，園地の性格，関地の管理方

法とくに施肥，濯水，熟期調節のケミカノレコントロール等の工夫が必要とな
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る。竹元さんは，こうした収穫期配分の工夫によって，早，中，腕のみかん

作経営 (300 a) を家族労働力 2 人で充分こなしているうえ，さらに400 a ま

~j)t大しようとしているのである。

③ 雇用労働者の訓練

みかんの専作経営になると，収穫期ヰミ令散しでも，ピーク時には臨時雇用

労働が必要になる。雇用労力は市内のサラリーマンの主婦に求めねばならな

いが，できるだけ毎年同一人を雇用し，作業に先立って，作業指導と訓練を

行なっている。特に，採取上の訓練は，採取能率があがるばかりでなく，品

質の低下，腐敗果防止上に大きい効果がある。

(3) 経営成果の分析

経営成果は第 3 表に示した通り，成園換算で最近の10 a 当たりに収量は，

普通混州、15. 2~3. 9 トン，平生温外iで 3. 7~4. 0 トン，甘夏祁では 4 トンであ

る。収量が安定して高いことは，みかん園の管理，とくに土壌管理，施肥改

善等に力を入れてきたことの現われであろう。総生産量，総生産額も順調に

拡大して， 昨年度(昭和44年) 81 ， 500kg の生産で粗収益 490 万円をあげて

いる。生産費用のうち，物財費は収量の増大，機械化にともなって増加して

いるものの，雇用労賃は大巾に節減できている。その結果， 10 a 当たり労働

日数も大巾に省力化され 1 日当たり労働報酬は，昨年度，普通温州 8 ， 263

円，早生温州 9 ， 372丹， it夏柑 6 ， 926円である。 1 kg 当たり生産費用は，

普通温州で22.3円，早生温子、1'117.5円，甘夏柑22. 7円となり，一般的水準に比

べて著しい生産費の引下げに成功している。

竹元さんが，産地形成にも力を入れていることは，前にも触れたが，さら

に，鹿見島県が昭和年43度から始めた，農業後継者育成拠点農場制度にも参

画している。これは，農場委託の依頼を受け，果樹経営を志向する地域青少

年の指導を行なっているもので，その研修機会は13回，延人員 185 名にも及

んでいる。

なお，今後の計画としては，長男が 2年後農業高校を卒業して労働力が拡

大される時に， みかん作を 4ha 拡大すること。防除体制を定置配管方式か
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ら s. s. 防除方式に改め，地域集団的防除体制を隣接 9 農家 19.5ha でつく

りあげ，防除の一層の省力化を進めること， 3ha の園が成闘化する昭和50

年には，平均 10 a 当たり収量;を 4.5 トンにまで引き上げ，粗収入 670 万

円，所得 430 万円程度までの経営成長計画をたてている。その他，農道の舗

装化，夏期早ばっ対策として，地域的に濯水施設を実現するよう，広域的な

産地体制の強化にも努力している。現在の経営成果もすばらしいが，この実

力が推進力となって拡大される今後の発展には，大いに期待されるものがあ

るといってよいだろう。
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優勝劣敗こそ生き残る道

竹元

わが街の農業は米の減反や来総高度

等も過剰でむつかしいH寺代に直面して

i いるといわれています。

しかし，農業は霞の本といわれます

ように今わが国の工業をささえている

若いカはその大半が幾村に育った若者・

であり，また，わが国の発展も食糧の

自給自足があって始めてその効果が上

ると思います。食糧の全部を安い外国

産に委ねるという学者もいますが以つ

ての外だと思います。健全な身体と強

固な精神，そして食滋の供給がなされ

て始めて文化国家の建設も可能だと信

じます。

この観点に立って農業を発展させ自

立農家を育成するには適地適作と組織

化だと考えます。私は，昭和28年鹿児

島県出水市はみかんの適地であると考

え，出71<果樹振興会を同志と共に結成

しました。 14ha を目標に規模を拡大

し，地域の産業として発展させ，その

中で，自らも生きる決意をしました。

当初 3ha しかなかったみかんが，現在

650ha の面積に拡大され，他の追従を

許さぬ早主主の背切りは，さつまアーリ

として我が国の二大産地としての名声

を博しつつあります。今後は個々の規

了

模拡大を悶り生産コストの引下げど機

械，薬剤による省力化に努め，優良品

を多収することが優勝劣敗につながる

道だと信じます。

しかし流通機構の改革は，最も念、を

喜きする問題だと思います。現在の流通

機構はあまりにも細く長く，また関所

が{可カ所もあり，その都度マージンが

支払れ，生産者の手に残るのはその半

分伎にしかならない。

今後益々専業農家と兼業農家の格差

が大きく開く傾向にあり，みかんに生

命をかける者の足を引っ張られて潰れ

るのは，先ず専業農家だといわれてい

ます。農家のため組織された農協も経

済連も農家の上にあぐらをかいて財団

的存在にあり，主客てん伺jの感さえあ

る。専業農家は，それのみの組織の上

にフ。ロに徹した生産なり販売をおし進

めなければ今後の生存競争には絶体勝

ち残れないと信じます。

如何なる過剰時代でも優勝劣敗の原

則により適地に優良品を多収し，生産

コストを引下げる産地こそ最後に残れ

る産地であり偲人である司王を強く信じ

るものであります。
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皇杯受賞

牛用肉出品財

伝
(大分県玖珠郡玖珠町大字太田1325番地〉

津里士
山

受賞者

委譲受賞者の略歴

志津里さんは大分県玖珠郡玖珠町大字太閏の人で，ここに住んでいる。こ

の地は大分県の西部，筑後川!の上流に位置し，九州背陵山脈九重山系の西北

受賞者所在地略図
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に展開する高原地帯で，中央を東西に流れる玖珠}J!を挟んで玖珠盆地があ

り，ここにただづまう昔ながらの農山村である。

玖珠}IIに沿って闇鉄久大線が走り，森釈で下車し， 5~6 キロメートルの

ところに太岡村がある。この附近の地勢は九重，阿蘇山系による丘陵が起伏

し，草地と森林にめぐまれたところである。この地域一帯はしたがって遠い

昔からの有名な和牛生藤地で， r豊後牛」として全閣に名声を博し，特にそ

のなかでも玖珠牛はその名柄を誇っている。県下の平野部における肥育地域

に素牛を供給するとともに遠く関西方面などの家畜商等の出入も多く，市場

は賑ってきたところである。

こうした土地柄のなかで志津里伝氏は明治32年 7 月 6 日間和三郎氏の長男

として産れた。しかし生後 3 才のときに実母に，また 9 才のときに父を失

い，義母の手一つで育ったという苦労の人で，したがって溢厚実@:，性格円

満で，常に研究心に富み，仕事も熱心で，目的を貫徹する努力家である。父

逝去のあとは，家業は勿論のこと農業に従事し，特に幼年期から馴染んだ牛

に親しみ，牛の手入，運動，飼養管理に習熟するほどまでになった。その

後，地域農業条件をいかし，農業経営の基本を米ブ。ラス畜産(肉用牛〉と椎

茸栽培におき着々とその成果を収めてきた。

そうした過怠で，特に和牛については伝統ある玖珠牛の生産，改良に着目

し，町，組合などの技術指導に熱心に参加して繁殖，育成，改良，飼料作物

など畜産技術を研究すると共に他方では各種苗産品評会に出品するなど，ま

た畜産小組合，町，郡の和牛改良組合の結成など率先尽力した。そのほか玖

珠郡和牛改良育額協会の設立，役員就任等氏が玖珠地方の和牛の改良増殖に

貢献してきた現在までの功擦は誠に顕著なるものがある。

今回， :m 2 回全国和牛能力共進会が全国和牛登録協会主催のもとに鹿児島

市で開催(昭和45年 5 月 11 日 ---5 月訪日〉され，その際氏の館育した一組

(3 頭〉の繁殖雌牛が厳しい予選を経て出場し，最終的には内閣総理大臣賞

(名誉賞〕および農林大臣賞を受賞し，第 9 回農業祭参加行事審産部門にお

いて天皇杯受賞の光栄に浴したことは偶然でなく，長年にわたるたゆまざる
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氏の努力の賜であろう。

この栄誉は氏のみならず，将に拡大発展せんとする南九州和牛生産地に及

ぼす影響は大きく，和牛生産農民の生産意欲をたかめると共に経営改善的参

考事例として普及効果に寄与するところ多大なるものがある。そのほか，農

事実行組合長，森林組合役員，村議会議員，民生委員などを歴任し，地域農

村の発展と振興に貢献してきたのである。

警護受賞者の経営概況

(1) 家族構成と農業労働力

な家族農業労働力は本人の伝氏のほか三男とその嫁の 3 人であり，棄の

シズエさんは家主主が主体で農繁期に若干手伝うだけである。牛の管理は伝氏

の分担であり三男とその嫁は他の農業部門を担当しているが，和牛飼養に積

極的に協力しあっている。

家族構成と仕事の分担および農業従事日数はつぎのようである。(第 1 表〉

第 1 表

続柄 仕 ヰず 農業の分担 備 一イ一弘ラ

本人 71 差是 業 牛の管理

妻 シズヱ 59 d多 家事:及雑用

三男 U゚ 36 280 

嫁|芳子 35 ク!万 空間 280 

六女 x3;代 21 商店勤務

孫 京子 7 

孫 3器 4 

(2) 経営の手段

a ，渓用地

{国内・… 2.0ha 裏作イタリアンラレンゲ栽培

私有地{畑 06hayf144モロコシ，イタリアン及び自家用そ
I 111林… 2.3ha 一部を林内放牧地に利用

共有地 f共有地(1戸平均) 1. oha 

l 部落有地( " ) O.5ha 
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第 2 図受賞者宅附近の見取図
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水間の 1 部を除いて大部分の農地は宅地に接して集団化しており，畜舎に

接する飼料畑および宅地の南西の傾斜地に展開する50 a の放牧場をもってい

ることは排水と家蓄管理の上から理想的配置である。

b ，施設及び機械

次表のように畜舎および施設はかなり高い水準に完備しており，畜舎は立

地条件もよく，よく手入され床は乾燥している。(第 2 表〉

第 2 表

種 JlIJ 面積又は台数 摘 婆

建 農 蕊 dにb3 158. 4m2 (48坪〕

物家着事 しいたけ乾燥感 44. 5m2 (15坪〕

サイロ 2 主主 径1. 5mX深 3.3m

里 ~li 放牧施設 0.4 ha 

3P民Ul. ノト主主トラクター 1 ぷ仁:ì、 クボタ 13[-P アタッチメントイ寸

パインダー 1 ぷE二Iゐ クボタ 2 条刈リ

機 !fjiJ力脱穀機 l 合 共和

背負式草刈機 1 台 ピーノfー

兵 カ ッター 1 合 北農
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(3) 経営の収益

昭和44年の経営収支および所得とその処分は第 3 表のようであり，粗収入

約 355 万円，経営支出76万円余，農業所得は 278 万円余で，県の自立農家の

所得目標計画をすでに超えている。家族労働 1 日当り所得 3， 391 円で極めて

高い所得水準であり，経営活動が堅実で，すぐれた水準にあることを物語っ

ている。

第 3表昭和44年の経営収支および所得とその処分

区分|項 目 |肉用牛 iしいたけ及米|合 計|備 考
円 円 円 子牛 3頭分

用 牛 448, 000 448, 000 

し し、 fこ け 1,635, 000 1,635, 000 

米 1,463 ,556 1, 463, 000 

y、 448, 000 3, 098,556 3,546,556 

稜 子 19, 100 19, 100 

RE 料 6,300 74,580 80,880 

飼 料 80,640 80,640 

農 薬 50, 120 50, 120 

支 燃 料 35,900 35,900 

玄 米 カ日 工 64,960 64,960 

農 具 2,400 2, 400 

農機兵修理 60, 000 60, 000 

しいたけ種コマ代 20, 000 20, 000 

人 夫 賃 45, 000 45, 000 

-世sz会a 記 料 600 600 

授 精 料 10, 000 10, 000 

出 家*衛生費 1, 060 1, 060 

販売手数料 13, 440 49, 050 62, 490 

償 却 費 51,300 158,300 209,600 

農業共済金 5,880 16,883 22,763 

計a 188,320 577, 193 765,513 

所得及 長差 業 所 千尋 259 ,680 2,521,363 2, 781, 043 

(1日当り所得) (3,391) 

そ 家経りく)家族済消費計単位 1人費当 1,020, 000 
の (170, 000) 
処分 余剰 1, 761, 043 
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ただ， 44年の和牛の収入と所得が比較的少くなく，農業経営全体に対する

和牛部門の比重が小さいことがみられるが，本年 (45年〉の推算では和牛収

入 130 万円は確実視されており，今後和牛部門の収入増加による経営全体に

対する和牛部門の比重がたかまって，所得全体の約30%になるものと思われ

る。

米の生産においても和牛のj説肥利用によって購入肥料費が節約され，かっ

米の皮収は附近の農家の平均 8俵にくらべて高く 10俵の水準にある。

(4) 生活の内容

委主計費は 102 万円で家族消費単位 1 人当り約17万円であり，附近の農家よ

り高い水準にある。なお経済余剰も多くその多くは農地の購入，保i倹などに

むけ確実に経営の拡大と生活の保証をはかっている。今後は優良牛育成農家

として和牛飼養頭数を10頭とする方向で進めている。

務受賞財の特色

(1) 出品財の概要

志津虫さんは 5 頭の紫殖~~íÊ牛と 3 頭の育成牛を飼養しており，今回受賞の

対象となった種雌牛 3 頭は 5 頭の繁殖雌牛のなかから選らばれたもので，し

かもこの 3 頭は親子関係にあり，母牛 1 頭とその娘牛 2頭計 3 頭ということ

になる。

しかも，母娘 3頭ともに肉用やとして最も重要な条件である血統および体

積資質において抜群に優れていることは特筆に値する。

まづ血統については系統繁殖によって生産されたもので育額的意義は大き

し、。

この地域は往古より和牛生産がおこなわれた有数の産牛地であるが，大正

9 年全国畜産博覧会において，この地域から出品された千代山-0-iÒn 等設を

受賞し，後にこの血統より名牛竜門号が生まれ，これがこの地域の和牛改良

に顕著な働きをしたのであるが，受賞牛 3 頭のうち母牛は竜門号の系統に属

するものであって，系統繁殖に負うところ大なるものがある。(第 4 表〉
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次ぎに体積資質であるが理想的な肉用型を示し，体伸 ， i本!揺および体深を

象徴する体積において黒毛和種の標準体重を超えており，とくに母娘共に充

実した前中堀，広い前胸，立派な乳房そのほか資質の点で優れた形質を具備

しており，しかもこれらの優良形質が 2 頭の娘牛によく遺伝していることで

ある。

このことが，第 2 回全国能力共進会において一等賞を受賞したうえに更ら

に一等賞のなかから名誉賞(内閣総理大臣賞〉を受賞した主なる理由である。

また母牛は14才の老令牛ながら体型がくずれることなく産次は10産を数え

娘牛とともに繁殖成績は極めて良好である。

発育，栄養ともによく，いずれも 650kg以上を示しており，黒毛和種審査

標準に対する体各部のうち主要部位の測定数値は次の通りである。(第 5 表〕

第 5 表出品財の{本各部の測定数値

母牛 l 第二さかえ| 問 |13-10i125%1165!3121n
娘牛

娘牛|八えい 100 1 3-01 129 . 8 1 1臼 51 218.01 

審査標準 1 125 . 01152. 01 19,1. 01 

(2) 出品財の特色

a この出品財の最も大きな特色は母，娘ともに発育，栄養よく，そのう

え体積に富み 650kgを超え，かっ肉用牛として，よく均撃のとれた体型を有

し，しかも繁殖成績がきわめて優れている点である。
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受焚牛の笈子と

志津里氏

和牛が役肉用牛から肉用牛として改患の方向を転換をとしてより，まだ10年

余の現在において，その体型， 1本積，資質およびその遺伝的能力の優秀性を

しめし，将来に大きな期待と自信を持ち得ることを示唆した意義はまことに

大きく，きわめて重姿な特色である。

b 次にこの出品財は決して偶然に現れたものでなく出品者がこの地域に

おける優良系統牛に理解と認識をもち一途に黒毛和種の系統繁殖を究め続け

てきた努力の所産であるといえよう。

この出品財が豊後牛の名で知られたもののなかの名牛千代山号を祖とする

竜門号を主軸とした地域改良の系統繁殖牛群を背景として，志津里さんが肉

用牛飼養者とともに根気よく改良を継続してきた結果の現れで，地域改良増

殖推進の在り方をしめている点においても改良上の大きな特色である。

c 次ぎにこの出品財が南九州、!の和牛生産地の…奨をなす大分県において

生産されたことで，しかも零細餌養の和牛飼養農家の中にあって，同氏一人

で母娘 3 頭を揃えて出品したことである。

近年南九州はわが国における最も大きな肉用牛生産地域に伸展しつつあ

り，わが国肉用牛飼養頭数の約60%を占めている。

この出品対の出現はこの地域の肉用牛の水準が着実に高まりつつあること

を示唆するとともにこの地域での生産意欲を一段とたかめるに役立ち，兎角

低迷しがちな肉用牛繁殖農家の志気を著しく鼓舞している。

d 今一つの特色は優れた銅養管理技術である。まずはi林放牧によって頑
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強な骨格，肢蹄をつくれ繁殖錐牛としては必須の条件をみたし，次いで水

回裏作等により良質な粗鋼料を生産確保し，可能な限り，粗飼料中心とした

飼養を行なっている。

このことによって和牛で唱導されながらなお間難な 1 年 1 産の連産性を維

持するとともに遺伝的能力が充分に発現するような条件のもとで体積を構成

する骨格のしっかりした優良牛をつくり上げていることである。

e 肉用牛飼養農家はその飼養頭数競撲において一般的に集約的零細規模

のものが多く，兎角経営的観点から常に生産性の低さが問題視されて来たが

志津里さんのように優秀な繁殖雌牛を持つことによって経営効果をあげ得る

ことが出来るものであることを実証すると共にこうした形態の経営が他方多

頭規模による経営の拡大が提唱されたなかで存在し得ることを示唆し，かっ

これまでの改良的種畜供給形態のなかで，ブリダー的経営の肉用牛にとっ

て，その璃芽ともいうべきもので，ある意味では時代的意義を画するものと

いえよう。このことはまた経営につながる一つの特色といえよう。

f また，この出品財が第 2 回全国和牛能力共進会において農林大臣賞お

よび総理大臣賞を受賞し，その結果天皇賞受賞の光栄に浴したわけである

が，この全国和牛能力共進会は 4 年 1 回開催され，その参加府県は32府県，

参加頭数 3 ， 840 頭，第一次，第ニ次予選を経て，最終的に鹿児島市における

共進会(決勝〉に出場したもの 210 頭で， 5 13 にわたる厳正公平な審査の結

果と約 1 年間の飼養管理成果を併せ検討のうえでの成績で決定をみたもので

ある。この成績は一朝一夕に達成し得るものでなしその背景とたゆまざる

努力の賜であることはいうまでもないところであるが，名実ともにわが毘の

代表的肉用牛であるということはその特色の一つで、あろう。

議議受賞者の技術経営の分析および普及性と今後の発展の方向

志津里さんの住む地域は先にも述べたように和牛生産の歴史も古く，また

豊後牛の名柄のもとに有数の産地でもある。従ってこの地域一般の和牛に対

する関心度もたかく，技術水準も優れている。
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そうした背景のなかで，幼少の頃より誰しも和牛に親愛感を持つものであ

るが特に志津里さんは幼少の頃両親を失い，早くより農業に従事した関係上

和牛の飼養管理，使役者字を通じて特に親しみを覚え，したがってその技術面

の水準も一般より高いものがあったといえよう。和牛において技術上着-呂す

べき点は繁殖，分娩，および育成であろう。この技術が充分であってこそ連

産性が維持できるのであって，発情の発見，種付の適期把握，妊娠牛の管

理，分娩が円滑に行なわれねば出品財の如き成果は得られない。また育成は

離乳後から成牛(生後16 ヵ月〉になるまでの関，和牛館養管理上最も重要な

時期である。すなわち発育期と性成熟期が重なる大切なときである。この時

期の銅養管理の失宜は遺伝的に優れた牛でも結局は駄牛にしてしまうもので

ある。志津毘さんは出品財の母牛とその娘牛 2頭において 2頭の娘牛が母

牛に勝るとも劣らぬ体型，イ本積資質を具備していたことからして，その育成

技術の並々ならぬものをみたのである。

このことは単に結果がそうであったということでなく，牛の状態を判別す

る「牛を見る目」を持っていたということであろう。いうなれば以上の技術

は和牛を飼養管理するうえでの基本的技術が忠実に勤勉に日々おとなわれて

きた累積の結果である。ブラシをかけたり，追い運動等は和牛を偶養するも

のは誰しも種牛生産の場合にやることであるが，これすらおこなわれないで、

いることもある。

志津里さんの和牛銅養管理技術の成果を示めすものとして，和牛の各種共

進会における入賞歴をしめずと次の通りである。(第 6 表〕

次ぎに和牛飼義経営の箇からみるに基本的には米作と和牛および椎茸の複

合経営形態、をr確立している。この形態をなす過程においてその主体をなした

のが和牛生産であることもまた興味深いものがある。戦後の僅かな耕地所有

から耕地，山林の購入がなされてきたのであるが，その資金の大部分が和牛

子牛の販売所得に負うところが大きい。

現在の状態は漸く耕地，山林の整備を一段落し，和牛の飼養規模拡大の計

画的推進の緒にあるといえよう。従って昭和44年度においては総合農業所得
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第 6 表和牛の経歴(志津塁伝〉

明治45年 農業従事の頃成牛 2頚飼養 昭和31年 " 2 等賞

大正 3 年 玖珠郡畜産品評会 2等賞 昭和39年 ノ/ 1 等賞

大正5 年 " 2 等賞 昭和40年 大分県畜産共進会 l 等賞

大正13年 ク 3 等賞 同年 玖珠郡畜産品評会 2等賞

昭和 4 年 タ 4 等賞 昭和43年 ク l 等賞

昭和11年 4会 l 号事主主 同年 大分県畜産共進会 1 等賞

同年 大分県畜産共進会 3 等賞 同年 " 2 等賞

昭和初年 玖球郡畜産品評会 1等賞 昭和45年 全国和牛能力共進会 1 等賞

何年 大分県資産共進会 2等賞 育種高等登録農林大包賞

昭和28年 玖珠郡畜産品評会 2等賞 総理大臣賞

のなかでその比重はやや低いが，昭和45年度においては米，椎茸とパランス

のとれた約30% (和牛収入 130 万円〉になるものと思われる。

ここでの経営的にみた特色は米と和牛，山林と和牛，米作と山林の関係が

土地利用の面，労力配分，資金投入等の面でうまく結合し，円滑に進められ

ていることである。

複合経営の規模拡大の手順がこの三者の調和を保ちながら進められている

ことで，次期段階においては和牛部門の拡大を予定しているようである。

施設，および機械類の整備も全体的な規模拡大の程度に応じて進めている

ようで，特に施設の配備も経営概況で述べたように理想的で，所在する地形

を考慮して有効に生かしている点は感心するほかはない。椎茸栽培林地と放

牧林地の関係的科用効果も見逃せないし，耕地における裏作利用と飼料生産

の関係的利用効巣も土地利用的に有効に活用効果をあげている。

そうした結果が大分県の自立農家の所得目標計画を超える 278 万円余につ

ながるものであろうと考えられる。

こうした複合経営は古来からの和牛の生産地には多かったのであるが，近

年大規模多頭飼養が一方で進められるなかで，一つの行き方として，優秀な

繁殖雄牛を数頭繋養し，種畜供給源的役割を果しつつ，優秀な産予の販売所

得によって総合所得をたかめる形態が特に産地方面で進行しつつある。

そうした場合の複合経営形態の在り方として志津里さんの経営は今後の在
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り方を示唆するうえで，非常に参考となるものである。

以上述べてきたように志津里さんの技術および経営が至極基本的な技術的

基盤のものであって，それに工夫と勤勉が加わって成立したものであること

がうかがえる。

したがって，特異的な事例に属するものでなく誰れしもが自然的条件の多

少の相違はあるにせよ実行すればできることである。

初期段階においては特別優秀な牛を持つことは難しいことであるが，それ

を基礎に優秀な稜雄牛との交配を考え，一段一段と体型資質をたかめ，時に

は牛の入替えも併せ考慮して，根気よく自分の牛を良くしてゆく熱心さが必

要であり，その過程の牛の変遷を判別する牛を見る日を持つことも必要であ

り，このことが他の経営部門と調和のとれる形で計画性を持つということで

ある。

この意味では和牛生産農家の等しく認識するところでもあるが，特に志津

里さんの場合それが実行を伴ったという点で一歩先んじているといえる。全

国の和牛生産地は申すにおよばずその大部分を占める南九州の和牛生産地へ

の普及性は予期以上にたかいものがあろう。

また，こんごの和牛生産の複合経営の一つの方向をしめすもので，和牛ブ

リダ一発生の端緒として考えられなくもない。少なくとも和牛改良の推進力

的意義は充分認められるところである。

後受賞者自信の経営，技術等に対する苦心談や今後の抱負

和牛餌養の場合，その規模が零細な場合は農場副産物および畦畔塘堤の野

草等に依存もできるが志津里さんの飼養規模になると，特に飼料確保の面で

最も苦心を必要とするところであろう。事実志津盟さんはこの面で苦心をし

ておられる。その特色は和牛飼養農家が従来より野草依存の国がたかかった

が，志津皇さんの場合は余り野乾草に依存していない。

牧草とトウモロコシ・カンショのいも藍などを利用している。牧草はイタ

リアンとレンゲを水田裏作に混播，あるいはレンゲの単播をおこない，良質

-105-



粗飼料の確保につとめている。また転換畑にはマンモスイタリアンとトウモ

ロコシ，カンショを作っている。

乾草にはイタリアンを年 6 回刈りして，約収量10アール当り 8~9 トン調

製している。

この乾草とレンゲ単播乾草を 7対 3 ぐらいの割合に混ぜてやっている。な

おトウモロコシはサイレージや青刈で給与すると共にサツマイモは濃厚飼料

の代替飼料として活用している。

こうした飼料確保の飼料作の体系ができていることで，この体系確立には

長い年月の経験の積重ねがあれまた地区農協等の技術指導の適確さがあづ

かり，効果があったと考えられる。次ぎに繁殖農家として重要なことは発情

の発見である。複合経営の場合は特にそうであって，農繁期には発情があっ

ても見送る場合が多い。志津里さんはこの点について，非常に気を配ってい

る。この場合，里山利用の放牧の場合などで生産率の低下が云々されるのが

現状であるが，一寸した心づかいに寄るところ大である。連産性を維持する

苦心はまた一通りの苦心でない。

終りに飼養管理面で，病気の早期発見を心掛けていることである。これは

運動，手入，餌料給与の時にその動作，容貌に気をつけておれば早期発見が

できるものである。特に寝る前に牛舎の見廼りを実施していることは容易な

らぬ努力である。

普通一殺には当然のことであって苦心とは言うべきものでないかも解らぬ

が，一般的にはなかなか出来ないことであり，ややもすれば怠りがちになっ

たりすることを完全に実施しているところに苦心のあとがうかがえる。

次ぎに志津里さんの持っている今後の抱負について紹介しておく。経営の

形としては米作と和牛および椎茸の三者構成を基本的に考えることは今後と

いえどもかわりがないということである。現段轄では米作と椎茸が一応のÆ去

をととのえたところで現在銅養されている成牛(雌) 5 頭を今後10頭頭数に

増加することを考えているようである。

和牛飼養の場合 1~2 頭を 4~5頭までの規模拡大は比較的スムーズに実
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行できるものである。このことは経営の構造的な内部で頭数増による飼養管

理面での条件の変化が吸収され易いものであるが，この 4~5 頭の線を超え

ると経営が構造的に変らねばならぬことが多くなるということである。

志津里さんはこのことを承知で次の段階へのステップを考えているとい

う。それが米作と椎茸の部門とどのように調和させ，林地をどのように活用

し，飼料作のための裏作利用をどのように実施するかについては既に考えて

おられるようである。

そして優秀な和牛を維持して，その優秀な産子の販売による所得の向上を

期しているといわれる。

こうした今後の抱負については自信に溢れた淡々とした諮り調ではある

が，和牛偶養管理の基本的技術をもって、勤勉と努力がしめした現在の実績

を以ってすれば期してまつべきものがあろう。
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今後も優良基礎牛づくりを目ざして

大分県志津皇 伝

私は先に第 2 回全閣和牛能力共進

会，育稜i高等登録の部に出品し総理大

臣賞を受賞しましたがこの度はからず

も第 9 回農業祭で畜産部門において天

皇杯受賞の誉に浴しました。

私として生涯忘れることのできない

栄誉であり感激のきわみであります。

これはひとえによき先輩や諸先生方

の御指導の賜であり，心からお礼を申

し上げます。

私は 3 歳にして母を亡くし，さらに

9歳にして父を失い義母の手一つで育

てられ，明治45年地元の小学校を卒業

すると，すぐ亡き父の後を継ぐため農

業に従事してまいりました。私の経営

する農用地は水間 2ha，畑 0.6ha，山

林 2.3ha ですが，そのほかに1. 5ha の

部落共有地をもっております。これら

の立地条件からみて常々私は家の経営

の基本は米とシイタケ，さらに肉用牛

の生産を 3本の柱にしたいと考えて参

りました。特に肉用牛は玖珠地方に古

くから伝わる竜門系を選び，蕩産技術

者の指導のもと熱性が王手く，体積があ

り，しかも飼料の利用性に富み，連産

性のある系統の育成をしたいと思い，

第二さかえ号を基礎牛とし，その仔の

良いものを係留し育成することに努め

てきました。

この間物価の上昇や仔牛価格の大き

な変動もあ!J ，幾度か係留牛を手放そ

うと思いましたが，どうにかこの苦難

の坂を乗り越え， 52年にしてやっと現

在の繁殖基礎牛が出来あがりました。

「牛は主主で飼うもの」をモットーに

牛の飼料は組自琳斗に主体を置き，水田

2ha のうち1. 5ha の裏作利用や煩60a

のうち40 a の館料作物栽培を行ない稲

ワラの利用と併せ自給率の向上につと

めました。さらに家畜の健康と管理の

手間をはぶくため，隣接する里山を放

牧地に活用する飼養管理の省カに努め

ております。現在繁殖牛5頭と子牛 3

頭を飼育しておりますが，今後とも

『第二さかえ号J の系統を計画的に係

留し，水田の餌料箇転用やÆlllの高度

利用等により，近い将来飼養規模を成

牛10頭に拡大し所得の増大をはかりた

いと思っています。

すでに私は， 71歳の高令になってお

りますが，空宇い子供の昭夫婦も資産に

は熱心で私の意志は必ず引継がれるも

のと確信しておりす。このたび栄ある

天皇杯の受賞を契機に一層の努力をは

らい地域畜産振興に微力ですが尽くし

たいと念願しております。
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二二二二二民本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財草 地

受賞者三島京

(青森県むつ市閃16部斗南ケ丘〕

警護避地開拓の苦闘!こ生涯をかけた一一受賞者の略産

一ーさんは明治42年北海道の北見市に生れ，ここで農業に従事していた

が，昭和四年酪農開拓者として青森県下北半島の中心，現むつ市斗南ケ丘に

移住して以来，今日まで酪農一途に生き抜いてきた。

第 1 図受賞者所在地Pllí-関

大
刷
出
吋

ここ~北半島はヤマセと呼ば

れる大平洋上よりの偏東風によ

る低温と日照不足のため，冷害

問作の常習地帯として古くより

知られたところである。昭和17

年，時の山田知事はこの地方の

農業振興に心をくだき，このよ

うな劣悪な自然環境の下で恒久

的営農を確立するには結局酪農

以外にないと判断して r酪農

経営模範地区」の設置を計闘し，

斗南ケ丘をこれに当てた。昭和

17年から 19年にかけて北海道か
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ら20戸の酪農家が求めに応じて入植してきた。

三島さんもそれに加わったが，それは北見で、は果せなかった経営規模の拡

大を，斗南ケ丘で与えられた 13ha の土地に託そうとしたのであった。三島

さんは当初北見で水田 4.5ha，帰を 1 ha耕作していたが，水稲の冷害のため

経営は苦しく，酪農への転換を決意し，昭和12年乳牛 1 頭を導入した。その

後水田を畑 8ha と交換し，乳牛を 9 頭までふやしたが， この段階で青森県

からの要請をうけ，昭和19年 4 月家族10人で乳牛 9 頭，耕馬 2頭，畜力農機

具一式をもって移住したのであった。

しかし現実は予期以上に厳しかった。不良気象条件に加えて，戦争末期か

ら終戦後の社会経済的混乱が重なり，赤松林を切りひらいての開墾のやでの

牛飼いの苦難は言語に絶した。堆厩肥に乏しく，配給肥料も少なかったの

で，痩地の地力が上らず，反収は大豆 1 俵，陸稲 3 斗，比較的ょくできた牧

草でも生草 2 t ，赤クローパの如きは発芽はするが治P失するという有様であ

った。また，飼料不足も甚だしく，米後，塩カマスを購入して与えるといっ

た状態で，全戸で持ちこんだ 176 頭のうち 104 頭が栄養失調で鑓苑し，三島

さん自身も 9 頭のうち 8 頭まできと失った。これに屈せず努力した結果，昭和

25年には成牛 4 頭，育成牛 3 頭にまで達したが，なお生計を得るためパレイ

ショ，ナタネ，マユ類，その他の高品作物や麦類，陸稲，ヒエ，アワなどの

自給作物が主体を占め，銅料作は約30%程度に止まった。その後は社会事清

の好転もあって次第に経営も進展し，昭和34年には成牛11頭，育成牛 7頭に

なり，飼料作物の作付も60%程度に拡大した。昭和35年，斗南ケ丘酪農協組

合は大型トラクターと附属機械一式を購入し，これにより組合員の省力栽培

が可能となり，規模拡大の基礎ができた。三島さんも昭和44年には成牛16

頭，育成牛14頭にまで多頭化し，飼料作物の作付も 100%に達したのである。

以上のように，三島さんの血と汗とでつづられた開拓の歴史は，斗南ケ丘

酪農協の歴史と表裏一体をなしている。この苦斗を団結により乗り越え，今

や全国的に注目される草地型酪農集団をうら立てたこの農協のリーダーの一

人としての三島さんの活動をたたえなくてはならない。すなわち，昭和40~
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41年に組合長をつとめ，現在理事の職にある。また，ホノレスタイン登録協会

青森県支部評議員，むつ市農業委員，斗南ケ正牛群改良検定組合組合長など

の職にあって，地域農業の発展に奉仕しており，温厚篤実の人柄から人望も

厚く，また家庭生活も円満で，質素ではあるが内容のある生活の充実をみて

いる。さらに，昭和25年， 41才の特に通信教育により酪農学園野l幌高等酪農

学校を卒業したという篤学の志でもある。

頭化を自ざす草地型酪農一一受繋者の経営概況

家族労働力は本人，表 (57才)，および北海道の酪農短大生の次男 (22才〉

からなり，臨時雇傭労力としては年間約60人の実習生がある。

耕地は羽生存には牧草地1O.3ha，サイレージ用とうもろこし 4.0ha ， 根菜

類(ピート，かぶ) 0.9ha，その他(自家用そ莱等) O.lha，合せて 15.3ha

イネ科主体の牧草地 サイレージ用デントコーン

であり，前年 (44年〉より 2.1ha 増

加している。その代り原野面積は44

年の 4.1ha が 45年には 2.0ha に減

った。

乳牛頭数は44年の成牛16，育成牛

14，計30頭から， 45年には成牛22 ，

育成牛14，計36頭へと増加をみてい

パドックから牛舎をのぞむ る。
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建物施設を示せば第 1 表のようである。

施設と農機兵

名 称 棟 数 坪 数 考

成 牛 舎 1 68 坪 キング式

育成牛舎 1 24 ク

農機兵舎 1 15 ク

サ イ ロ 2 3. 6x9. Om , 3. 6x5. 7m 半地下式

尿 ?留 1 200 1 

第 i 表

農機具は前にふれたように，大型機はすべて組合で共有しているので，

経営収入概要 (44年度〉第 2 表

考v絜 

自家用分を含む

額金価ヰま査を数r、
ノ J

牛乳

育成牛増価額

子牛おす

めす

その他(干草〉

区

ヰ且

収

昔
日

835, 
215 , 
46,514 

95 ,678 

15, 831 

払0001
23 , 7741 

222, 0321 

338,8001 

49, 385; 

78 ,300: 

56,770: 

117, 8951 

l1: 35,69 

557 , 12 保険料，組合費，税金など

|山間11
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1 ， 800円

付

日

種

l¥ 
口

購入飼料費

(肥料代

自 i 種子・薬剤

給|燃料

飼〈施設機器償却

料|ク 修繕

費 i労賃
lその他

家畜償却

!直接諸材料 1

施設機器償却 i

修繕|

賃料料金|

自家労賃 l

j 康保[労賃 j
i その他 i

i 合計 l

支

入

出



島さん個人有のものとしては，トラック，テーラーおよびその附属のテッダ

とレーキ，吹上げカッター，モータ， ミノレカー (2) などで足りている。

44年度の経営収支を示せば第 2 表のようであり，粗収入は 4 ， 888 ， 247 円，

支出は 3 ， 847 ， 241 円，家族労働所得は 2， 187 ， 006 円で，所得率は44.7%に逮

している。

器禁来続性高いアルフアルファ草地一一一受賞財の特色

受賞した草地はアルフアルファ単

播の人工草地(飼料焔) 1 ha で，昭

和40年 4 月につくられたものであ

る。品種はウィリアムスパーグで、10

a 当たり 3 kg を根粒留の接種をし

て播いた。

元肥にはlO a 当たり唯厩肥 6 ， 000

kg，炭カノレ 700kg，熔燐120kg ， '* 受賞対のアルフアルファ草地

素10kg，過石10kg ， ~主力日 7 kg (成分でN4.6kg ， P20525.7kg , K204.2kg 

CaO 40. 7kg , MgO 15. 6kg) を施用した。 43年秋肥から44年 9 月までに追

肥した要素量は N 51kg , P20 5 1191王g ， K 2099kg , CaO 150kg , MgO 19 

kg に及んだ。また43年 4 月 Iこ碗砂 1 kg の施用をと試みているし，牛尿の完全

利用にも努めた。

この草地は昭和44年の中畜主催全国草地コンクーノレに出品され，規定の方

法により収量調査を行なった結果，第 3 表のように 5 田のメIJ り取りにより

合計10 a 当たり 9 ， 645kgの高い生革収量をあげ，経営成果等と合せ評価され

て臼木ーの貨を得た。

利用 6 年目に当たる45年の春と秋にそれぞれ現地確認、調査が行なわれた

が，草勢はなお劣えをみせず，草の密度も良好で，草量も前年に勝るとも劣

らないことが明らかにされた。

ここ下北半島は気温平均 9.00C ， 月最低気温 -6.60C ， 日照時間 1 ， 803 時
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用手サ

サイレージ

乾:&!L
f-

績 (44年度〉

山当たり蝉量 | 
kgl 

2,290 
2,550 
2, 150 
1, 615 
1,040 

成量収

日月

5. 

7. 

8. 

9. 

11. 

刈取回次|

1

2

3

4

5

 

ク

, 
/ 

9, 645 

間，初霜10月 18 日，終霜 4 月 3013 ，初雪11月 9 日，終雪 4 月 11 日，最大積雪

深 148cm，平均風速 4.5m という厳しい気象条件下にあり，また土壌も表

土の浅い酸性(pH5.0，燐酸吸収係数 2， 500)の洪積腐植質火山灰土である。

このような劣悪な自然条件にありながら，従来わが国では栽培の難しいと

計

されてきた高品質牧草アルフアルファの高位生産を実現し，

たって維持し得たという，この受賞財の特色は三島さんの異常な努力とすぐ

れた研究心により培かわれた高い技術の結品に他ならない。

すなわち，第 1 は士作りという農業の基本を正しく実行したことであっ

て，前記のように造成時には大量の有機物と土壌改良資材を思い切って投入

その後の十分な追肥とあいまって， pH5.0 を 6.8 fこまで匡正し，燐酸吸

それを長年にわ

し，

収係数を 2， 500 より 1 ， 600 にまで低めるに至った土壌改良効果がこれをよく

示していよう。第 2 は，これと関連するが，積極的かっ合理的な施肥であ

る。例えば，前記の棚砂の施用や，越冬前に燐酸，鶏糞などを施して翌春の

生育を早めたり，秋に桂カ Jレを用いて病害虫や倒伏に堪える草立ちをねらう

など，細かい配慮が払われている。糞尿の完全利用をはかりながらも， これ

に化学肥料を組み入れて生産の向上につとめている。畜産公害が問題となっ

ている今日，土・草・家畜をめぐる物質の循環を具現できる草地畜産の強味

がここで遺構なく発揮されている事実を註目してほしいものである。

第 3 は品種の選定である。三島さんが採用したウィリアムスパーグは試験

わが国で、は最も優れた品種の一つであることが最近知られたも研究により，

のである。牧草ではまだ品種に対する認識が不十分である中で，優良品種の
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選定に意を用いていることは高く評価されよう。

第 4 は刈り取りに対する科学的取り組みである。 1 番草のメIJ り取りを早め

にし，また刈り高を高くして刈株よりの出芽を促がすなどして，永続性と多

収とをもたらしている。

第 5 は利用に関する問題である

が，不良天候時には三角架を用いて

良質乾草の確保に努めている。

第 6 は作業の省力化であって，前

記のように，組合有の大型トラクタ

ー(オペレータずき〉を利用して栽

培，収穫の機械化をはかっている。 組合のオペレータによる乾草調整作業

なお，出品草地以外についても，例えば根菜畑などの雑草こにゾノギシギシ

などの訪除lこ ATAなどの除草剤の施用を試み，また放牧i也での放牧は時間

制限しているなど，新しい技術の利活用を積極的に進めている。さらに耕地

全体は適当な防風林で囲まれており，風苦手防止効果をあげている。この地帯

の開拓地の多くが，開拓当初の経済的苦境に堪えかねて，防風林を抜採して

しまい，現在風;こなやまされているのに比べて，三三島さんらがヤマセの防止

のため最後まで防風林を残したことは特筆に値しよう。

努受賞者の技締・経営の分析一一普及性と今後の発展方向

44年度の経営収支は前掲第 2 表 lこ示したが，さらに酪農経営の内容に立ち

入ってみよう。

第 1 は餌料の供給面であるが， 44年 1 月 ~12月の 1 年!?札放牧による分を

含めて自給飼料の養分量;はTD N 82 , 810kg , D C P 11 ， 135kg，購入飼料

ではTDN 12 ， 7791王g ， D C P 2 ， 498kg，合計で TDN 95 , 589kg , DC P 

13 ， 6331沼となり，餌養牛の必要量に対して TDN は 110% 内外， DCP は

120% 内外に当たり，…般によくみられる過剰給与や養分のアンパランスは

ない。養分自給率も TDN86% ， DCP82% と多頭飼義経営としては掻めて
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高い水準にある。これにアルフアルファの高位生産草地が重要な役割を果し

ていることは説明を要しない。また，以上のような飼料の供給が飼料費の節

約をもたらし生産費の逓減につながることはもち論のこと，さらに次のよう

な立派な家畜の繁殖成績や産乳成績をももたらしている。

すなわち，種付回数は 1---2 回，分娩開痛は平均13カ月と良好であり，搾

乳牛の平均年令は 6.5 才で12才くらいまでは搾乳に供している。なお45年度

では10月現在でみると種付回数平均 1.6 回，分娩間隔11.5 ヵ月とさらに短か

くなっている。産乳成績は老令更新牛 3 頭分を除くと，搾乳牛 1 頭当たり

5, 550kg，これを 3.2%乳脂に換算すると 6 ， 105kg に達する。 45年度の泌乳

成績はまだ集計を終っていないけれども 9 月末現在までの成績からみて 1

頭 6 ， 0001唱前後に向上するものと推定されている。

このように乳牛の能力も年々向上しているが，それは以上の優れた館養管

理のほか，次のような三島さんの牛の改良に対する熱心な研究の結果にもよ

るものである。すなわち，牛群は自家保留を原則とし，能力の高いものを保

留して現在 2 つの系統に集約し，個体の能力のばらつきを少なくし多頭数管

理に効果をもたらしている。保有牛の能力指数は 130~197 に及び，すぐれ

たものが多い。めす牛に対する交配計画も，共進会等における産子の成積，

搾乳成績などを参考にして，交配積おす牛を選定している。なお，将来は搾

乳牛40頭を目標にしているため，後継牛の確保に意を用いており，めす産子

はほとんどすべて育成している関係上，搾乳牛に対する子牛，育成牛の割合

が高くなっているが，それにもかかわらず良好な経営収支をあげている事実

は賞讃に値しよう。

搾乳牛の管理労働時間は第 4 表のようであり，全国平均のおよそ%程度で

あって，よく省力管理の実をあげている。

最後に再び第 2 表にもどって44年度の経営成果を総括してみよう。

この表からの収支差引 1 ， 041 ， 006 円に自家労賃 1 ， 146 ， 000 円を加えた 2，

187 ， 006 円が自家労働所得になるから，所得率は実に44.7% となり，酪農の

所得率としては大変高い水準を示している。これから労働 1 日当たり所得を
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第H受搾乳牛 1頭当たり年間労働時間

作 業 時間数 劉 lに入1 者ii 考

搾 手L 55時間 35% 

飼料調製給与 40 26 サイレージ調製を含む

ぼろ出し等 22 14 

放牧，運動 23 15 

そ の {む 1:) 10 

言十 153 100 

求めると 3， 433 円に及び，青森県水稲労働 1 日当たり所得の 3 ， 260 円を上田

っている。また飼料畑lO a 当たり所得を算出してみると 16， 694円となり，こ

れまたこの地帯の他の畑作物よりも有利になっている。

このような優れた経営成果は，以上分析したように多国にわたる三島さん

の酪農技術の工夫と改善によるものではあるが，とりわけ大きいものは，高

位かっ省力に支えられた飼料自給生産であるといえよう。それは，乳偶比が

22.5% (搾乳牛のみでは18.4%) と多頭酪農家として著しく低い事実からも

うなずけよう。そして，この高い自給を象徴しているのが，受賞財アルファ

ノレファ草地に抱ならないのである。

なお，三島さんは48年度を白標として，搾乳牛40頭，育成牛15頭 1 乳期

1 頭当たり乳量 6 t 以上，年間250 t ，飼料畑には放牧地 7ha，採草地 8ha，

飼料用根菜 1 ha , サイレージ用デントコーン 3 ha, 牧草収量 1 ha 100 t , 

粗収入 1 ， 300 万円の計闘をたてている。

この受賞財の輝かしい成果は，わが国における草地型酪農の今後に明るい

展望を与えるとともに，当面のアノレフア/レファ加工品の輸入増に対応して，

週内での流通化のための高品質粗鋼料アルフアルファの生産の技術的可能性

を示唆するものとして意義が大きい。

終りに当たり附雷したいことは，三島さんの優れた経営発展には絶えず斗

南カ丘離農協の闘い団結力が支えとなってきた点であり，この受賞もしたが

って，組合全員とともに分かち合われるものと思われる。わが国での今後の

酪農の発震方向の一つのタイプとして注目されよう。
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不毛の地に突った努力

{
尽

島一
一
一

昭和17年3 日寺の知事が冷害問作常習

地帯の下北農業開発には，北海道式酪

農経営より外にみちがないということ

で I酪樹~範地区j を，斗i勅丘に

設置し，昭和18~19年に20戸の酪農家

が北海道から移住して来ました。

私もその一員として北見市から家族

10人と乳牛 9 頭，耕馬 2頭，それに附

随した農機具を持って入植しました。

開墾地は20年生前後の赤松林で13.5

ha を手作業で開墾しましたが，耕地

は思っていたより痩地で(強酸性の火

山灰土壌)， 堆厩胞がなく，それに戦

時中で肥料の配給が少なかったので，

生産があがらず，大立は反収 1 俵，ょ

くできた牧草でも 2 t 程度で，クロー

パは発芽はするが消失する状態、であり

ました。

銅料不足のため，米f*や塩カマスな

どを購入して牛に与えましたが栄養不

良で，基礎牛 9 頭のうち 8 頭が死んで

しまいました。(集団全体では 176頭

のうち 104援が死亡〉
残った牛は乳を搾らず健康に注意

し，まず土作りが，酪農経営の基礎だ

と考え，土壌改良を今日まで，ねばり

強く続けて来ました。

その努力が実ったのか，不毛の地と

されていた耕地に，肥沃主ilでなければ

できないと言うルーサンを 1ha 栽培

し 96 ， 450kg を収穫して，第 8 田全国

草地コンクーyレで日本一になりまし

fこ。

昭和35年，経営の近代化を図るため

大型トラクターと附属農機具一式を組

合で購入しました。それによって省力

栽渚が可能となり，規模拡大の基礎が

できて，如生36頭にまで多頭化するこ

とができました。

大正元年から記際をしていた母のあ

とを続けて簿記をつけ，経営改善に役

立っています。昭和44年度の粗収入は

489 万円，支出 207 万円で，所得 219

万円で，労働 1 日当りの所得は 3 ， 433

円でありました。今後は 5 年計画で

1 ， 300 万円の粗収入を計画しています

が，それには乳牛耳員数を55頭程度まで

増殖したいと思っています。

このたび第 9 回農業祭において農林

漁業振興会長賞を裁きましたが，これ

は関係諸先生の御指導の賜ものであ

り，また斗南カ丘酪農集悶組合員の間

結のカであると深く感謝しておりま

す。
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二二二二二自家農林漁業振興会長設受賞二二二二

出品財酪農経営

受賞者平島徳明
(熊本県菊池郡澗水l町大学住吉2988)

務受賞者の略歴

平島穂明さんは，熊本県の代表的な畑作地帯である菊池台地の西北部にあ

る湘水町において，畑地利用専業酪農経営を営んでいる。

湘71<町は熊本市の近郊地帯の外縁をなしているといってよく，交通は便利

第 H窓 受賞'者所在地略図

;lIlïKElf抑{iq玄

-119-

ダ、

1 
1; 50.000 



である。かつては馬産地として有名であったが，昭和21年にはじめて乳牛が

導入され， 35年には総餌養頭数 413 頭に達し，これと前後して町の中央部に

集乳所が設置された。 36年には農業機械化実験集落の指定をうけ， 39年には

農業構造改善事業実;植地域となり，乳牛が基幹作自の一つに加えられ，農協

が子牛共同育成牧場を設置するようになった。 44年度末には乳牛が 2 ， 870 頭

に達し，酪農家 1 戸当り飼養頭数は 8.4 頭になっている。

平島さんは，大正15年生れの43才で， I日制中学を卒業後国民学校助教員，

農協職員などの経歴を経て，昭和25年父および兄の死を契機に25才にして家

業である農業経営を継承した。当時は，水田45アーノレ，畑 120 アーノレで馬 1

頭を飼養し，米麦・養蚕(掃立60 g) ・ラミー・ハッカ・子，馬などの雑多な

作自の農業経営であったが， 29年秋北海道より育成牛 1 頭， 30年酒水町内よ

り搾乳牛 1 頭を導入して，副業的に酪農をはじめるようになった。

しかし，年間に臨時躍が60人もはいり，家族労働負担も重かったので，そ

の労働節減をはかるために10数団地に点在する畑地の交換分合を行なうとと

もに耕転機を導入し，雑多な作自を整理して米・酪農・養蚕の三本柱の農業

経営を行なうことにした。 35年頃には牛 5 頭，養護婦立は 130g であった。

この間酪農技術の修得につとめ，沼水町長より町の畜産指導員の委嘱をうけ

るにいたり，酪農組合理事に就任した。

昭和37年より離農規模の拡大期に入り，牛舎増築，サイロ設置・軽トラッ

クおよびミノレカーの導入，ならびに 17Ps のトラクター導入を行ない，他方，

南米移住者の水田30アーノレ・畑60アールを購入，再度の農地交換分合を行な

った。 43年度の粗収益構成では酪農83%，水稲17% となり，酪農専業が可能

になった。

昭和44年には水田の全部を他人の耕作にまかせ，奥さんと 2 人で畑 200 ア

ーノレ，乳牛18頭の酪農専業経営を行なったのであるが，その経営の優秀さが

みとめられて，第12間NHK優秀農家の選定において九州代表として選定さ

れ，とくに技術賞も授与されて，農林大臣賞を受賞した。

平島さんは，誠実，勤勉な性格であり，研究熱心でよく記帳につとめ，地
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牛舎(昭和45年 5 月落成〉

域社会の発展に労を惜しまない人柄は信望をめつめている。現在，湘水町農

業構造改善地区委員長，熊本県少年補導員の役職に任じている。家族は奥さ

んと子および母堂の 5 人であり，経営においては奥さんの協力も大きく，長

男 (16才)は熊本県経営伝習農場を修業して後継者となることが確定してい

る。

務受費者の経営概況

平島さんは奥さんと 2 人(能力換算1. 8 入〉で，昭和44年には畑地 200 ア

ーノレ (4 団地〉の全部を飼料作物の生産にあて，成牛18頭(うち高等登録牛

10頭〉を飼育して，酪農所得 2 ， 034 千円をあげた。所有耕地としてはこのほ

かに水田75アーノレがあるのであるが，酪農専業でいきたいためにこれを他人

の耕作にまかせており，また，成牛のほかに育成牛10頭がいるのであるが，

これを湖水町農協の育成牧場に預託して，自家では経産牛と初妊牛のみを飼

育管理している。

(I) 労働力，経営耕地，乳牛頭数

労働力1. 8 人(平島氏と妻〉 雇用労働なし

経営耕地 畑 200アーノレ飼料作物延作付 407アーノレ

ほかに水間75アーノレを所有するが，これを他人に貸付けている。

乳牛頭数経産牛 16頭，初妊牛 2 頭(うち高等登録牛 10頭〉

ほかに育成牛 10頭いるが，これを酒水町農協の育成牧場に預
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燕麦，レーブ，イタ 1) アンの;毘揺畑

と牛舎

託している。

(2) 建物，施設，農機具

高 舎 1 棟 木造平屋 138m 2

サ イ ロ 5 基 ブロック製 3t入り

サ イ ロ 2 " ブロック製 10t入り

飼料タンク 1 " 2 t 入り

トラクター 1 台 17Ps 

ロータリー 1 " 280kg 

モ ア 1 " 

ローフー 1 " 80kg 

カッター 1 " 

ミノレカー 1 " パケット式

四輪トラック 1 " 

(3) 酪農経営の収支

1) 収 入

牛 手L (総搾乳量 97, 300kg) 

販 売

経営および家計仕向

子 牛 販 売*

そ の 他

言十
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日刀日以ワη凸 建設，その後改・増築

昭30 " 
昭43 " 
B�543 " 
昭40 導入

昭40 " 
昭43 " 
昭43 " 
B�544 " 
昭42 " 
B�544 " 

4 ， 074 ， 249円

96, 120 

559, 000 

102, 200 

4,831 ,569 



免型サイロ (15 t 入り〉

2) 支 出

購入飼料費 1 ， 500‘ 5901司

穏 百 対主ま主毛 19 ,540 

月巴 来! 受 108, 840 

差是具修理費 100, 390 

諸 本才 ギl 主号 103 ,260 
謝炉ムtー. 畜 安本 173 ‘ 800 

光 若手L 費 82, 365 

減価償却費 572, 400 

負 債- キリ 弓乙 130, 038 

賦 課 金 5,932 

2,797, 155 

3) 麟農所得

酪 長差 所 得 2 ， 034， 414円

成牛 1 頭当り 113 , 023 

経営耕地10アール当り 101 ,720 

労働力(能力換算) 1 人当り し 130， 230

キ 育成牛は農協育成牧場に預託するが，この場合生後ほぼ 1 カ月に時価で育成牧

場に販売し，妊娠確認したときに音声j主優先で時価で買取ることになっている。

委譲受賞財の特色

平島さんは，奥さんと 2 人の労働力で雇用労働力を入れることなく，経営

耕地の全部である畑 200 アーノレをすべて飼料作物の生産に利用し，成乳牛18

頭を飼育管理しながら，飼料作物作付10アール平均の収量を高くして，飼料
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自給率の高い，有利かっ安定的な酪農経営を行なっている。

飼料作物の生産量とその利用形態はつぎのようである。

種 益支 |作付面積| 生 産 且n 利用形態別

イタリアンライグラス| l69 , 400 kg サイレージ 91 ， 000kg ，

(4 ~ 5 囲刈り〉 雑青草刈 (6生3，換00算()k〉g1，53400kg 
デントコーン l 157 129 , 400 青サイ刈レージ 99, 000kg , 

30, 400kg 

ソノレゴー(在来種〕 43 39 , 100 サイレージ 29 ， 1001王g ，
青刈 10， 000kg

エン麦…吋 37 25, 150 青刈 25 ， 250kg 

合計 407 363 , 150 サイレージ 219 ， 100kg ，

青乾刈草 (1生28換，6算50〉kg15， , 400kg 

作付10アール平均生産量 9, 000kg 

耕地10アール平均生産量 18, 200kg 

そして，労働時間とその配分はつぎのようである。

44特別|乳牛管理|牛乳運搬 i 飼料作物館 l
時i 日寺

l 341.5 4.0 361. 0 

2 295.5 14.0 309.5 

3 343.0 15.5 16.0 374.5 

4 315.0 15.0 38.0 368.0 

5 367.5 15.5 26.5 409.5 

6 348.5 15.5 23.0 387.0 

7 345.0 15.0 97.5 457.5 

8 362.5 15.5 74.0 452.0 

9 369.5 15.5 65.5 450目 5

10 353.0 15.5 62.5 431. 0 

11 368.0 15.0 49.0 432.0 

12 350.0 15.5 10.0 375.5 

l口〉、 言 1. 4, 159.0 183.0 466.0 4, 808.0 

銅料作物作付10アーノレ当りの労働時間は11時間であるが，この地帯一帯の

畑地は黒色軽しょう火山灰土壌であって，さきのような平均収量を実現した
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ことについては施肥量と，飼料作物を利用するのにサイレージを主とする給

与体系をとっていることとが関係している。まず，施肥最であるが，基肥と

して作付 10 アール当りに厩肥 5 ， 000kg，桂酸苦土石灰 150kg，塩加燐安 30

kg，諒f生燐杷 30kg を用いる。追肥としては，同じく作付10アール当りで，

イタリアンライグラスには尿素 3 kg と，刈取り 1 回ごとにNK3号 20kgを

施用し，青刈トウモロコシには尿素 3 kg と NK3 号 20kg，ソノレゴー(在来

種〕には尿素 5 kg と NK3 号 30kg，エン表，レーフ。混播には尿素 3 kg と

NK3 吟 30kgを施用し，いずれに対しでも尿を 4 ， 000l 与えている。

また，飼料作物の給与体系をサイレージ(ヘイレージを含む〕主体にして

いるのであるが， 10月~3 月の期間には飼料作物の利用はサイレージが基幹

で青刈が補助 6 月 ~9 月の期間にはヘイレージが基幹で青刈が補助であ

り 4 月~5 月の期間には青メ!Jが基幹でサイレージが補助になっている。乾

草は分娩前後に適宜給与している。

しかし，それだけの要因では平島さんの経営における銅料作物生産の省力

かっ単位面積当り多収穫を説明することにはならない。ここに，家族労働力

2 人で18頭の乳牛を飼い 407 アールの飼料延作付-を行ないながら，単位面積

当り多収穫を可能にするような生育連期に銅料作物を刈取ってサイロに詰込

むということについての，平島さんの鋭意工夫があるのである。サイレージ

調製においては，刈取と詰込のために一時に多量の労働を必要とし，これを

すーばやく行なわなければよいサイレージが作れないということがあるからで

ある。

平島さんは，雇用労勘力を入れないで，単位面積当り多収穫と良好なサイ

レージ作成とを実現するために，小型サイロを数多く設置することにし，奥

さんと 2 人 1 日でその 1 つのサイロの容最に応じた飼料作物の刈取と詰込と

を完了しうるように，作付単位面積当り多収穫を可能にするような生育適期

に刈取り詰込むという観点から飼料作物作付地の函積と播種期とを加減，調

整することにした。刈取，詰込の時期には，刈取適期の生育状態、にある飼料

作物が 1 つのサイロの容量;に見合うような作付崩積で生育している，という
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ようにである。また，ほ場で刈取った銅料作物をその場でカッターにより切

断し，多少水分をへらしてからトラックで運搬，詰込むことにしている。そ

して，その開に青刈利用や乾草調製が入ってくる。さらに，サイレージ給与

を計画的に行なって，頗次サイロをからにしていくことによって，このから

になったサイロを再び満たしていくことにするのである。

サイレージ調製は，青刈利用にくらべて投下労働は少なくて済むが，サイ

ロの設置やカッター，運搬主主などの機械力を必要とし，サイレージ作成の失

敗やロスもあるから，そのコストは高くなるものである。しかし，平島さん

はよいサイレージを作ることに自信があるので，サイロもブロック裂の角型

のもので建設費用のあまりかからないものを利用し，その利用回数を多くし

ていて，飼料作物の利用をとくにコスト高にしているということではない。

西南暖地においては飼料作物の夏枯れ現象が一般であるから，育メリ利用で

ほ夏期の籾飼料給与不足を避け難いものにしている。また，その夏枯れによ

って青刈利用では単位面積当りの収量を高いものにすることができないとい

うことがある。平易さんは，飼料作物のサイレージ利用によって両者を克服

しているといえる。

イタリアンライグラスは水間(沖積地〕に反収が高く，畑地(洪積i也〉に

低いのが一般であり，気温の高いところに高い。九州農業試験場が熊本県に

おいて行なった水田裏作におけるその収量調査では，詩型水町の水田裏作で、は

10 ア…ノレ当り 9 ， 237kg (4 間刈り〕であったが，これより暖かい松橋では

13, 040kg (5 田刈り)であった。平島さんの経営における 10 アーノレ平均の

収量は 10 ， 000kg であったが，これは黒色軽しょう火山灰土壌の畑地で延作

付 170 アーノレのもとにおけるものである。熊本県でも水田裏作のイタリアン

ライグラスの10アール当り収量で 15 ， 000kg を越すような事例がかなりみら

れているが，いまのような畑地利用におけるものとしては平島さんのところ

での収量は甚だ高いということができょう。

飼養乳牛は成牛18頭で，そのうち高等登録牛が10頭である。成牛18頭の内

訳は 8 産次牛 1 頭， 6 産次牛 2頭 5 産次牛 l 頭 4 産次牛 2頭 3 産次
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牛4頭 2産次牛 4 顎 1 産次牛 2頭，初妊牛 2頭で，搾乳量は搾乳牛 1 頭

当りで 6， 063kg (最高牛 7 ， 500kg)，成牛 1 頭当りにすれば 5， 405kg である。

ミルカーで 1 日 2 回搾手しをしており，銅育管理労働時間は成牛 1 頭当りに

241 時間である。

高能力牛を多くして，周到に管理する面となるべく省力化する面とを区別

して作業している。周到に管理する面といえば，平島さんは毎朝牛体洗絡を

行なうことを日課としており，この際に乳牛の状態をよく観察することにし

ている。なかでも乳房損傷の有無をよく検査して，少しの{努でも発見すれば

薬を塗って早期に治療し，そのために乳房炎の発生もなく，他の疾病も殆ん

どない。また，繁殖成績は甚だ良好であり，先fti!J閲臨品12..6 ヵ月.民平均種

付回数は1. 3 囲である。

その他の作業はなるべく省力化することにつとめ 3 回搾乳にすれば搾乳

を一層多くすることもできるのであるが，乳牛の耐用年数を長-くすること

に留意して 2 回搾乳にしている。しかも搾乳成績が良好であるのは，サイレ

ージ利用を主とする飼料作物の利用さと行なって， ïm南暖地にあり勝ちな夏期

粗飼料給与不足を克服しているばかりでなく，粗飼料給与の年間平衡を実現

しているからである。

以上のようにして，成牛工頭当り 267 時間の年間労働投下で，搾乳牛換算

l 頭当 P飼料作物の延作付 24.24 アーノレ，給与量約 22， OOOlfg と購入飼料費

9 万円余によって約…ιogOkgをと搾乳しているということになる。そして，王子

島さんと奥さんの 2 人で， 18頭の成牛の飼育管理と餌料延作付 407 アールの

銅料作物生産とを行なって，酪農所得 2 ， 034 千円をあげているのである。こ

れには，酪農をと専業にして労働の投入および担分の計画をたて易くしている

こと，半島さんが記11'授に熱心でそれが作業計画や経営収支の改善に役立って

いることも関連しており， ~四水町農協の育成牧場に育成牛を預託して自家で

ほ成牛のみを餌うことにしているという好条件も関連している。
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務受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

平島さんは，黒色軽しよう火山灰土壌の畑地を利用しながら飼料作物の単

位面積当り収量を高いものにし，飼料自給率の高い，有利かっ安定的な酪農

経営を営んでいる。その内容を分析してみると，つぎのような事項を指摘し

てみることができる。

1) 厩肥の多投と適切な施肥設計

飼料作物の作付面積当りに厩胞の多投を必要とするから，乳牛多頭飼養に

よって銅料作付面積を増大していくことができる。

2) サイレージ利用を主体にして，単位面積当り多収穫を可能にす 5るよう

な飼料作物生育適期に刈取ってサイロに詰め~。

青刈利用では，銅料作物の最盛期には生芸誌が過剰になって十分に利用され

ないということがあり，その給与が必要なときには生草が少ないというよう

なこともあって，作付単位面積当りに利用量を十分に多くすることができ

ずヲ生産量a:十分に多くすることができないということがある。乳牛多頭飼

養のもとでは，青刈労働負担が甚だ重くなってくるということがこれに加わ

ってくる。多頭飼養の場合には省力化の観点からは放牧利用が望まれてくる

が，それで、は単位面積当り収量が高くならないということがある。

筒料作物の利用をサイレージを主とするものにすれば，単位面積当り多収

穫を可能にするような生育適期に刈取ってサイロに詰込むことによって，総

利用量を多くし総生産量を多くすることができる。

3) サイレージ調製における労働負担の軽減とコストの低減

サイレージ調製においては飼料作物の刈取とそのサイロへの詰込に一時多

量の労働を必要とし，この作業は雇用労力を入れるか，農家間の共同のまわ

りもちの作業にするかなどによって行なわれていることが多い。また，サイ

レージ単{立:量のつストは，労働負担では重い青刈作業よりもかなり高いもの

になる。調製時の労力負担を軽減し，サイレージのコストを低減することが

重要になってくる。
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平島怠んの場合i丸数多くの小型サイロと館料作物の作付前積および播種

期とを対・応させて，奥さんと 2 人 1 日で 1 つのサイロへの刈取と詰込を完了

することにしてラ飼料作物の作付単位簡積当り多収穫を可能にするような生

育適期の状態にある作付地部積のものをそれにあてることにしている。ま

た，サイレージ訴j製に自信があるので，サイロの構迭さと建設費負担の軽いも

のにしているし，一般の酪農家にくらべてサイロの利用回数を多くしてい

る。

4) 多頚乳牛の適切な鯛育管理

飼料作物の生産最を多くしても，それを乳牛によって有効適切に利用させ

るということにしなければ，飼料作物作付10ア…ル当りにみた酪農経営の収

益性を高くし，耕地利用における銅料作物生産の比較有利性を高いものとす

るということにならなし、。飼料作2物を作付けるよりも{患の作物で利用した方

がよいということになってくるからである。このために，多頭乳牛の銅育管

理は周到であると問時に省力的でなければならなし、といえる。

平島さんの;場合はこの両者をうまく両立させているといえよう。

いままで指摘してきたような事攻は，よ111地利用に立脚して乳牛多頭飼義経

を志向しながら，経営地図積を思うように拡大していくことが難かしいと

いう農家に対して普及の効果が大きいように思ルれる。そのような農家で

は，飼料作物の単位国積当り収量を多くしはじめてラ飼料自給率の高い、安

定的な多頭飼養経常を営なむことができるからである。また， IJ9南綬地にお

ける鯛料作物の夏枯れ現象は一般的で、あるので，平島さんの技術と経営の内

容は西南暖地の低{占:生政よill地を利用する の前途を明るくするもので

あろう。

平島さんの経営の今後の発出カ Itïj は酪農経営規模のー砲の拡大にあるとい

えよう。平島さんは現にそれを実行しつつある。昭和45年10月現在でフ経営

畑地は 300 アーノレ，長日j義乳守てこは搾乳牛22IiJi ・米経産牛 9 頭・育成牛 3 頭(外

に育成牧場預託 6lîJü iこ増加した。:J:llll也の ti迫力nは貸付71<.133 の一部と交換，畑

地の購入，畑地のfV;二入れによるものであり，乳牛の土密政、は育成牧場預託のも
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のの入手と附近農家からの購入によるものである。また，総合資金 800 万円

の借入れ枠のなかの 540 万円で，前属施設としてパーンクリーナー・パイプ

ライン・ユニットクーラー・揚水施設・尿摺などのある木造平屋 360m 2 畜

舎を新設し ， 15 t 入り角型ブロック製サイロ 10基を新設した。宅地内にあっ

た従来の密会から 500m離れた，畑の真中に新畜舎，新サイロを建設したの

である。さらに， トラクターはおPs のものに更新し，フロントローダーと

三輪ダンプを購入した。

そこではラ飼料作物作付面積の増大のもとで作付10アーノレ当ヲ収量のー麗

の増高を省力化しながら可能にすることが追求されており，乳牛飼養頭数の

増大のもとで飼育管理作業の省力化が追求されている。経営規模拡大のもと

での技術および経営のあり方の対応としては当然のことのように思われる。

しかし， 44年の経営に比して約 700 万円(うち総合資余借入分 540 万円〉の

投資壊があったのであるから，その利子負担増および償却費増または借入金

償還計画のもとで現金収支の改善に一層意を用いていかなければならないと

いえよう。 44年には成牛 1 頭当り 267 時間(飼料作物の生産を含む〕の労働

投下であったが， 45年にはそれが 160 時間ぐらいにとどまるであろうという

ことである。それと同時に，成牛 1 頭当り搾乳量さといままでより多くし，あ

るいはいままでより少なくしないということが課題になってくるし，成牛 1

頭当り搾乳量が少なくなるようであれば購入飼料費やその他の現金支出を節

約していくということも課題になってくるであろう。経営規模の拡大によっ

て労働力を多く要するようになれば，所得総額では大きくなっても，労働力

1 人当りには大きくなってこないというようなこともあるからである。
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「三作り」を貫徹する

平高徳明

この!交はからずも日本淡林漁業振興
会長賞受賞の栄にあづか D会く感無i設
であります。また先iこ熊本県農業経営
コンクール大会で秀賞，第12問NHK
俊秀農家の選定に於て技術賞と夫々最
高交を受賞する惑が出来ました。これ
らの事:は私一家のカで勝ち得たもので
はあり玄せん。私をとりまく地域社会
のすべてのカ添えがあったれば、こそで
す。本当に心からお礼を申し上げます。
私は昭和25年父が亡くなったあとを

受けて幾業と取組みました。それまで
安いサラリーに甘んじて勤めきとしてい
ました。もちろん作業関の事など全く
の素人で本当に苦痛を感じました。当
時25才でした。然し「折角やるならは
まれj と勇気づけられた事がありま
す。それは故人になられた「松田喜一
先生J です，先議のすすめで松田農場
の短期講習会に数回参加し，そのなか
で「よしゃるぞj と心にきめる事が出
来ました。
またそこで知り得た司王は燦魂即ち淡

民魂であります。なかんづく「三作り」
に感銘しました。それは「土作り j ， I作
物作り j ， I人作り」であリます。私は
これを高官、農経営に取り入れ経営上の基
本約な考え方として， Iこと作~ j , I主主
作り J ， I止!二作り jのf三作り J となし，
今日まで努力をしてきました。そして
今後もこの「三作り j は焚いていきた
いと患います。
「土作り j につきましては申すまで

もみりませんが，酪農と取級む動機と

もなったのです。すべて作物は充分堆
肥化された「土J により，高い生産を
のぞめるものです。

「草作 ~j につきましては，特に最
近の好奇入館料の値上がり等，種々きぴ

しい情勢になりますと，身(こしみるも
のがあります。もちろん酪農経営の中
で最も「ポイント」として窓を設ぎ力
安入れねばなりません。如何にして良
伎のWll飼料を大ぷ:に生産し，更にロス
を少くして釘効に牛のIl交に入れるか
です。自給ヰミをおめる事こそ安定経'滋
への近道と信じます。
私の場合i昭和44年~45年にかけて間

一開場でIR'J じ条件の下で農業改良普及
所の先生立会いにより収llî試験を致し
ましたが，その結果，イタリアンライ
グラスで 28 ， 5:l0kg の収穫を符まし
た。
ですから更に努力する事により

:IO ， OOOkg は悠々いけます。 これはよIU
10アーノレで成牛1. 5 頭を Hド関節iJ1ぎ出
来るittです。私の147合通年育メ日給与は
労力聞でj照明iを生じますので，サイレ
ジを主体とした飼い方を取口入れて

j苫ります。良質サイレ…ジなるが放に
午の健康を保持する郊でも大変効果!i::
上げてお日 ます。

I Lfニ作り J につきましては，絞営の
仁いの大きな部分を占める平均搾乳fitを
高める事こそ m嬰ft;JÆ' イントであると
思います。常に改災にii:をとぎ，能力の
?よ5い牛作りに努めねば、なりません。ま
た後継ゃについては，当然磯保して行
くべきですが，それ以外は販売せねば
なりません。その場合少しでも有利に
奴売し，幣幾所得の li'íL!こを WJすべきと
店、います。

酪是認に淑組んで15年，戦いはこれか
らです。業rr総合農政の放1:11のもと…段
と手きびしさを治した70年代の酪淡を
此皮勝ち取って見せます。また一方，

読書換経'討を通じて地域社会iこ貢献すべ
く党悩を新たにして底ります。
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第9国農業祭行事のかずかず

明治神宮新2霊祭の参列者 J





発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための由民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業務{丸毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各

方萌の協力をえて開催してきており，昭和45年度は，その 9 回目を迎えたの

である。

第 9 田農業祭に参加した農林漁業関係の各一種表彰行事は 285 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 477 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，閤芸，畜藤，蚕糸，林産およ

び水産部門〉ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業披興会会長賞が， 12名(団体を含む〉に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付・した次第である。

終りに本書の編集にご協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に対

レ深甚の謝意を表する。

昭和 46 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



天皇杯受賞/岡野谷 富三
(渓i*省益糸[露出;民主モ業総/平尾勝彦)

日本農林漁業振興会長賞受賞/米野下組養蚕農業協同組合……-・:2;:;

(農林省主主糸関芸j沿盗糸改良諜/杉原 暖)

白木農林漁業振興会長賞受繋/松 li~J 秀 美…ー……......・ a ・.....・ー :l9

(農林~'lí~糸お，Jj芸品受糸口支炎;jqV所 善文〉



皇杯受

出品財養蚕経営

受賞者間野谷冨
(埼玉県深谷市大学柏合735)

参議受賞者の略歴

岡野谷寓三さんの住居は埼玉県深谷市!日藤沢村にあり，高崎線深谷駅下車

西方へ約 4 km の距離にある。交通の使は寄居行のパスを利用すれば柏合下

車で徒歩約 1 kmo 秩父線，東上線，八高線によれば，寄居駅下車でパスを

利用することができる。(第 1 図〉この地域は埼玉県北部の平坦畑作地帯で

第 1 図 受賞者所在地首長図
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古くから養蚕の盛んなところであり，養護収入は農家経済の支柱となってい

る。昭和 2 年父俊松さんの長男として生れ， 17年学業を卒え，在ちに農業に

従事し， 27年父の死後経営主として農業一筋に生き現在に至っている。

この間種々の作目を組入れて接合経営を経験したが， 35年より養蚕主業の

方針に賠み切り，次第に養蚕規模を拡大して， 45年には年間上麟生産量 5 ト

ンを達成した。これは全国にも例をみないものである。このような養蚕の単

…経営で規模が大きく生産性も;短めて高い自立経営を実現したことは岡野谷

さんの優れた経営能力と努力と養蚕への限りない愛着心に負うところであ

る。特に育蚕作業の省力技術の体系化については小型機械器具の導入によっ

て飛躍的な労働生産性の向上を達成しており，今後において規模拡大を志向

する農家の模範として特筆すべきところである。

岡野谷さんは若年の故をもって長の職を先議にゆずり，脇役である大里郡

藤沢養蚕農協柏合支部長として，組合活動に尽惇し，この地域の養蚕技術の

普及と経営の合理化に貢献する一方，県内外の見学者に対しては進んで現場

の案内，経営の説明などにつとめるとともに，県内の研修会には欠かさず出

席するなど養護専業農家として蚕一筋に生きる生活態度は全く敬般に値する

ものがある。

また県の企画する大競模農業経営の基本類型策定のそデ Fレ農家として県蚕

業試験場，県農業試験場の調査など煩雑な仕事に積撮的に従事協力し，埼玉

県における新しい農業路線の指標となっている。そのほか深谷警察署の防犯

逮絡班長として農業以外の面においてもその信頼と誠実さが買われており，

地域社会の模範である。

このため， 37 , 41の両年には経営台理化農家として深谷市長賞， 41 , 42 , 

45年にわたり多収獲養蚕者として埼玉県知事賞， 45年には第 3 回関東地方繭

生産性向上コンクールにおいて農林省蚕糸醤芸局長賞，優秀賞として全国繭

増産推進協議会長賞，大規模経営養蚕者として全養連会長賞の受賞を重ね

た。昭和45年 8 月 lこは毎日新聞社，富民協会主催の第四回全閣農業コンク

yレにおいて，名誉賞として農林大臣賞，毎日新聞社賞を受賞した。
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家庭にあっては，妻みささん (43才〉が夫君に劣らぬ養蚕熱心で内助の功

が高くラ長男秀男君~ (22才)もまた熱心な農業後継者として両親に協力して

いる。

務受賞者の経営概況

1. 地域の概況

深谷市藤沢地区の45年における耕地面積は 1 ， 300ha ， うち桑闘 492ha (約

38%)，農家数 1 ， 360 戸うち養蚕戸数 1 ， 025 戸 (80%)，年間収繭量 565.5 ト

ンと多く，古くから埼玉県下の養蚕主産地として知られている。

この地!玄には年間 1 トン以上の繭生産量をあげている大規摸養蚕農家が84

戸に達し，昭和44年度の藤沢農協扱いの農産物粗生産額は 898 百万円でその

うち繭代金は 525 百万円を占め粗生産額の約62%が養蚕による収入となり，

この地域の農家経済の依存度は槌めて大きし、。養蚕収入に次ぐものは畜産収

入124百万円 (15%)，そさい71百万円 (8~のなどがある。

2. 経営の概況

( 1 ) 家族構成

家族 6 人のうち，養蚕従事者は岡野谷さん夫妻と長男，妹の 4 人で，能力

換算で 3.6 人となっている。家族の構成は第 1 表の通りである。

第 1 表家族構成〔昭和44年末)

氏 名 司。FtbE 柄 年 令
養蚕従事者

がíi :'/;ラFι 

44 年 45 年

間息子谷区三 帯 王 42才 。 。

タタ 、、、 サ 妻ー 42 。 。

" 秀 j号 長 5号 22 。 。

石井イエ 妹 36 。 。

" 達行 甥(妹の二男〕 14 中学校

ク 光男 ク〔ク三男〕 11 小学校

(2) 経営耕地

経営耕地 235 a はすべて桑闘である。従来，肥育豚，米麦，養蚕の接合経
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営であったが， flB和35年以降養蚕を基幹とする経営を志向し，所有水田と桑

閣との交換分合，畑地の桑闘への転換造成などを通じて桑閣の拡充と集団化

につとめた結果， 43年から義主主の単一経営として出発した。

過去における経営耕地利用の推移などについてみると第 2 表の通りであ

る。
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③ 

桑閣は銅育場所より 300m内外の距離iこ 3 団地に集由化したものと餌育場

所の周辺のものに分かれ，整備された農道によって連絡している。土壌は湿

性腐植質火山灰土壌で、地力の維持増進のため，農協の斡旋で養豚農家と契約

をと結び，稲わらを提供して豚厩肥を受けとる方法をとっている。

薬品種は一の瀬，改良鼠返で用途ZIJ桑閣を設定し，仕立法は中刈五挙式

で，管理は機械による清耕法である。(第 2 国，第 3 表〕

- 9 -



第 2 図桑閣の略図

東ωa

盤図|号車抱 (3 ，'伊J

第 3 表桑潤概況 (44年末現在〉

団地名|面 積 l 樹 令|桑品種|槌付距離|用途別
a 年 百1

西 22.3 の ;額 2x1 3 令用桑関

5. 7 13 改 鼠 7 7 

西 53.0 11-15 一 の 非貢 2 x 1 壮蚕用桑濁

32.0 7 改 鼠 ク ク

東 49.3 2 一 の 瀬 2 x 1 〆ノ

13.7 4 改 鼠 1. 5xO. 75 7 

南 33. 7 5 の 瀬 2 x 1 ク

16.3 4 改 鼠 7 ;. 

隣接地 18. 7 11-15 の 瀬 2 x 1 3会

8.3 ;. 改 鼠 ク ;. 

(3) 主な資本装備

建物では，木造 2 階建蚕室 1 棟，軽量鉄骨査室 2棟，母農の 2 階およびさ

しかけ屋根を合わせ，床面積 1 ， 040m 2 である。蚕種 1 箱当り最大施設面積

を 20m 2 とすれば、 1 蚕期52箱の飼育量を収容することができる。養蚕用機

具の主なものについてみると，動力噴霧機，動力毛羽取機，動力条払機各 1 ，

耕転機，足踏式収繭機，換気扇，給桑用ワゴン，台秤各 2，養蚕用暖房機 4，

給桑リフト 10，石消ストーブ 6 ，スプリンクラー 2 および回転緩 1 ， 200 組な

ど省力技術と蚕作安定技術を推進するためのものが装備されている。
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(4) 経営の収支

44年は春，夏，初

秋，晩秋および腕々

秋蚕の年 5 間飼育を

行ない， 131 箱を掃

立て，上繭収量3 ， 855

kg を生産し， 繭販

売収入 363 万円，経

営支出として 133 万

円，差引所得額 230

万円となり，所得率

は63.2%である。

(第 4 表〕

務受賞財の特色

収入の部

支出の部

差

1. 接合経営から単一経営へ

第 4 表収支計算 (44年〕

繭販売収入

米 ク

畜}盗物 "" 
その{む "" 

戸ぷマA、 種 !JIl: 

共同飼育費

肥 が1- 資

農 !lî~ 主そ

桑樹成閤 !JIl:

補稿用桑苗焚
主問弐 51官~モ、￡ 主号

燃料電気 !I!i:

lE昔 i:;j" 料 資J

震 よ フ 労賃

支払 い i也代

共 済 j占ト 金

農業被服費等

建物焚(償却含む)

大農機~費(償却含む〕

ヨ l 所 j与

3 ， 630， 153 円
。

。

。

3, 630, 153 

207 ,340 
57 ,750 

315 ,900 
60 ,000 
97 , 684 
11, 125 

147, 211 
17,800 
64,795 
47，的。

57 , 252 
53 , 177 
15,000 

135,000 
50,075 

1,337 ,709 

2, 292,444 

i滝野谷さんは戦後経営主となってから，タクアンの仲買 3 千羽のブロイ

ラー飼育，製縄と肥育牛， 2---3 百頭の養豚などいろいろ主業を変え，これ

と米麦，養蚕の複合経営を経験した。

昭和30年の後半より養蚕を とする経営に切り替え， 43年には全耕地を

桑闘に転換し養蚕の単一経営に踏みきったことは前に述べた通りである。

養護は昔から米麦などとの複合経営として取り入れる適作目としてわが簡

農家の労働の完全燃焼をねらいとして広く普及したものであるが，今回の受
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賞財のように養蚕を専業に経営する農家が近年全国各地に増加しており，こ

れらの農家数は44年で 4， 700 戸を数えるに至っている。岡野谷さんの場合は

これら農家の頂点に位置する経営であり，これに移行するに至った動機につ

いてみると次のような理由が挙げられよう。

(1) 繭の流通販売が安定していることおよび他作自に比較して有利である

干上

、】aζー。

(2) 養蚕技術指導の体制が整備されており安心して生産にとり組めるこ

と。

(3) 義主主は立地に恵まれ，家族こぞって養蚕に愛着をもち，技術面でも最

もやりやすい作目であること。

(4) 養蚕単一にしぼることによって，家族全員が経営に従事することが可

能で，全精力を集中できること。

桑園基盤の苗よりみると， 39年の140 a (収繭量1. 49 トン〉から43年の253

a (2.35 トン)と拡充されている。そのため43年には稲作の放棄による水田

と桑園との交換分合，さらに自己畑の軽換造成による桑閣の拡大と集団化が

行なわれ，次第に生産力を高めつつ， 45年には 5 ， 056kgの収繭量を達成し今

後さらに一層の桑菌拡大を計画中である。

特に水田を経営から切り離すことは，決断力を婆し，一般には容易に行な

われ難い。桑園の集匝化に成功した裏には岡野谷さんの養蚕専業への限りな

い情熱によるものであることを指摘したい。

単一経営は複合経営に比較して，資本，労働の投資効率が極めて高く，作

業は専門化され単純化されるので，家族労働 1 人当り仕事量は著しく向上し

ている。

2 多国脊と蚕作の安定

銅育は年 5 回とし，春蚕 5 月上旬，夏蚕 6 月中旬，初秋蚕 7 月下旬，晩秋

蚕 8 月下旬，晩々秋蚕 9 月上旬の掃立てである。(第 5 表)

特に夏蚕の掃立ては埼玉県の一般養蚕農家では稲作との競合があって 7

月上旬近くまで遅れ，初秋蚕に接近し，重なりがみれる。このためややもす
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第 5表飼育成綴

44 年 ; 必年

資期 i話一一一昨-4…伊if時半収繭両両F
l 月間箱! 同! 同 kg: 1 月f!!箱. ~~ ~~I . ~~ ~~i ， l{~ 

春1ífI 5. 8: 35: 1, 186.11 1, 166.11 33.2 5. 15, 551 1,784. 1! 1,764.8 32.1 
1 =! ~:I {~01 c:i -L, =~~';l ~~. ~I c ~~I ::1 

友蚕 I 6. 16 23' 631 目 5 621. 5: 27.0 6，却 351 874. 6 865. 6 24.7 1 - --1 
初秋主主 I 7. 271 28. 795.2 783.2 28. O. 7. 28 30: 916.71 905.71 30.2 

1 ~ ~J ~J _ _::. ~: ] ~=I:J _ ::: J I  
晩秋蚕 1 8. 28. 35' 1,018.2 998.2 28.5 8. 27: 35! 1,030.8 1,019.3' 29.1 

~~~ ,.' :::':1 ::. ~I ・ ::1
晩々秋蚕 I 9. 8 10, 290.6 285.6 28.6� 9. 3 15: 449.9. 446.2 29.7 

I~' ~I ~ :~:':I ~ ~_. ..1 -~. ".~' ~I .::1 _ :~:. ~I 
2f il131;33916R2,854.bi29.4i i 170y,O561;5,001.q29.4 

れば労働力の集中化と作柄の不安定を招き生産性も低下するおそれがある。

しかしこの経営においては，米作との作業の競合がなく，脊蚕に専念、できる

ので労働の合理的配分が可能となり，施設の利用も趨めて円滑に運ばれ蚕作

の安定に大いに役立っている。

桑閣は第 6 表の通リ用途別に設定され，それぞれの査期に応じて桑の収獲

法が決められ，充実した用桑の供給が計閥的に行なわれ，このことが蚕作の

安定する要困ともなっている。

用途別;間

① 3 令周桑関 i

(残条式)

⑨春秋兼用桑原

(哀切法)

③友:蚕専用桑関

(夏一期法〕

④初秋主主専用桑関

(若手切法)

3. 作業の省力化

第 63受粂障の設定と収稔

各二

稚蚕l土共同飼育により 3 令以降は軽量鉄骨の専用査室を噌設して，一段
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の年間条桑7ぎを行なっている。

配条機(リフト式) C左上〕

配桑車(ワゴン) C左中〕

動力条払機〔左下〕

足踏式収蔵機〔上〕

給桑リフトおよびワゴンの導入による給桑，除沙および上競時の運搬労働

の節約と疲労度の軽減，動力条払機による熟査の収集作業，足踏式収縮機に

よる収繭作業の能率化をはかるほか，省力の基本である蚕作の安定に盟意

し，消毒の徹底をはかるため，飼育室の床面はコンクヲート打ちとし，各蚕

期の開始時と終了時において 1 年間を通じ12回の蚕室内外の徹底消毒を行な

っている。
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4. 桑留地力の維持増進

桑の増収と葉質の向上をはかるための施)IEは春，夏肥ともに固形肥料の全

面散布によるほか，地カ維持にかかせない有機質給源の確保については，地

区農協の斡旋によって，地区内の養豚農家と契約を結び，稲わらを養豚農家

に無償で提供することにより， 10 a 当り 750kg棺当の豚蹴肥の還元をうける

こととしている。このほか蜜ぷん蚕法堆肥を造成して 1， 000kgを桑園へ還元

することおよび冬期間の稲わら 250kgの土中堆肥など10 a ~ 1), 2 ， 000kg の

有機質を投入して桑園地力を培養し，今後における桑間生産力の向上をはか

っている。

第 73受桑園施肥最 (10 a 当り)

年次 手重 類 考

マノレ粂特 1 号
K20 

マノレ桑特 2 号 360 
22. 35kg 稚主主

苦土石灰 150 150 
桑関 (15.0) 

稲 わ ら 250 250 
壮3妥 21. 75 

日家 厩 月巴 750 750 桑関 (14.4) 

蚕糞，蚕沙，[%条 1,000 1,000 

5. 賀桑によ=5規模拡大

養蚕の規模拡大に必要な農地の取得l士一般に極めて困難な現状にあるの

で，養蚕を休止している農家の遊休桑閣を科用することに着目し，桑の売買

契約を結んで計画的かっ安定的に桑葉を購入し 5 令最盛期で桑とりと育蚕

の繁忙期において，所有桑閣からの桑葉との輯整をはかりつつ，寅桑きと使用

することによって，桑とり作業のピークを解消するとともに，養蚕の競模拡

大に役立たせている。

また契約の内容には家族労働の遊休期間における労働の交換についても取

りきめを行ない，冬期は桑売買契約農家の施設閤芸へ労働を提供し，夏期は

育蚕労働への提供をうけることにより相互に遊休労働の有効利用をはかつて

L 、る。契約書の内容については次の通りである。
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桑売買契約書

甲深谷市村合735

乙 大里郡豊里村中瀬1120

河野谷

稚査共同飼育組合代表者金子 雄

甲と乙は養蚕に必要な桑売買について次の契約をする。

第 1 条 甲は自己の経営に必要な桑葉を乙に申込むものとし，乙は甲の要求

に応じ桑葉の提供をするものとする。

第 2 条提供する桑園の肥培管理は乙が行なうとともに甲の壮蚕期におい

て，あらかじめ甲が示した日目の条桑量を伐採し甲宅に搬入するも

のとする。

3 条 乙は申の要求により事情のゆるす限り，飼育労務の提供をするもの

とする。

申は冬期において乙の経営にかかる施設園芸に要する労力を提供す

るものとする。

第 4 条 契約の期間は昭和50年までとし更新することができるものとする。

第 5 条 条桑価格のとりきめについては，藤沢養協が両者の協定に立合うも

のとし 1 駄 (112.5kg) の価格については繭価格の 1/3 を基準と

し情勢を勘案して加減する。

昭和44年 1 月初日

後受章者の技術，経営の分析

1. 省力技術

家族労働 3.6 人で 5 トンの繭を生産することは容易ではないため，桑閤管

理から朗育，上旗・収繭作業に至る一連の養蚕作業を通じて省力技術の体系

化について創意工夫をこらしている。

( 1 ) 桑づくりについて

集団化された桑園{説会構距離を 2mx1m とし l珪の長さを40~80m と長く

することによって，ロータリー耕転機による桑園の管理作業が槌めて容易で

- 16 



ありかつ能率的に行なわれる。除草作業は 4 月下旬 6 月中旬の 2 間動力噴

霧機によって除草剤(カーメッグス〉の散布を行なっている。また病害虫の

適期防除のため地院に共同防除草圧を組織し，動力1噴霧機な利用した計画的な

防除につとめている。

施肥についてはマル桑閤形肥料の全面散布とし，有機質については，養豚

農家と稲わらと豚厩Ijl:1.の交換を行なっていることは訴にも紹介した通りであ

るが，このことは地区内の農業生産の分担を通じて，有機的な組織化をば

かり，省力の効果を発揮している。今後の農業が専門化の方向を辿る i場合検

討すべき大切なことがらである。(第 8 表〕

第 8表桑l翁の符理作業

使用燥機獄 f汚

2YJ 校条整理 ~tr定欽，鋸

:"l.一1二 新 i去施 )l巴 緋うん機， トレーラー，リタ!~ル桑lilll形肥料特 2%
ンカノレチ

3. ~Io 春切り 事YíE鉄

4. と 中耕除草 リターンカノレチ，動力的綴機 カーメックスlO a 当リ 200g

6. J: ~~F うん施)lE 籾うん機， トレーラー，リタ マル桑lilll形!肥料特 2号
ーンカルチ

(j. -1ご 施 )lE ~~F うん機， トレーラー 3妥沙， )jË条

7. J二 ド10 緋除草 リターンカルチ，動jJIIM易機 グラモキソン 10 a 200g 

ク IVj 除 動力'![t綴機
スキムシ倍に対しデフ。テレック
ス 1 ， 000

7. T 施 月巴 耕うん機， トレーラー 主主主主， ~医沙， J必条

8. Jjo IV5 除 動力'it't綴機 スキムシ{に去:ßJしデプテレック
ス 1 ， 000

8. -1ご 力む )l記 'l~I:tま機， トレーラー ヨ長沙， l!f&条

10. J二 メ多

" " 
10. '1' IV; I~主 初~jJllrl議機 クワカイガラ iこえずしマシンゾ

ーノレ 20倍

11. J:. 施 月巴 耕i証i機， トレーラ 苦土石灰

11 下 'lgþ うん施Jl巴 五多

(2 ) 脊主主について

とりは，用途別桑院iから飼育場所まで整備された農道によってトレラー
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で運搬される。また春と晩秋蚕期の 5令盛食期には契約買桑によることと

し，育蚕最盛期の労働ピークを崩すことに役立っている。

飼育場所は専用蚕室が整備されており，配桑が能率的に行なわれるように

貯桑室が付設されている。

稚蚕 1--2令については春蚕を除き，夏蚕以降は共同飼育に委託し 3 令

より一段餌いの条桑育で 1 日 3 屈の給粂を行なっている。

給粂にあたってはそれぞれの専用査室に装置された記桑機(リフト式〉ま

たは配桑車(ワゴン〉を使用して労働の無駄を省いている。配桑機と配桑

は建物の構造に応じて装置するもので，例えばかけ出し屋根などは配桑主主に

より，機械を懸垂することができる建物にはリフト式を配置している。これ

によって従来の所要労働時間を30%以上節減することができる。

例えばお年春蚕期の 5 令最盛期においては家族 4 人で50箱分の蚕の給桑を

1 時間20分で終えているので 1 箱当りの所要時間は1. 6 分であった。また

作業が極めて楽に行なわれるので疲労度の軽減にも役立っている。

i徐沙，拡座は 4令 5 令期の起除を 2 回行なうが，配桑機，配桑車を利用

して行なうことにより作業時間を20%軽減させている。

上競については動力条払機を導入し，作業時間で約30%の省力となってい

る。

収繭と毛羽取りについては，足踏式収繭機および動力毛羽取機を使用し，

作業の能率を向上させているが，一蚕期 1 トン以上の繭を一時に出荷するた

めには前日 1 何で作業をこなすように現状の機械の性能の向上が必要となる

が現状では機械の台数を増加して目的を達している。(第 3 関〉

育蚤労働は 5 月上旬に始まり 10月上旬に終了するまでの 6 ヵ月間金令を通

じて，家族労働と機械施設を計商的に稼動させることによって，無理のない

省力技指体系を確立している。

特に労働配分については第 9 表にみられる通り，作業が最も忙しい 8 月中

旬 9 月下旬などにおいても家族 1 人当りの 1 日の労働時間は 9 時間稜度に

止まっている。(第 9 表〉
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一般農家の養蚕作業においては，これらの時期は労働過重になり勝ちで，

若い人達には育蚕作業をいやがる原因ともなっているのであるが，岡野谷さ

んの記録によると，これらの時期においても家族員の体重が増加すると記録

されてほり，養蚕作業が極めて快適に進められている証査として、注目すべき

であろう。

また養蚕を行なわない期間は翌年の養蚕計画の樹立，桑間管理，施設の整

備などのほか，生活環境を改善して，家族の健康管理に留意している。

2. 蚤作安定技術

春蚕，夏蚕，初秋蚕，晩秋委主の各蚕期開始前と終了後それぞれ 1~2 回，

蚕室蚕具についてはホノレマリン，土問などについてはテトライトを使用し

て，動力噴霧機による消毒さと行なっている。

蚕体消毒については 3 令まで、はパフソーノレ 4 令以降は壮蚕ダストを使

用し，定期的に消毒を行なうほか，各蚕室の入口にテトライトの消毒盤を設

第 3 図 岡里子谷氏配置図 (45年春蚕現在)
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第 9表月句別労働配分

栽 桑 育 主主 fr' 

三
日

H寺 íl寺 時

上-中F 
192 192 

昭43. 11 
42 42 

上Eドド12 

上-中F 昭44. 1 

J下中二 38 38 
2 

上』中ド 90 90 
3 

ー下中と 58 58 
4 

160 160 

上下中 250 250 
5 280 280 

280 280 

上 34 286(56) 320 
6 下中 198 198 

42 240 282 

上下中 42 230 272 
7 296(56) 296 

34 206 240 

上下中 16 256 272 
8 321524 (56] 312 

34 288 

上下中 278 278 
9 288 288 

320 320 

上下中 42 346((566]] 388 
10 176(1 176 

言十 664 4,656 5 ,320 

( )内は各蚕期の上族作業の麗ょう労働時間を示す。

け病菌を蚕輩内に持込まないよう注意を払っている。

蚕糞査沙の処理は，給桑用ワゴン，リフトを活用して，蚕室内への散逸を

防ぐとともに，蚕糞蚕沙を直接桑園に方面用することなく，約 2 週間堆積し腐
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熟化した後桑園に投入することとしている。

稚蚕用桑の確保については 3 令専用桑閣を設け，稚蚕用方面肥設計による

施肥(第 7 表参照〉夏期敷わら法による皐害防止，害虫防除など業費の向上

につとめている。

議室は暖房機4 セットを導入し，防署のためにはスプリンクラー 2 台によ

るほか，換気扇を整備して飼育環境の調節につとめている。

3. 養蚕経営の成果

44年の養蚕経営収支についてはすで、に述べたところであるが，その主な生

産't生指標について， 44年農林統計による繭生産費調査農家と比較してみよ

う。

第10表養護作業J.lIJ労働時間(昭44)

総労働
f乍 業 JJIJ 上勝 100kg ~きり①

Jl寺

!土井うん 1i首 nE
栽中耕除草
春 〔変〉 メIJ :32 0.8 ( 0.9) 8.5 9 

防 除 64 1.7 ぐ1.9) 1.7 100 

桑!校条整理その他 38 1.0 ( 1.1) 2.6 38 

664 17.2 ( 19.5) 64. 7 I 27 

養蚕準備 280 7 ‘ 3 ( 8.3) 12.4 58 

育 1;桑 と り 1,132 29.4 ( 33.3) 75.7 39 

自可 予守 1,704 44.1 ( 50.2) 97.2 4f 

上 滋 880 22.8 ( 25.9) 49.3 46 

収 R弱 444 11. 5 ( 13.1) 28.8 40 

蚕後片付その他 216 5.6 ( 6.4) 13.8 29 

4, 656 120.8 (137.0) 277.2 44 

l口》、 5 ,320 138.0 (156.6) 341. 9 I 40 

( )内は契約寅桑分の収麟j滋 456.6kg を除外して算出した数値である。

(注〕 繭生産焚調査の対象になったきを蚕農家の1刻1i 1ま 1 戸当り上繭収益362kg，桑殴

面積 35.9 a , 10 a 当り上繭収殻 100.8kg である。
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養蚕作業別労働時間は第10表の通りであるが，栽桑作業のうち耕転施肥中

耕除草は鶴生産費調査農家の26%，育蚕作業については桑とり 39%，飼育・

上旗45%，収繭40% とそれぞれ労働時間を節減しており，上繭 100kg当り労

働時間は 138 時間で生産費調査農家の 342 時間の40%に相当する省力効果を

あげている。

その結果家族労働 1 日 (8 時間〉当り労働報酬は 3 ， 447 円となり生産費調

査農家の 1 ， 246 円に対し 2.8 倍の労働報酬を得ている。

岡野谷さんの家族労働 1 人当り上繭収益は年間 1， 070kg となり，その養蚕

所得は 637 千円となる。また養蚕経営費 1 万円当り養蚕所得は17千円，養蚕

施設 10m 2 当り上繭収益は 48kg，桑園 10 a ~きり上繭収量は 134kg でその養

蚕所得は91千円となっている。

なお45年は上繭収量 5 t に達し，養蚕粗収益は550万円が見込まれるので，

44年の経営成果を大きく上回るものとなろう。

愛護普及性と今後の発展方向

養蚕の規模拡大にあたっては，近年農村の労働力の不足や土地の流動化の

制約条件など幾多の悶難性があるにもかかわらず，経営主の優-れた経営手腕

によって，地域社会相互の連関をばかりつつ，自己の経営合理化に対処して

いる点、は特筆に値するであろう。

その主な点をここに要約すると次の 4 点、があげられる。

① 桑園規模拡大のための耕地の交換分合

② 桑園生産力維持のための有機質の確保

③ 養蚕規模拡大のための遊休桑闘の利用

④ 経営問の家族労働の交換

これらは全間各地に発展しつつある大規模養蚕経営志向農家の今後の経営

の進め方として参考となろう。

岡野谷さんは現在の養蚕規模をさらに拡大する方針であり，さしあたり昭

和50年の繭生産自擦を 7~8 トンとし，これを達成するだめに必要な家族労
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!動を現在の 4 人から長男の結婚によって 5 人とし，桑闘は借入によって 4.0

~5. Oha に拡大し， さらに養蚕施設の拡充については本年よりすでに 230m2

の鉄骨専用蚕室の新規取得を子予定している。

養蚕;土日本の風土に適した作目として古来全国各地で広く行なわれてき

た。岡野谷さんの養蚕経営はわが国養蚕業の歴史的発展過程のなかで，新し

い養蚕のあり方を示したものとして銘記すべき存在であり，今回の天皇杯の

受賞を契機として，今後における飛躍を期待するとともに，養蚕業の振興に

寄与されるよう切望して止まない。
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養蚕単一経営の楽しみ

岡野谷冨

関東平野のほぼ中央に位する埼玉県

深谷市藤沢地区は普から養:m:の盛んな

ところで，現在でも農家 1 ， 360 戸のう

ち 1 ， 025 戸が養護を行ない， 45年には

565 トン余の摘を生産して 700 億円を

上回る粗収益をあげています。したが

って，私の周囲には広々とした桑園が

続き，大規模養蚕農家(1トン以上〉

は 100 戸をかぞえて養蚕意欲のすこぶ

る旺盛な地域です。

この中に育った私は 25 才で父を失

い，以後一家の柱として主穀作・タク

ワンの仲買・ブロイラー飼育・製縄・

肥育豚などを基幹に養蚕を副次として

農業経営を続けておりましたが内容は

停滞をきわめ，はかばかしいものでは

ありませんでした。その日寺，近所の人

から桑閣と水田との交換話を持ちかけ

られ，家族の反対を押し切って飯米用

|水田27.3アーノレを手放す決心を国め，
253 アーノレの耕地全部を 3 団地の桑園

として養蚕専業に踏みきったわけで

す。最初は自分遠の食べる米や 1 坪の

菜閤畑を持たぬ農民としての不安があ

りましたが野菜などは今まで口にしな

かった各種のめずらしいものが食卓を

飾るようになり楽しんで、います。また，

養蚕期以外の冬期 6 カ月は桑濁の手入

れ作業と十分な休養に費し，百姓のボ

ーナスと考えてゆっくり正月の過ごせ

るのも大きな魅力と言えましょう。

しかし，所得増大の途は繭の増産以

外にはなく，したがって蚕作の安定と

桑園能率の向上を最大の限目として，

稚蚕期の共向飼育・主主室蚕兵の徹底的

消毒と桑閣の土作り，肥料の増投に努

め，あわせて作業の省力化を推進して

今回の受賞に恥ない実績を今後とも保

ち続け，昭和50年目標の桑園 400 アー

ノレ，収漏 6.5 トンをぜひとも達成した

いと考えております。

-:"" ,21: -



日;$:農林漁業振興会長賞受賞

出品財養 番 経 営

受賞者米野下組養蚕農業協同組合

(代表者石関 孝〕

(群，馬系勢多郡溺亡と免村米里子〕

務受賞者の略歴

この組合は，群馬県勢多郡富士見村の米野下区を地区とする非出資の農業

協同組合で，省線前橋駅より約lOkm，パス(真壁鰻米野十字路下車〉で 30

分のところにある。

富士見村は群馬県の中央部に位置し，南と東が前橋市に接する都市近郊農

第 n窓 受賞者所在地略図 村で，赤城山麓南面の丘陵台地

に展開している養蚕のや)'L'\地で

グラ
ある。

この村の農家戸数は1，， 800戸，

ι; 
このうち養蚕農家戸数は 1 ， 400

，養蚕農家塁手77%であり，耕

地面積は 1 ， 890ha であるがその

うちわけは水田 461ha，普通畑
f;長野

834ha，桑国 594ha， その他 1

ha で、水田率わずかに 24% とい

う畑作地帯である。

土壌は火山灰土の軽しょう土
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米野下組護室農業協同組合のメンバー

であるが，昔から養蚕が盛んなところで，現在 594ha の桑園から 650 トンの

繭が生産され，農産物中生産額，販売額ともに第 1 位を占め，全国第 1 位の

収繭量を誇る群馬県のなかでも繭の主産地としてよく知られている。

この組合のある米野下区は富士見村の西隅にある集落で農家戸数は51戸，

そのうち養護主農家戸数は 38 戸でいずれも養蚕規模が大きく養蚕依存度が高

し、。

米野下組養蚕農業協同組合は米野下区の養蚕農家38戸をもって組織されて

いる非出資の養蚕専門農協であるが，その生い立ちは古く，昭和 9 年に蚕糸

業組合法に基づく養蚕実行組合として発足したが，昭和23年に農業協同組合

法の制定と同時に同法に基づく農業協同組合に改組し現在に至っている。

組合の運営は，組合に理事 8 名，監事 2 名をおき，理事のなから組合長，

副組合長，会計各 1 名を選出し，組合長を中心に民主的に運営され，よくま

とまっている。このほかこの組合の中核的事業である稚蚕共同飼育所の管理

運営を円滑に行なうため稚蚕共同餌育所運営委員長(組合長兼務)， 飼育主

任 1 名，栽桑主任 1 名，餌育栽桑係 4 名を任命し飼育所の運営に万全を期し

ている。

また，この組合は勢多・前橋郡養連に加入しているが，組合員は富士見村

農協に加入し，富士見村農協はさらに勢多・前橋郡養連に加入しており繭の
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共同販売，蚕種・肥料の共間購入などの経済行為は組合員一一米野下組養蚕

農協一一富士見村農協一一勢多・前橋郡養連のノレートで、行なわれている。

したがって，この組合は繭の生産集団として専ら組合員の養蚕技術と経営

の改善;こ努めているわけである。その成果は年々着実;こ向上し， 44年には10

a 当り平均収総量 181τ，g (対41年132%) ， 1 戸当り平均収繭量 821kg (対41

年 132%) に達し，いずれも県平均の 2 倍強という素晴しい成績告とあげるに

至った。このような成果は組合員の精進もさることながら組合の活発な生産

活動におうところが多く，その業績は高く評価され，例年の関東地方繭生産

性コンクーノレにおいて農林大臣賞を受賞するほか，第 9 回農業祭において振

興会長賞受賞の栄誉に浴することになったのである。

務受賞者の経営概況一一まゆとホウレン草の経営

組合員38戸はいずれも専業農家で，その 1 戸当り平均経営耕地は水田 30

a ，普通畑47 a ，桑園45 a である。(第 1 表参照〉経営類型は全組合員が養

蚕と桑閤間作のホウレン草を主とする野菜の複合経営を行なっており，繭と

ホウレン草で農業粗収入の72% をあげ‘ている。

ここのホウレン草は「富士見ホウレン草j の銘柄で東京市場で名声を博し

ているが，冬期カラッ嵐の強いこの地方では桑が防風林の役割を果し良質の

戸
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稚蚕共同飼育所

荷，蚕種・肥料の共同購入を行なうほか， 44年より積極的に中部蚕業指導所

の特別指導集落の指定を受けて，桑園の改良，施肥の改善，桑の仕立収穫法

の改善などを実施し，組合員の繭の生産性の向上と養蚕経営近代化の推進力

となっている。

務受賞者の特急

(1) 稚蚕共同飼育で蚤作の安定

この地区は，昔からの養蚕の主産地であるが，作柄は一般にわるく特に挽

秋蚕期には箱当り収繭量 20kg というときもあって，常習違作地帯とされ養

蚕経営改善上最大のi盤路となっていた。

群馬県のような大規模養蚕地帯では，従来稚蚕共同飼育は困難といわれて

おり，この組合も 37年までは稚蚕は個別飼育を行なっていた。たまたま， 36年

に群馬県蚕糸振興事業協会が設立され，この協会の助成を受けて富士見村に

2 ヵ所稚査共同飼育所が設置された。その成績は極めて良好であったので，

この組合も蚕作の安定を図るため， 37年度に協会の助成を受けて稚蚕共同飼

育所を設置することになったのである。

このような経過で， 38年春蚕より 3 令までの稚蚕共同飼育を初めたが，そ

れ以来蚕作は安定し今日の生産性の高い養蚕経営に発展する礎となった。

稚蚕共同飼育所は電床式20セット 60蚕架で一蚕期最大餌育能力(3 令まで〉

は 300箱~360 箱 (3 令期に 1 蚕架12段使用の場合〉である。
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飼育所の消毒はコウジカピ病の防除に重点、をおいて，群馬県の指導指針ど

おり実施している。また病託手、蕗の外部よりの侵入を閉止するため45年春蚕よ

り更衣室を付設して蚕作の安定に万全を期している。

大掃除 塵挨について「コウジカピ菌」の検診を中部蚕業指

導所で実施

蚕具の洗浄と消毒 クロン 200 f乱フォノレマリン 1 %?昆合液(中性洗剤

添加)に j受演消毒

蚕室第 1 次消毒 メノレ 1 ， 000 倍フォルマリン 3%混合液で消毒

蚕室第 2 次消毒 ネオ PPS燦蒸消毒

飼育労務は出役制で 1 箱当り 0.8 人の割合で、出役しているが，このほか飼

育主住，栽粂主任，飼育栽桑係 4 人が飼育期間中飼育所に常駐して筒育を祖

当している。なお，この常勤者には日当 1 ， 500 円，宿直料 300 円を支払って

いるが，組合員の出役には賃金を支払っていない。

稚蚕共同桑閣の設置は，この地ほのように大規模養蚕地帯でしかも関こん

造成する末利用原野のないところでは難事中の難事である。

この組合は組合員より既設桑簡を借上げたり，既耕地を借地して 2.1ha の

稚蚕共同桑閣を設け，組合で肥培管理を行なっている。

昭和38年 既設桑園借上 125 a 

39年 既耕地借地新植 60a 

年q3
 

A

斗A

f
十
3

凶
否
認p

" 25 a 

210a 

。主〉借地料lO a 当り 43年まで 5 ， 000 円， 44年より 6， 000 門

稚蚕共同桑閣の仕立収穫法は， 2.1ha を次のように匹分しA思と B区は交

互に行ない， C区は毎・年行なっている。

A区残条式全芽育成法 80 a 

B区捕檎全芽育成法(発芽前伐採) 80 a 

C区捕梢全芽育成法(春 3 令期株元伐採) 50 a 

したがって，春蚕期に利用できる桑闘は1. 3ha となり， 3 令までの稚蚕用
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桑を確保することはむずかしいので，葉質的に問題の少ない春蚕 1~2令用

桑は各組合員が 1 籍当り 8kg ずつ供出し，稚蚕共同桑園からは春蚕 3 令用

と蚕作の安定上質の良い桑を必要とする夏秋蚕用桑を収穫している。このよ

うな措置はこの地方のように稚蚕共同桑間用地の確保がむずかしいところで

は，止むを得えないことであろう。

稚登共同飼育実績は10 a 当り収繭量の向上に伴なって飼育規模は年々拡大

し， 45年晩秋蚕には 341 箱とほぼこの飼育所の銅育能力の限界に達してお

り，今後さらに規模拡大を行なう場合の問題点である。(第 2 表参照〕

第 2 表稚蚕共同飼育実績

年次 i 叫 I 42年|岬 1 44年 i 畔|掃立日
組合員 38戸 38 38 

利用者 38戸 38 38 38 I 38 

春 蚕 263.0箱 299.5 312.0 312.5 I 307.5 おおなみ 5 月 9 臼

初秋蚕 203.5 223.0 228.0 230.0 I 227.0 / ノ 7 月 23 日

晩秋蚕 279.0 319.0 322.5 4手 8 月 28 日

計 745.5 841. 5 862.5 869. 0 I 876. 0 

(2) 蚕室，桑毘の共同消毒

蚕室と桑園の共同消毒は，稚蚕共同館育とあいまって蚕作の安定と生産性

の向上を図る上に極めて重要な役割を果しており，この組合の重点事業の 1

つである。

組合員の蚕室は毎蚕期，組合所有の動力噴霧機を使用し，組合の役員と組

合内の蚕桑研究会員 (9 名〉の奉仕により能率的に実施している。使用薬剤

はフォノレマリン 3%液である。

桑闇の病害虫防除は，栽桑主任が桑闘を見回ってカイガラ虫，スリップ

ス，スキ虫の被害桑園のみ実施している。薬剤の散布は富士見村農協のスピ

ードスプレヤーを使用し役員と蚕桑研究会員の奉仕で行なっているが， 44年

の防除実績は次のとおりである。(第 3 表参照〉

(3) 省力多収穫養蚕の推進

このように，この組合は稚蚕共同飼育を中心とする作業の協業化を進める
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第 3 表桑闘共同防除実績 (44年〕

時 期 j 対象病害虫名 妨除薬剤j

3月 30 日 カイガラ虫，コウヤク病 10.8 ソンデ、ン，スケノレシン

4. 5 カイガラ虫，コウヤク病 7.5 向上

7. 15 スキ虫，スリヴプス 5.5 デヴプ，テレックス

8. 14 スキ虫，スリップス i 6.8 向上

一方，さらに組合員の生産性の向上と規模の拡大を挽進するため， 40年に白

から進んで中部蚕業指導所の特別指導集落の指定を受け，まず組合員の蚕業

技術と経営について総点検を実施してもらった。

その結果，施肥量は10 a 当りマル桑で 3~5 袋程度で少なく，組合員間に

かなり格差があった。桑闘は在来種の老朽桑園が多かった。飼育は室内餌育

を行なうものが多く上篠は 1 殺拾いが多かった。また初秋蚕の条桑育は，わ

い小枝の間引収穫を行なっている者が多いことが明らかとなったので，組合

は指導所指導のもとに組合員の桑閣の改良，肥料の増投，桑の仕立収穫法の

改善などに真剣にとりくみ，今日の成果をあげるに至った。

0桑菌の改良 桑品種は従来より一の瀬などの密良品種に改植を行なってい

たが，なお r行王手，青柳大和，多胡王手生などの在来稜が残っていたので，毎

年10%程度を罰途に計商的に一の瀬， 大島に改稿さ:行ない，現在i士一の糠

(60~めと大島 (40%) の 2 品種になっている。

これに伴なって，核;令も 10年未満55% ， 1O~20年45% ， 20年以上 O と若返

り，肥料の増投とあいまって生産性向上の大きな婆出になっている。

大島桑は改良鼠J]gより若干収量は劣るが，枝条:土底立性で萎縮病に対する

抵抗力が強く，王手生桑で壮議期:こ 11又:設が多いので，この地方に適した品積と

のことである。

0肥料の増投桑間の管理は桑菌 17.2ha のうち 16.7ha にホウレン草が開{や

されているので，大部分~F{耕法でわずかに敷わらマルチが行な於九ている。

施肥量は特別指導集落の指定さと受けて以来増加し，最近の標準的なlO a 当

り施肥量は， 3~4 月頃堆既肥 3 ， 000kg，マノレ桑特 2号 1S0kg，春蚕終了後
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ホウレン草間作桑園

マノレ桑特 2号 120kg を施用するほか，晩秋蚕末期から終了後にかけホウレン

草を播穏する前に石灰を 150kg散布して土壌改良を行なったのち石灰窒素50

kg，高度化成40kgを施している。(第 4 表参照〉

第 4表標準的桑間管理体系

日寺 期 作業の種類 v1� 考

3 月 -4 月 春肥施肥 10a 当リ堆肥 3 ， 000kg，マノレ桑特 2号 180kg

4 月上旬 桑国防除 リンデン，スケノレシンでカイガラ虫防除

6 月中旬夏肥施肥 lO a 当リマノレ桑特 2 号 120kg

除 革 防除剤シマジン散布

7 月中旬 桑菌防除 デップテレックスでスリップス，スキ虫防除

8 月中旬 ~ ~ 

9 月中旬 ホウレン葉播種 第 l 呂 娩秋蚕 4g民中，第 2 回 娩秋主至上族後，
-10月上旬 第 3 回 10月 5 日頃，石灰150kg ，石灰主主素i 50kg , 

高度化成 40kg，散布後 10 a 当り 7 -8l 播種

11月月中旬上 I ホウレン主主収穫
-3 勾出荷

ホウレン草は酸性土壌ではよく成育しない作物といわれているから，作付

にあたってはまず土壌改良を行なう必要があるので，桑闘の間作作物として

は好ましい作物で、あるが，桑とホウレン草が両立する鍵はこの地方のように

ホウレン草用の肥料を十分施すことであろう。

また，土地生産性の向上を図るため，年々多量の有機質肥料を施し土作り

に努力しているが，その主な供給源は家畜の焼肥である。組合員全員が肥育

牛または穏豚を飼養しており，その飼養状況は 1~2頭21戸， 3~4 頭11戸，
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5 頭以上 6 戸(第 7 表参照〉で，この家畜は組合員の多収穫養蚕推進上欠か

せない存在で、ある。

0飼育の省力化 壮蚕飼育は40年以前には居宅で行なうものが多かったが，

現在は全組合員が改良資金または近代化資金の融資を受けて簡易鉄骨ハウス

を建て，各蚕期とも屋外条桑育を実施している。また上族は大部分条払い

法 (38戸中34戸)， 1 部自然上篠法 (4 戸〉を実施するなど省力養蚕技術を積

極的に導入して養蚕経営の近代化を進めている。

初秋蚕期の条桑収穫は従来わい小枝の間引収穫によるものが多かったが，

初秋蚕期の掃立監の増加に伴ない桑闇蔚積の 10%程度を高橋式仕立法に改

め，初秋蚕用条桑の収穫量の増加と採桑労力の省力化を図っている。

なお，年開条桑育のための標準的な仕立収穫法を紹介すると次のとおりで

ある。(第 5 表参照〉

第 5 表標準的な条桑収波法

仕立収穫法

株7ëよ担伐採収穫

i削名式仕立法〔桑図荷積の10%程度)と春切および夏奴j桑閣からの

間引収税

春切および瓦奴j粂劉から中間伐採収穫

務技術，経営改善の成果と普及性

技術，経営改善の総合成果である組合の繭生産量は，年々着実に拡大し，

44年には31 トン(対41年 135 ~のに達した。このような成果をあげた最大の

要因は，すでに述べた桑闘の改良，肥料の増投による10 a 当り収繭量の増加

と推蚕共同飼育の実施などによる作柄の安定である。

44年の10 a 当り収繭量は，最低 159kg，最高 199kg，平均 181kg で， 富士

見村平均の1. 7倍，群馬県平均の 2 僚という高い生産性をあげている。(第 6

5受，第 7 表参照)

このように桑闘能率の向上に伴なって 1 戸当り平均i民繭最も 821kg (対41
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年 132 %)に拡大した。収繭蚤別組合員数は 600~800kg 19戸， 800kg~ 1 

トン11戸 1 トン以上 8 戸でいずれも規模が大きし養蚕収入は農業収入の

第 1 位である。(第 7 表参照〉

44年の組合員の平均農業粗収入は 167 万円であるが，このうち72% 120 万

円は繭と桑圏間作のホウレン草で占めており，桑闘10 a 当り繭で約18万円，

ホウレン叢で約10万円，計28万円という高い収益をあげている。

百 l 桑障問積!
当;収協法!

10 a I 組合 I 140.7kgl 
当収 お;ごと見村 86.4kgl
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この繭とホウレン草の組合わせは土地利用の効率化と労働配分の合理化と

いう見地からみて誠に妙を得たもので，養蚕専業農家の冬期休間期における

家族労働力の活用と所得の潟大きと図るうえに今後検討に値すると思う。

組合員の農業経営は，このように腕とホウレン草で安定しているので，前

橋市の近郊で就業の場に恵れているにもかかわらず，後継はいずれも農業後

継者として定着しており，農業後継者の確保難が問題となっているとき誠に

法医すべきことである。

1 トン農家を目指して規模拡大

現在 1 トン以上の農家は 8 1 トン近い農家は江戸であるが，組合員
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の普通畑の街積は最低26 a ，最高73a ，平均47 a で，表作に陸稲，甘藷，里芋

その裏作に小麦が作付されており，その収益性はいずれも低いが，陣稲につ

いては群馬用水からの畑かんで増収が期待され桑鴎への転換が臨時:されてい

た。

しかし，最近米の生産過剰が明らかとなるにおよんで陸稲その他畑作物を

桑閣に転換し 1 トン農家を目指して養蚕の規模拡大を計画している組合員

が多く，すでに46年春植用の桑苗 2 万本が予約ずみである。

規模拡大を行なう場合の最大の陸害要簡は稚蜜共同飼育所の銅育能力であ

る。

その対策としては，今後桑園面積の拡大に伴なって夏秋蜜専用桑園を増反

して夏蚕と晩々秋蚕を導入し，年 5 回育を検討しているが，適切な措置と思

われるので，計画どおり，今後さらに養護規模の拡大と所得の増大が期待で

きると思う。
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経営概況 (昭和44年〉
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全員 1 トン養蚕農家を目指して

米野下組養蚕農業協同組合

私達の地帯は明治のはじめ日本三老

農の一人船津伝次平翁の出生地で，苦

から養蚕が梅めて皇室んな地方であり，

またさ苦種家も幾軒ーもあって必然的tこ養

蚕を基幹とする農業経営に発展して来

たのである。しかし，蚕作の不安定が度

々襲来して集団遼作が発生したり，繭

イ函の変動が甚だ、しく繭作りに大きな悩

みをかかえた事が幾度かあって，農家

生活に及ぼす影響は不安の連続であっ

た。昭和の初期誠の大暴落により養護

収入が様めて{尽くなったとき2~3の農

家が粂翻の間作利用にほうれん主主を取

入れたのが，現在殆んどの粂閣に作付

けられ「富士見ほうれん主主」としてその

名を輝かせる主因となったのである。

この様な経験をへて戦後符ーび養蚕が

主主んになり規模が拡大され銀脊技術の

研究が進み違作のiEi悶が明確となるに

したがって，これを解決する方法とし

て，主主室夜具の徹底消毒や稚夜共同飼

育の実施が必要であることが明らかと

なった。これを推進するためには共開

飼育所を設置することが何より必要で

あるという結論に達し組合員全員で工

事にかかり 昭和38年春査より共同飼育

を始められるまでになったが，その問

には蚕品種の統一や取引製糸工場の一

本化等幾多の難問題があったが，関係

機関の強力なる指導のもと組合員全員

の一致協力があってここに明るい楽し

い養蚕経営に改革されてきたのであ

る。

この結架:一戸の遼作者ーもなくなり稚

夜共同飼育のjkf施前10 且当部落平均収

務量 118kgであったものが共同飼育の

実施後は年々向上し，昭和44年には181

kgfこ躍進し一戸当り養蚕収入は778千

円となり養蚕は名災共に農業経営の柱

となり村内及び都内の最高実績をあげ

るに至ったのである。

第 9 田農業祭において日本農林潟、業

振興会長賞を受賞する栄光に浴した組

合員は，今後この輝かしい栄光を守り

受賞に恥じない養蚕経営を行なうため

に普通士111を桑閣に転換して経営規模宏

拡大し，養蚕自立経営農家として他産

業に負けない立派な経営を樹立し，全

員が 1 トン以上の収納をあげることが

念願である。

規模拡大をしたくとも農業就農人口

の減少等幾多凶縦な問題があるが，こ

れを多聞育と省力義主主技術の導入によ

り近代養護を炎現し併せて地域社会の

模範となるよう組合員会員相互のカを

結集し総ての人々と共存共栄し明日の

大きな飛躍に向って隣jþ器産に努力する

党俗である。
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白木農林漁業振興会長賞

出品財養蜜経営

受賞者松岡秀美
(宮崎県東臼杵郡東郷11ITIlil塗477)

困難を克服し養蚕単一の自立経営を確立一一受賞者の略歴

松岡さんは，昭和12年宮崎県下の)11南尋常高等小学校を卒業して以来，農

業一筋に生き今日に三さっている。この間，昭和35年までは，甘藷中心の畑作

第 1 図受賞者所在地絡図

1: 340,000 
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壮蚕用軽量鉄骨ハウス

と集団化された桑園

経営であったが，でん粉工業の不振に伴ない，甘藷価格が不安定となり，将

来の農業経営が憂慮されてきた。このため，町当局，その他関係機関の意見

を聴取しながら慎重に検討した結果，養蚕+酪農の複合経営が最適と判断し

た。 36年に入って，桑闘30 a と乳牛 3 頭を経営の中核にして，希望に胸を躍

らせスタ…トした。しかし，目標達成への道は険しかった。農業従事者 2 人

という制約された条件の下では，労働力や競合の点からみて，規模拡大が困

難であることが察知されたので，遂に酪農を断念し，養蚕専業で進むことに

決心した。

それ以後は，ひたすら養蚕に全カを打ち込み，数年を出でずして全国まれ

にみる立派な養費自立経営を築き上げたのである。しかし，この成果は一朝

一タに生れるものではなく，県の奨励方針にしたがい，蚕業改良普及職員や

町役場その他関係機関の適切な指導を受け入れながら，一方では，創意工夫

と不屈の信念とたゆまぬ努力によって，一歩一歩築き上げた結果が素晴らし

い成果を実らせたのである。昭和40年当時に比べ，桑園面積は約 2 倍に，縞

生産量は約 3 倍に増大した。(第 1 表参照〕

また，松岡さんは，地域の養蚕振興のためにも尽力され，昭和40年に東郷

町が農業構造改善事業を計画し，養蚕を導入する際は，率先して事務長を引

き受け献身的に事業完遂に当った。また，地区養蚕組合長として卓越した識

見をもって養蚕の規模拡大と経営の合理化のために尽力し，この地域が養蚕

新興地帯として誕生することに至った大きな原動力となった。また，立派な
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第 1 表桑閣および収繭最の推移

10 a 当り収繭金
年 次 桑閤面積 上繍収量

本 高且 l口〉、

a 
65k0g [ 100] 6l5Eg (100]

kg 
40年 80(100) 

41 90(1l2) 751(1l6) 84(129) 

42 1l0(137) 1,190(183) 108(166) 76 

43 140(175) 1,420(218) 101(155) 85 

44 140(175) 1,949(300) 1 139(214) 99 

人格と旺盛な責任感は，地域の人達の信望を一身に集めている。

松岡さんの立派な技術と，盛れた経営内容は，地域の生きた指標として経

営改善に賞献し，その顕著な功績によって幾多の賞を受けられた。さらに，

45年 3 月には，宮崎県主催の養蚕経営改善共進会において農林大臣賞を受賞

された。

務合理性を探究し養蚕経営の改善を推進一一受賞者の経営概況

1. 地域の概況

松岡さんの住む東郷町は，宮崎県の北部，日豊本線沿いの日向市の西南に

位置し，山林が 8 割を占めるはi村地帯で，町の中央を耳)11が流れている。

IBTの農業は，従来は水稲，甘藷，和牛，木炭，しいたけなどが中心であっ

たが，昭和40年に農業構造改善事業に養蚕，みかん，粟が導入され，美々津

国営開拓パイロット事業に養蚕，みかんが計画されるようになったのを契機

第 2表東郷町の農業推移

年 .~(F'î~ ~IÆF~ 耕次農家戸数養護戸数水間 I 普通畑 1;桑|頚 I 樹国土也 縞生産;設

1 ， 35戸5 
戸

6, 19k1 g 昭和40年 31 568 304 74 

41 1,355 53 568 304 74 9,428 
42 1,355 79 560 304 28 84 11,981 

43 1,323 124 540 280 42 94 27, 181 
44 1,323 145 520 270 53 120 36 ,221 
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に，急速に養蚕が伸び始めた。当時31戸の養蚕農家は現主 145 戸に増加し，

今後さらに激増の傾向にあり，養蚕新興地帯として発展が期待される。(第

2 表参照〕

なお， 44年の主要農産物の生産額は，米 9， 768 万円，イ子牛 5 ， 544 万円，繭

3， 420 万円，みかん 1 ， 268 万円，肉牛 541 万円などである。

2. 経営の概況

(1) 家族の構成

家族は 4 人で，養蚕従事者は秀美さん夫妻の 2 人で，能力換算は 2.0 人で

ある。

第 3表家族構成 (45年〉

氏 名 続 柄. メ寸〉3、 養蚕従事者

松岡秀美 本 人 48才 。

"" 吉子 妻 42 。

ク スミエ 長 女 18 高校 3 年

"" 
ウメノ 母 70 

(2) 耕地の利用状況

35年頃までは，水稲と畑作との経営で，畑作の主幹作自は甘藷ーであった。

36年に桑密30 a を新植し，その後毎年畑地を減らして桑圏を造成し，遂に43

年には畑地の全部を桑園に転換した。(第 4 表参照)

第 4 表耕地利用の推移

年 次 水 国 普通畑 桑 国 その他

a a a a 
35年 12 140 152 

36 12 110 30 152 

40 12 60 80 152 

41 12 50 90 152 

42 12 30 110 152 

43 12 140 152 

44 12 140 152 

(3) 主な資本装備

養蚕用の主な資本装備は，壮蚕用の鉄骨ノ、ウス 2棟 343m九歩行型トラク
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ター，動力噴霧機，動力散粉機，動力毛羽取機，軽四輪車各 1 台，暖房機 2

基などが主なもので，経営にマッチした装備であり，経済効果は大きい。

(4) 経営の収支

松岡さんの経営は，土地，労働，資本財の 3 つの生産要素が，いずれも非

常に高い。

経営耕地面積は 152 a で広いとはいえないが， これから生産された昭和44

年の農業粗収益は 189 万 8 ， 000 円に達し， そのうち， 養蚕粗収益は 184 万

5， 000 円で全体の97% を占め， その他はわずか米・そ菜などがあげ、られる。

(第 5 表参照)

第 5 表農業経営の概婆 (44年〉

区 分 金 綴 itコ入

繭 1 ， 845 ， 289内 97% 

米 41 ,000 2 

てザ 菜 12,000 l 

音j' 1,898,289 100 

幾外収入 14,000 

l口〉、 1,912,289 

カ多収穫技術の導入による合理化された養蚕経営一一受賞者

の特色

松岡さんは，省力高能率を中核とした近代的な経営を隠標に，労働生産性

と土地生産力を全国最高水準にまで向上させた。この素晴らしい経営lむ養

蚕を始めてわずか数年の開に実らせた驚嘆に値するもので，その特色を次に

述べる。

1. 省力多収穫の桑園管理

年の初めに，年間の作業計画を樹て無駄のない効果的な栽培管理を行なっ

ている。実績を克明に記録していることは特記すべき点の一つであろう。

桑閣を一団地にまとめ，農道を整備し機械化と作業能率の向上に資してい

る。
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桑閣の探況は第 6 表の通りで，管理は清耕法である。

また，桑菌作業の実績は第 7 表の通りである。
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畑地を全部桑園に転換したが，面積は少なく，地力が低いため生産性を高

める以外に方法がないと考え，土作りに重点を置き，万難を排して有機物の
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確保に努めた。蚕糞蚕沙，稲わらは無論，間作緑肥の栽培の外，冬期の農関

期を利用し芝草刈を行なうなどして，遂にlO a 当り 3， 000kgの有機物確保に

成功した。無機質肥料については，丸桑粒状図形把料を中心に施し，単肥の

熔燐，塩化カリさと加えて， りん酸カリを補給するなど施肥改菩・に努めてい

る。

10 a 当りの無機質肥料の施肥最は，成分換算で窒素 41kg ， りん酸 37kg ，

カリ 32kg である。(第 8 表参照〉

第 8 表粂濁施RB-f設(10 a 当り〉

肥料名 成分換算

熔成燐月巴 90kg 無機質肥料

塩化カリ 加 N 4L8kg 

丸桑/持 2 号 150 P205 37_ 0 

ョク 3 号 120 K20 3L9 

粂化成33号 40 

200 

アズミン 20 

有機物 1 3,000 

施肥回数は年 5 回(春llE2 回，夏

肥，追肥，冬肥〉で適期に施されて

いる。酸性土壌の矯正を国るため，

毎年 1 屈冬期に酸度検定を実施し，

44年には苦土石灰を10 a 当り 200kg

施している。

この地帯は病害虫の発生が多いた

め，防除については細心の注意を払

い適期を失せず徹底した消毒を行な

っている。

最近，経営規模の拡大に伴ない，多田育が多くなり，松岡さんも率先して

多間育を導入した。しかし飼育回数を多くするだけでは，多間育の効果を十

分発揮できないことを知った。そこで，多凹育に適応する用途別桑簡を設定

するため，蚕業改良普及職員の指導を受けながら，均等に近い橋立量と，等

間隔に近い掃立時期で，桑の収穫量を減らさず，しかも収穫方法が簡単な用

途531]桑閣の設置に努め，やっと実現した方法は泰刈・夏刈・残条式を輪収方

式によって組み合わせたものである。(第 9 表参照〉

2. 育蚕の省力化

稚蚕は 2令まで共同飼育を行ない 3 令以降は 1 ヵ所に集団化された桑閣

の中央に建てられた壮登用鉄骨ノ、ウスで，効率的な育蚕作業と近代的な養蚕

経営が行なわれている。自宅から蚕輩までは 800mあり，朝，弁当を持って
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第 9 表用途別桑濁の設定

用途別|収穫時期 l 収 穫 方 法

春メリ桑国|第 1 間収穫(夏 蚕) I 下部 80 cm を残し収穫する

40a 1.第 2 間ク(晩秋蚕) I 再発芽した条のうち 1 ヌ!ï:を 30cm残し，他

は分岐点より収穫する

夏刈桑悶 I 第 l 回収穫(王手 設) I 株際より収穫する

60a 第 2 回ク〔初秋蚕) I 下部加cm を残し収穫する

第 3 凹ク(挽秋蚕) I ·再発芽した枝条 l 木を 30cm残し，分岐点よ

り収穫する

残条式桑間 I 第 1 回収穫(春 蚕) I 下部をかき芽収穫，上部は伐採収穫する

40a 第 2 回ク(初秋蚕) I ;成条から再発した条を収穫する
第 3 回 ρ(晩々秋蚕) I ;初秋蚕収殺後，再発芽した条を収稜する

注 1) 夏メJj桑関60 a のうち， 20a は 3~4令用桑として別途使用する。

2) 春メJj→夏メJjー→残条式→春刈の 3 &j三周期の輪収方式による。

3) 収穫はすべて条桑収穫による o

家を出，夕刻給桑を終らせて帰宅する，いわゆる通勤農業であり，夜は一家

団らんの楽しい一時を過ごすことにしている。

掃立回数は年 5 屈の多田育で，掃立前と各蚕期終了後には，蚕室蚕具の完

全な洗浄と消毒を行ない蚕作の安定に万全を期している。銅育棚は 2 段で，

3~4令は上段を 5 令は上段と下段を使用し，拡産の際に遅口の蚕を lマ段

に配置し，ーと族時の労働ピークを崩すよう工夫している。

上族は自然上競を行なっており，成績は大変良好で，上競作業の省力化を

図っている。(第10表参照〉

第10表飼育実績 (44年〕

査 期|昨日同措訴j 誌戸時号|上繭数長|箱当リ収繭最

春 蚕

夏 マニ主マ人 7 1 13.0 409 396 
29.6 

初秋蚕 8. 3 10.0 271 263 

晩秋蚕 9. 2 12.5 351 329 

段々秋蚕 9. 20 11. 0 374 367 
30.9 

計 61. 5 2, 003 1,949 
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自然上緩の状況能率的な給桑作業

高い養蚕所得

そのうち養蚕経営費は 666 ， 900 円で36% を

占めている。所得は 1 ， 178 ， 200 円で所得率は64% となる。経営費のうちで最

も多いのは肥料費の 196 ， 000 丹 (10 a 当り 14 ， 000円〕で、次いで、蜜種費の97 ， 500

p:j，雇用費の90 ， 000円，大農具償却費の70 ， 000円などである。

家族労働報酬は 1 日当り 3， 000円で非常に多く，また，養蚕従事者一人当

りの養蚕粗収益は 922 ， 600 円となっている。(第11表参照、〕

3 

動jの組収益は 1 ， 845 ， 200 円で，

主主主主経営の概況ぐ44年〉第11表

訳

1 
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196, 000 

4,000 
10,000 
74,000 
90,000 
34, 296 
35,946 
19,800 
35,400 
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内
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務考える合理的養蚕経営一一一受賞者の技術，経営の分析

松岡さんは，簿記を克明に記入し，常に経営の内容を明らかにし，将来の

目標設定，当年の繭生産計画や目的達成に必要な対策，月JjIJ作業計画など，

あらゆる計画の策定と改善策の基礎として活用している。立派な経営はこの

ようにして生れるものといえよう。また，新技術導入に際しては，経営にマ

ッチさせるよう十分考摩している。

これらの優れた技術および、経営の内容がいかにして生れるものかを次に解

きほぐしてみよう。

1 桑園の生産力向上

桑菌の地カは抵く，子害を受けやすい悪条件におかれていたので，特に土

壌改良，地力保全に全力を傾注した結果，桑の発育は年々よくなり， 10 a 当

り収繭量でみると42年には 86kg ， 43年には 102kg ， 44年にはさらに 143kg

と向上し，当組合の 99kg，町平均の 68kgに比べて1.5.--2. 0倍の能率を上げ

ることができた。これは，桑そのものに対する優れた栽培技術は無論である

が，有機物をlO a 当り 3， 000kg以上施し，土壌特性に応じた施肥設計，西南

暖地に適合した施肥時期と施肥最による肥効の増大と肥料の流亡防止，酸性

土壌の矯正などを励行しているためである。しかし，さらに検討を加えてみ

ると，若干改善すべき点がうかがわれる。すなわち間作用緑肥の施肥である

が，緑肥のための肥料は別途計算して施用すべきであろう。そのためには，

緑肥作物が土中から収奪する肥料成分三要素を算定し，桑肥料に加算する必

要がある。また，用途別桑園についてみると，春秋兼用と夏秋専用とでは収

穫量と収穫時期が当然異なるので，用途別に施肥設計を立て，さらに工夫し

た施肥が必要でなかろうか。

生産力と関係の深い横付距離については，生産力を規制する阻害要因とも

なりかねないので，特に慎重を期し，機械が導入できる限界の幅を前提に，

将来の桑の収穫白標と仕立収穫法を考慮して決めたのが，畦開1. 8m，株間

0.9 m , 10 a 当り植付本数 618 本である。この密度は地力・作業の面，さら
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に重要な収積量の点からみて，最適の本数と判断される。

収穫方法は多回育の条件を満足した合理的なものといえよう。

病害虫防除は適期に徹底した消毒が行なわれ立派な効果をあげているが，

病気や害虫の中には，地域全体の桑闘を消毒しないと効果のない種類もある

ので，防除効果を高め，経費を節約し，労力の節減が図れる一石三鳥の共同

防除が46年から地域の人遠の協力で実施に移されることを期待したい。

2. 効率的な育蜜作業

作業の省力化と合理化によって，コストの安い良い繭を沢山生産すること

を目標に，改良が加えられてきたが，規模拡大が急速であったため，施設が

不足し， 二段脊による効率的な育蚕作業を進めてきた。将来， 一段育に改

め，手作業による給桑から給桑装置
第12表養蚕作業Jl寺間 (44年〉

による機械化が計画されているが，

日も王手く実現することを希望して

やまない。

3. 高い労働生産性

桑菌作業はほとんど機械化され，

育蚕では年間条桑脊は無論，作業手

順の合理化，自然上族などによって

省力化が進められ，労働生産性は非

常に高い。上稿 100kg当りの所要労

働時間は 202 時間で，繭生産費調査

農家の 2/3 以下となっている。(第

12表参照〉
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昭和36年に新規養護農家になって以来，立派な養蚕経営を必ず造り上げよ
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うという囲い信念のもとに，桑閣の集団化と農道の整備，合理的な施肥，病

害虫の徹底防除，桑園管理の機械化，能率的な育蚕作業，資本装備の充実，

簿記の記帳など経営の合理化を推進してきたが，いずれも経営規模の大小，

立地条件のいかんを問わず普及性のある実行可能なものばかりである。た

だ，一見安易な一つ一つの技術であっても，それが体系化され総積み上げに

よって，今日の立派な成果として実を結んだのである。

経営を合理化し，所得の増大を図ることが強く要請されている現在，松岡

さんの養蚕経営こそは，生きた指標として今後の養蚕合理化のために大いに

貢献するであろう。

次に，今後の発展方向についてみると，規模拡大の目標に向って，まず桑

圏の生産力を高めるため有機物の増投と干害対策のための濯水施設を設置す

るとともに，桑間管理を改善し 10 a 当りの収繭量を 150~160kg まで向上

させ，桑闇面積を 2ha まで拡大(借地 0.6 ha) し， 離 3.2 トンを生産する

計画で，兼々と準備が進められている。

一方，育蚕の商では，飼育設備が狭くなったので，鉄骨ハウス L僚を増設

し，二段育を一段育に改め，簡易給桑装置を導入して省力化をさらに捉進

し，作業時間を現在の 2/3 まで引き下げ，現在の養蚕従事者 2 人で 3.2 トン

の繭を生産する計闘である。(第13表参照)

桑|霊i 而積

10 a 当り収務室;

総収繭量

縞粗収主主

養護所得

とi瀦 1 kg 当り労働H寺間

1 人当り繭生産量

第13表養蚕の合理化目標

44 年

1. 4 ha 

143 kg 

2,003 1王g

1 ， 845 ， 300 内

1 ， 178 ， 300 円

2.02時間

1,000kg 

48 i:j三

2.0 ha 

160 kg 

3,200 kg 

3 ， 200， 000 円

2,000,000 pi 

1. 30時間

1, 600 1王g

以上，創意工夫とその躍進の経緯，今後の発展方向について述べたが，養

.50 ー



蚕意欲に燃え悪条件を克服し立派な養蚕経営を築き上げ，今回の受賞となっ

たのであるが，この機会を契機に，希望に満ち輝ける鼠擦に向って，一段と

遮進され，全自義登農家の指標として，立派な養蚕自立経営農家が誕生する

ことを期待してやまない。
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機械化で規模拡大目指す

松岡秀美

養蚕を始めて早や十年の歳月が流れ とを思い起し，歯をくいしばって悶難

ました。この間，幾多の困難に遭遇 をきり抜けてきました。この貴重な体

し，やっと軌道に乗りかけた昭和39年 殺を生かし，今後の経営の合理化に役

には，資金不足のため蚕室は上族主主だ 立たせてゆきたいと思っております。

けでしたので，蚕の飼育は屋外で行な 私共は，進歩がなければ退歩であ

っておりましたため，毎日降り続く雨 ト現状維持はあり得ないという気持

に，パタパタと蚕が死んでゆくのを見 で，改善を図ってゆきたいと思ってお

ながら，どうすることも出来ませんで ります。合理化のため壮主主用飼育装霞

した。そこで，思いきって蚕室の増設 の機械化と，滋水施設の導入を優先的

をすることにしました。数年は無事過 に実行し，規模の拡大を ~Iる党悟でお

ぎましたが， 42年の夏には，逆に雨ら ります。ただ機械化には多額の資金が

しい雨がなく真夏の太陽の下で，砂壌 必要でありますので，経済効果の上が

土の桑閣はカラカラに焼け，日増しに るよう慎重に検討したいと患います。

黄色ばんでゆく桑葉を見ると食事も， 私共は，この度の白木農林漁業振興

のどを通らぬ不安の日々でありまし 会長賞を受賞する光栄に浴し，感激の

た。 きわみであります。この受賞の栄を肝

このように，幾度か前途に希望を失 に銘じ，さらに桑閣の能率を高め，手

いかけたこともありましたが， r養蚕 問の省ける養蚕によって 1 日も平く繭

を始めたからには，立派な養蚕農家に 3 トンを突破するよう頑張って参りた

なるんだ」と私共お互が誓い合ったこ いと思っております。
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第 9 田/農業祭受営者の技術と経営

印刷J. 発行/昭和46年 3 月 20 日

発行/財団法人日本農林漁業振興会

東京都千代医!区霞が関 1 の 2 の 1

制作/社団法人全国農業改良普及協会

東京都港区西新橋 1 3 12 

<霊童糸部門>



の者晶
貝
山
[
昌

同
又
偲
阻E

t
祭
と
制

民
砦
京
術
川
M

第
幽
罵
持
品
問

可

林産部門



2
1
i
I
 

j
i
i
i
 

第 9181農業祭行事のかずかず

明治持宮新1霊祭の参列者 1



燦署長祭大パレード出発式でくす去を割
る傘石華経相と宮脇念頭農協中央会々長



¥ 

発刊のことば

換業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を国るための国民的な祭典として，昭和37年，

;農林漁業者に天皇杯がこ、刊現になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23fl の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯投与ー

などを行なう式典まはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が芥

方聞の協力をえて開催してきており， IJß和，15年度は，その 91tH 日を迎えたの

である。

第 91D]農業祭に参加した農林;挽業関係の各種表彰行事は 285 件で，それら

行事において農体大混J~を受賞したものは 477 点にのぼったが，そのやから

農業祭iや火審査委員会において 6 部門(農産，民i芸，帝産，*糸，林産およ

び水産li-lllìFj) ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長交が， 12名(団体;を合む〉に授iJ- された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当i医する農

林漁業近代化への生きた指標ーとして，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに枠益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて l::fJ;\jliJに付した次第である。

;降りに本書ーの編集にご協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に対

し深甚の謝意を表する。

11日和 46 1:1ミ 3 )J 

財団法人 日本農林漁業振興会



部門

天長杯受賞/板津耕一
(J;1.~林省林業試験場造林部長/加藤沼 Jむ〉

日本農林漁業振興会長賞受賞/消 水 寿 作.....一-ー'・一-…・ 2:3

(林聖子Jì':fìJl 究務及諜/坂 本; 博〉

日本農林漁業振興会長賞受賞/初 出 佐加雄…・・・….".....・・……・・:34

〔林業科学技術振興所常任理事/三 井 J¥il 



皇杯受賞

出品財苗 畑

受賞者板津耕
(1岐阜県加茂郡富力II村羽生〕

務受賞者の略歴

板津耕一氏の住む富加村は，岐阜県の中部(中濃〕に鴻し，加茂郡の rI9 1'f1\

に位置する総面積 1， 622ha の地域で，山林が37~らという農村である。村の東

および南部を美濃加茂市，西および北部を関市に接し，津保)Jl， )Jl ?f日川など

の河川および山の陵線をもって境にしている。板津氏の家は，村の南部，美

第 1 図受賞者所在地略図および店主111の位低凶 濃加茂市との境界に

一一一一一一一一一一 近い平山:1\，国鉄越

-- 6 -

美南総加茂野駅から

北東方約 300m，幹

線道路にそって発践

した街の略中央，道

路に面し，家の裏側

は全面に苗畑が展開

し，苗木生産の中心

i也をJ81わせるところ

である。

板津氏は，農家の



次男として生れ，昭和12年 3 月， I技i手県立集約農業実習所を卒業するや父の

経営する農業兼桑菌養成に従事したが16年入隊， 21年復員後分家(結婚〉し

た。分家するに当って贈与されたこと地(水間13 a ，畑50 a) のうち畑の大半

が緩傾斜地で，当時は食糧難のためさつまいもさと主体に桑苗の養成を行なっ

ていたが，この地域の土地が ilJ林用前の生産に適していること，また造林が

出家的事業であり，今後苗木の需要が増大することに着目して，昭和26年，

30 a の i商務をもって詰畑経営を本格的に開始した。酪来，氏のもち前の勤勉

さと旺擁な研究意欲をもって，育前技術の向上，経営の合理化を追求しつづ

け，自ら毛卒業生産者として自立するとともに他の人々にもこれを推奨，指導

し，昭和32年には有志と近隣の者に呼びかけて，加茂山林穂留生産組合を設

立し，推されて組合長となった。当時は組合員40名， 111行哲生産量， 30万本

程度であったものが，その後の氏の献身的努力により現在では組合員80名，

111行商生産蚤 600 万本にまで発展させ，苗木生産をして，この地域の主要産

業として定者せしめた。また33年には岐阜県山林穂苗生産組合連合会の発足

と同時に理事:となり， 36年より 3 期 6 年a間，同連合会の専務理事として組合

発展確立のために日夜奔走し，ひいては県の種苗事業の発展に大きな貢献を

なした。その功労が認められて42年に林業功労者として林野庁長官より感謝

状を受け，また，育苗技術，苗畑経営では44年度，全闘は1;休苗畑品評会にお

いて農林大臣賞を受賞するなど数々の表彰肢をもっている。また， 26年から

28年にかけて若くして消防高IJ団長をつとめ， 44年には懇請されて農業協同組

合長に就任し，農業経営の改替にも優れた能力を発揮するなど地域産業の発

展に寄与すること大である。

このように板津氏は，自らの苗木生産に優れた成果をあげるとともに種苛

業界に限らず地域社会に対する貢献もきわめて大きいものがある。

板津氏の人柄は，誠実円満で責任感強く，進取の気性に富み，多くの人々

から親しまれ，信頼されているが，このことは前記の要職に推されているこ

とからも，また，組合長をしている加茂山林種苗生産組合の組合員全員から42

年に感謝状を受けていることからも氏の人柄をうかがうことができょう。

7 -



板津氏の家族は，夫妻と 3 人の子弟で家庭にあってはよき父であり，まこ

とに円満な家庭をつくっている。長男は大学の造菌学科に在学中であり，家

業~継ぐ後継者が準備されつつあることも恵まれた家庭であるといえよう。

また，板津氏を今日あらしめた陰に妻玉枝さんの協力を見逃すことができな

い。犬が数々の要職にあって留守居がちなあとを守って家事一般のほか，自

らlE木生産に従事するとともに各穏帳簿の整理，作業の指導など全般にわた

って夫を助け，立派になしとげてきた。

警護受賞者の経営概況

板津氏の農家経営は，第 1 表のとおり，耕地 4.3ha，山林 2.4ha，計 6.7ha

の規模をもっている。耕地のうち四%が山林用苗畑であり，それに 111林苗用

の採穂鴎と花木用苗畑を含めると実に95%が苗木生産用地で全くの苗木生産

専業農家である。経営する苗畑は，第 2 図のように自宅から北西方に約 1km

の範囲，富加村と美濃加茂市にまたがって10 ヵ所に分かれているが，比較的

まとまって存京しており，いずれの苗畑も小型トラックが乗り入れられる道

第 2 函経営古畑のm各国

町一 。



;jjJt-

第 1 表経営規模

地

(45年10月 )(ha)

7J<:ffl 合計
山林 i 総計|者il 考

。 2 6. 

路が縦横に走り，経営管理が効率的に行ない得る恵まれた環境にあるといえ

る。経営の規模は， 11皮卒県下の生産者一人当りの平均面積0.4ha に比して大

規機に屑zするが，これは過去20年にわたって第 2表のとおり逐次規模拡大が

図られたもので，氏の経営意欲の旺盛なことからうかがうことができる。氏

は規模の拡大ばかりでなく第 3 表のような苗畑施設，首畑機械などを年々整

備し，さらには除草剤，病虫害の防除薬剤を積極的に導入するなど苗畑の近

代化，経営の合理化に努め，生産性の向上，省力に著しい成果をあげてい

る。 44年度および45年度における経営苗畑の状況は第 4 表のとおりであり，

第 2表首畑規模拡大の推移 (ha) 

年次 26 30 :31 32 33 ,34 35 36 37 :38 

[釘絞 0.30 0.40 0.52 1. 22 1. 22 1. 25 1. 25 1. 30 1. 50 1. 70 

年次 39 40 41 42 43 44 45 ( )内数字は委託

面積
(0.50) (1. 08) 市ff!

1. 80 2.00 2.2ο 2.20 2.50 2.55 2.37 

第 3 表 直言畑施設，機械，薬剤の主なもの
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4Mp度においては直営前畑からはi

行商48万本を生産している。その t 

人1

ほか{自作自の生産は，花木類(さ 2\<01

っき，さくら，いちし、，いちょう，

ぷらたなす，つ;まきなど) 19 , 000 IBo 

木と米15徒(自家前米用)がある。 1

また，労働力l丸板津氏夫妻の i

自家労力のほか常藤 3 名〈女〕定期 100

麗 8 1Zr (男 6 ，女 2) を原用し JO

雇用条件の改?与をばかりつつ労判

働力の確保，安定を期している。

44年度における直営高知!の労鈎 日2. 3 今!) 6 '( 8 守 10 11 12. 

延人員は，自家労力 140 人，照 926 人，計-1 ， 066 人となっていて，躍用が全

~3 図 /t4Jドの板伴氏の労働問分

〔労働日誌より作成〕

体の87% を占めている。 44年の板氏の農家経営における労働配分をみると

第 3[ヌiおよび第 5 表のとおりで，年開会労働投入量の82%が市対11 作業であ

第 5 表 昭和44年の労働自己分 (人〕
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り，作業の最盛期の 1---4 月の間に定期雇を集中的に雇用し，その他の時期

は，自家労力と常雇の 3 名でまかなっている。

また，所有111林は，自宅から北東方約 40km，東白川村神戸にあるが， 41 

年に購入したもので，自己の生産苗木の活着，成長試験林として，同年ヒノ

キ商を植栽し，肥培管理を行ないつつ，その成長ーなどの状態が見守られてい

るが，このように甫木生産者が自己生産苗木をもって試験林を設定，優良古

木の生産に資そうとしていることはほかにあまり例をみない特色といえよ

フ。

警護受賞財の特急

この苗畑は，津保)11， J 1I浦JIIにより堆積した土壌の平坦地帯である。土壌

は，火山灰質で黒色を呈し，いわゆるクロボク土壌で、ごと層は深くう保71<，透

7l<もきわめて良好で、ある。また気象条件は，温暖で冬期においてもわずかに

氷結する程度で積雪をみることはまれである。年平均気混は15.40C，最高月

の 8 月で平均26.40C，最抵月の 2 月で平均 3.70C，降雨日数は 118 日，年間

降m量 2， 151mm，初霜10月下旬， 結霜 5 月上旬となっており， 土壌，気象

条件ともに比較的育苗に恵まれた環境にあるといえる。

板津氏は，このように恵まれた条件を十分に活用して，過去20年間，規模

の拡大をはかりつつ一貫して苗畑経営に専心し，ほぼ独力でその規模を県内

第一位の地位まで高めた。また，率先して各種の講習会，研修会などに参加

し，人の助言を謙きょに受け入れ，生来の研究熱心と進取の気性から育宙技

術の研鍛，開発に努めるとともに苗畑機械や各種薬剤を積極的に採用し，防

操作業の共同化，苗知!の集開化などによって作業の省力化，合理化に努め

た。

さらには育市樹積および花木類の種類の多様化による収益の安定化，雇用

条件の改善による労務の安定的確保，あるいは記帳に基づく経営状態の分析

と計間樹立などいずれの分野においてもきわめて優れている。

以上のような成果の結集として，形質の優れた山行苗が逐次増産され，最

.-12-



近では直営苗焔だけでも年々40数万本，委託苗畑を含めると 50数万本の 111行

苗が安定的に生産出荷されているのである。

以下，板津氏の経営について，その特色をみてみよう。

技術上の特色
第 4 図首:均n表示の一例

(1 ) 苗木の品種系統管理
主主 JlE'青 加茂郡協力日村羽生

育苗用積子の大部分は，県の蔵官'採 ;ftiZr'4主 :PJI:-.

取による系統保証のある種子の払下げ 樹 事立 スギ

を受け，スギの一部については福井県
fEl 令 2 間床柊 3 ィ'fg~

オζ 数 2， 200木

林業吉丸験場の保証のあるものを県の確 �鋹T J災 lOa 

認のもとに福井県から入手，それぞれ
E石 f血 加茂郡八百木IIJHkK雨

所 tE }邸 Zfカ日村羽生
使用している。また，さし穂について 系 統 昭和44今二保証1!f~48ぢ-

は，県の林木育種場ーより譲渡をうけた 組合一加茂111林種苗生産組合

スギ在来品種(イトシロ系〕の穂で自

ら採穂闘を造成し，その採穂関から全量採穂している。また，これら穂子お

よびさし穂による生産苗畑はすべて県によって確認され，県-の備付の穂高台

1I1長に登録され，各市畑には県の指示による第 4 図のような表示板が確実にた

てられているなど，板津氏の生産する苗木はすべて，種子(またはさし穂)

から山行まで、系統管理が厳重に行なわれている。

(2) 採稼圏造成とスギ秋ざし 1 年半山行苗の生産

前記のとおりイトシロ系スギ採穂i習を 0.25ha 造成しているが，仕立方は

高台円筒式で人夫の手のとどく範聞で芯を止めている。台木本数は10 a 当た

り 800 本，樹令 8 年生で， 10a 当たり。マノレ森 2 号・ (8-7-6) 80kg , けい糞

300kg を標準に肥培管理が行なわれ，樹勢をみてその最を増減している。

現在台木一本当たりの採穂蓋は仰木程度となっている。

このようにして造成した採穂閣からの採穂は， 8---9 月に穂長 15cm を標

準に行ない， i夜ちに予めよく事~þ転しておいた台木列問に掃しつけ，翌年 2 月

までそこで発根およびカルスの形成を行なわせ 2 月に苗畑に仮植し 4 月

に定摘している。 IJI出しは10月から翌春の聞に全景出術している。このよう

-1J-



採穏圏内のさしつけ状況 さしつけ後 3 カ月の発根状況

さしつけ後 1 年の生育状況 実生スギ 2 回床替 3 年生山行苗

にイトンロ系は比較的発根しにくい系統にもかかわらず活着率は年々90%以

上の成績をあげ，さしつけ後 1 年ないし 1 年半で形質の優れた，特に根のよ

く発達した ILI行首が生産されていることは，秋ざし方法とともに特色といえ

ょう。

(3) ヒノキ 2 回床替 3 年生笥に劣らない 1 回床替， 2 年生山行苗の生産

従来，この地方のヒノキ苗は，すべて 2 回床替 3 年生で苗長 50~70cm の

比較的大苦が生産されていたが，板津氏は，仕立密度の適正，合理的肥培管

理，根切などによって 1 回床替 2 年生で 2 回床替 3 年生に劣らない 111行苗を

育成し，ヒノキ山行苗の約半数を 2 年生で出荷しており，育苗期間の短縮，

生産費の軽減などに役立ち，育苗技術の優秀さを示している。

(4) 苗畑土壌管理

板津氏は，毎年作業開始前に各苗畑ごとの地力に合った施肥量を樹穂;JI1，

]1-



ヒノキまきつけ苗 ヒノキ 2 年生山出苔

ヒノキ 2 年生脊状況

T5令泊IJにたって，合理的なJ1B焔管理さと行なっている。特にこの苗11Hが火山氏

質土壊であるため，酸性が強く，有効リン酸の含有量が少ないので，基肥

に，きゅう杷，けい糞などの有機質肥料を多量に施している。 10 a 当りの施

Jl巴基準君;は第 6 表のとおりである。特にヒノキ高知iについては，連作による

イヤ地化，地力の消耗が著しいことから，苗1lH 3 年一そさい栽培 2 年一首よIII

3fドの輪作形式をとり，前作時に

きゅう肥などの有機質肥料を十分

に施1チして地力維持に努めてい

る。このことは，前記のとおりの

11BJ床替 2 年生で、立派な I lJ行詰が

生産できる要閣となっているので

ある。そのほか自己の苗畑の土壌

第 6 表lO a あたり jiÚi肥基準

�jl! J}IJ 肥料の種類 施 Ij巴泣

基月巴 きゅ う 月巴 1,500 

けいふん 300~400 

熔 燐 45 

伊吹 1m 欽 100~150 

住友化成(2 号〉 45 

迫月巴 マ Jレ森化成 15~ 30 
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線虫の調査を県林業試験場に依頼し，その防除処置を講ずるなど苗畑土壌管

理に万全な期している。

(5) 保護管理

市畑の病虫害防除ならびに除草については十分検討の上，各苗畑ごとにそ

れぞれまきつけ，床替の作業前に予防的に薬剤の使用が行なわれている。 44

年度の併をみると，スギの赤枯病予防に対しては， 4.4 式ボルド一般 10 a 当

たり 12---13回散布，ヒノキのペスダロチア病(赤枯病)予防には，悶量;を 3

閤散布している。また根切虫に対しては，床作りの際にヘプタクロ…ノレを10

a 当たり 9 ---12kg を施用，土壌線虫に対しては， まさ付床を主体にネマモ

ーノレを 1m 2 当たり 35g を散布している。そのほか制年に具状発生したキリ

ウジガガンボに対しては機を失せず，エンドリン，アノレドリン乳剤の 400---

600 倍液を 1m'当たり 4l 散布し，被害を未然に防止するなど病以容に対す

る保護管理は徹底して行なわれている。なお，これら病!ll容に対する防除{乍

業は，その効果を確実にするため隣接苗先1Iの組合員と特にこの作業のみ協同

で各畑一斉に行なっているが控目にあたいしよう。

また，除草については，自家労力の少ないことから特に省力に意を用い，

除草剤の使用に努めているが，板津氏の除草剤使用の歴史は古く，除草剤が

開発されて間もない26年には， 2, 4Dがとり上げられており，その後，新薬

剤の開発とともに32年からはセスが， 35年からはケザミ/レ， 36年からはシマ

ジンがそれぞれ床替床を対象に用いられた。

現在ではシマジンとニッフ。乳剤によってまきつけ床， 1未替床全苗1:11Iを対象

に行なわれており，省力に著しい効果をあげている。 44年度の除草剤能用の

状況をみると，泰季にはシマジンをlO a 当たり 250---300 g ，夏から秋にかけ

てはニップをlO a 当たり 1 ， 000cc，また苗畑の植生の状態によっては，シマ

ジン100 g ，ニッフ01 ， 000ccを併用している。そのほか通路などにはグラモキ

ソンなlO a 当たり 200---300cc散布している。

(6) 苗木の形質

2 回床替 3 年生スギおよび 1 回床替 2年生ヒノキ苗畑から，それぞれ無作

-16-



ヒノキ (11~1*校 2 "!'-生〉第 5 ffil1
iii ふ心叫}

為に 100 本づっとりあげ調査した結果

スギ苗では平均苗高 60.0cm ， 司王lま，

，
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, 
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♂

p
'
 

噂
.
日
.

‘

e 

河

δ0 

" 

平均重量 196 g と

なっており，また，ヒノキ苗では平均

商高58.9cm，平均根元径 8.3mm，エIl.

均根元径 10.6mm，

'{O 

t,'j 

w 

日

こオもは，

林野庁の標準規格を上回った立派なも

のであり，根の発達，地上部のつり合

131 g を示している。

50 

いのとれた優良形質苗といえる。特に

2 田床替 3 年生に劣らな

いことが第 5 図および前掲の写真から

ヒノキ苗は，

よじ

も分かろう。

経営上の特色2. 

作業の省力化

阪浮上むは，労務当，:'rfl1の悪化から ï!fí :J:11l機械薬剤を中心にした付企業体系の擁立

の必姿性を痛感し，これらの導入が模撮的にすすめられている。まず苗:J:111作

業で最も労力を要する除草については，特にこの苗必IIが気候，土壌条件に忠

まれているため雑誌の繁茂が著しいことから積極的に除草剤の導入をはかつ

( 1 ) 

たことは前記のとおりである。

つぎに宙畑機械について， 27年以米， !fVJ力による各種機械の導入をはか

り，特に35年には当lI~î' としては一般にあまり普及していなかった根切，

取機を動力耕転機のアタッチメントとして率先購入し，その改善をはかりつ

つ， i~1転作業はもちろんのこと根切，掘取作業の全部会この機械にi置き換え

た。そして38年には小型トラクターを購入した機会に以後は従来の耕転機は

l
 

叫
刻

根切り掛取り専用として現在まで使用している。労務者の機械に熟練したこ

ともあって著しい省力となっている。

これら効果の一例として，昭和26年， 35年， 44年における施設の整備，機

械，薬剤の導入状況と経営規模，労働投入量を比較し， lO a 当たりの労働投
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入品;をあらわしたものが，第 7 '3.交および J;Æ:} 8 表である。この奈から分かると

おり，経営規模が拡大するとともに山行市生産数:最も増大しているか，労働

投入i誌は，施設，機械，除草剤の導入とともに逆に著しく減少している。

第 7表技術および設備改設のJi主{予

11日おI 35 "1' IJ!:{ ~;Ll 44 &1'-i昭和 26 よ1'

人 )J

~vl: 松江; 訓j云機の使}TJ
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大型トラクダー

!J'lH トラクグー

(2 tr) 

l!ft霧機(動力) 2 ï守

(1勾 1 合は共有) I (内 1 合共有〕
ミスト機

;騎1) (2./1. D) を!薬剤グサミルをほミ i 薬剤シマジいケ

除 草 法|床榔誌に使JTJ 祢床に伎J!Jツブ。を全治i的に{史

月3

1it }J~ 舎

一と両日
彩1・転機，

ミスト機

第 8 表経営企践の年次別1ft移

経営 ïiii 桜
山行ï'ti g~ 波数 fjt

総労働投入拡

W�1:IIIlO a あたり 9;{!I]!J投入泣

IIß 和 4'1 介ミ

2.57 ha 

582 千本

1,O(j(j )¥ 

41.4人

(2) 労務管理

j持続労働力の確保と雇用の安定を期して労務管理に気を配り，年fj市長用の

3 名に対しては，瓦lVJ，年求手当を支給し，失業保険に加入しており，また

生命保験に団体加入し，その掛金を板津氏が負担している。また定期震の 8

名に対しては，その飽の時期でも希望があれば何時でも麗用ができるよう花

- 18 



木類の養成を含めて仕事の用意がされている。また雇用者全員を

一泊旅行に招待し，あるいは季節ごとの作業の終りには全員食事を供にし

ながら作業のことなど反省し合う機会を作るなど労務者の慰安，厚生に留意

し，そのほか，被服の支給，出勤簿は労務者自ら記1I長させ，それに基づいて

賃金を支払うなど雇用の近代化がはかられている。ちなみに年間雇用の 3 4'1

は，いずれも 10年以上の勤務者で，このことからも板津氏の労務管理の髭れ

ていることがうかがい土切れよう。

(3) 記録簿等の整備

作業日誌，賃金台帳，労務者名簿，出勤簿，金銭出納簿などの帳簿類が完

備しており，技術記帳には実際に経験した技術上の反省事項，講習会， TVf修

会などにおいて受講した際の事項など詳細に記録されており，これを{乍業計

画，経営改善などに十分活用している。

務受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

板津氏の苗畑技術，経営については，いままで・述べてきたとおりである

が，この苗1:UIが岐阜県の中心部にあって立地条件に比較的恵まれ，育誌に適

した地域ではあるといえ，このようなすばらしい成績は，氏の旺盛な経営意

欲と研究熱心によって，はじめてなし得ることである。以下，さらに主なる

事項について検討を加えてみよう。

まず第 1 は，育苗の基礎である苗知iの土作りに;最も力をいれ，各首1:fllの土

壌の性質を把握して，これに対応した施肥が行なわれていることである。こ

の苗知!のような火山灰質土壌は，酸性が強く，有効態リン酸が欠乏している

が，これに対して基肥に完熟きゅう肥，けい糞などの有機質ー肥料を多量に施

用している。きゅう )J巴，けい糞の施用は，そのものの効果として直接に

素などの主要望写楽のほか各穏の微量要素の供給，土壊の物理性の改蒋など

に，また，間接にはこれと併用している化学肥料特にリン階に対する苗木の

吸収率を高め，苗木の根の発達ーなど優良形質の付与‘に大きな役割を果してい

る。また年々山行苗とともに持ち去られる土壌の有機質補給源として，さわ
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めて大きな効果をもたらしている。また，酸性の矯IEを考えてアルカリ性の

熔リンをJj主用していることは合理的であるといえよう。近年，昨j使な化学肥

料を使用する傾向が一般に強いとき，このような肥壊管理は重要な意味をも

ち，従来，苗畑品評会などで優秀な成績をあげているものはいずれも堆きゅ

う胞などの有機質肥料が多量に用いられていることと考え合わせ，このこと

は普及されるべきことである。

つぎに)jB培管理に関連して，板津氏は，特にヒノキ育苗.にそさいとの輪作

を行なっている。これが岐阜県はいままであまり行なわれていない 1 出床替

2年生で 2 田床替 3 年生に劣らない 111行苗を生産する大きな要悶となってい

る。

ヒノキが他樹穏に比して，連作により成長が急激に悪化することから，そ

さいの前作とその|擦の多量;の有機1皮肥料の施用によってイヤ地化の防止と地

力維持をねらったもので当を得たものといえよう。一般に同一樹種の苗木を

連年作ると次第にその生育がわるくなるが，これは，ある特定の養分を吸収

するため，その養分が不足することや根部から特殊な物質さと分泌することの

ためといわれている。この対策として微量要素を含めた合理的な擁肥によっ

て連作の路容を軽減できるが， il命作および有機質肥料の施与の方法は理にか

なった方法といえよう。

lli品作は，自然に地力維持ができ，そのほか雑草や病虫容の発生を抑制し，

また，苗木に有毒な土壌中の物質を調整し得るなどの効果もあれ許せば全

苗;tlIlについてこの方法をとることが盟主ミしい。

第 2 に，スギさしさ育誌において， 8---9 月に採穂し，予めま1\:転しておいた

採穂関内 lこ i立ちにさしつけ，そこでカルスの形成および発根させてから翌森

苗畑に定捕させ，さしつけ後 1 年ないし 1 年半で立派な 111行部を生産して

いることである。秋の採穂およびさしつけは，この時期が，さし穂自体の養

分が充実しており，それがそのまま発根に利用されること，また地温と気温

が高い時期でその差が少なく，空中湿度も多い，カノレスの形成および発根に

好条件の時期である。また閣内に採穂後，直ちにさしつけを行なうことは，
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穂の乾燥，いたみを防止し，日覆を要しないなどの手Ij点もあり，秋ざしおよ

び閣内さしつけは普及されるべき技術である。

第 3 に，優良形質付与・の条件として，仕立密度の問題がある。板津氏の場

合，スギ12iでは，まき付床， 1111 2 当たり 500，-600~札 1 悶床替 2 年生， 10 a 

当たり 40， 000~50， 000 本 2 問床替 3 年生， lO a 当たり 20， 000 ヱド"ヒノキ

}iI1.では，まさ付j米で 1m 2 当たり 800~1 ， 000本 1 田床替 2 ít-'生では 3 年生

で 111 11'iしする場合lO a 当たり 50， 000 本 2 年生で、 rlr出しする場合 20， 000---

22 ， 000 本 2 回床替 3 年生lO a 当たり 20 ， 000---22 ， 000 本となっており，

また，マツについては，まき付床では 1m 2 当たり 300 本 1 桓i床替'2 年生

で10 a 当たり 50， 000本となっている。このように山出ししようとする15令に

見合った仕立密度，しかも疎仕立は， JI巴培管理および根切りの実行と関連し

て写真のようなド枝のよく張った後良誌が全苗畑，揃って生産されている一

大要凶であることに留意すできであろう。

4 に，板津氏l土，各作業の省力化について各種の整備された資料に

き i故底的な検討を加えて積極的に実行に移し，たえず反省研究を続けて経営

の改善に努めていることであれ菌剤機械，各種薬剤の積極的導入とともに

それらを十分に活用し，効果をあげていることはすでに述べたとおりであ

る。

さらにまた，抜体、氏は自己の経営ばかりでなく，地域グノレーフ。の一員とし

て，地域謹業の発展のため，ともどもに優良草木の生産経営について研究し

合い柴田化による共同販売など，生産地としての信用を高め，市場の安定化

がはかられている。
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苗木生産に生涯を捧げる

板津耕一

終戦により復員後，農業に従事する

けかたわら山林苗木の生践を行なってお

! りましたが，昭和32年には有志と近隣

| の者に呼びかけ加茂山林種苗生産総合

を設立し，推されて組合長となり現在

に至っております。当時，総合員は40

名で111行苗生産数 300 ごi二本程度であっ

たが，現在では組合員80名， 111行商生

産数も 6， 000 千本に至り，このたびの

第 9 回農業祭の林産部門で天皇杯を受

賞しましたこととともに，私にはJ謝慨

無量;であります。

私の地域は，平坦な畑地で，土壌は

火山灰質の高木生産には緩めて適して

おります。 30 a で始めた苗~IU経営も農

林漁業資金の利用により，現在では特
用j討を含め 2.8ha，委託苗畑llha，採

徳間25a となり，優良苗ァドの生産に励

んでおります。

木県は，消費県で大廷の苗;;fくが県外

より移入されており，苗木代の高騰と

ともに造林の推進に大きな|障害となっ

ていると思います。そこで，ひのきの

2 年生山行商の養成に心がけ，苦心の

結果 3 年生に負けない立派な 111行商を

生産することができるようになりまし

た。播種苗から生立木数を少くし，太

く大きい原苗をと作り，有機質肥料の大

法施用により自信のできるものとなり

ました。また，さしすぎについては，

発絞，生長の良いいとしろすぎの原種

苗を県育稔場より払い下げをうけ，採

穂闘を作って生産しておりますが，秋

ざしと採穂閣の中にさしつけることで

好日対責を得ることとなれ養成技術の

特質ともいえるかと思います。

大工場の進出により労務不足と，高

賃金に悩まされておりますが， 80%以

上を雇用労力に依存している私の苗士111
経営では労務対策が最大の課題となっ

ております。通年濯用をl羽って労務確
保と，経営の合理化に努めておりま

す。今後も一層努力し，苗木生産を通

じて地域社会に貢献したいと限ってお

ります。

- 22-



一一一一日本農林漁業振興会長室主

/1\ 品財林業経営

受賞者清水寿作
(静岡県清水市西笠391)

務農林業の推進につとめる一一ー受賞者の略歴

清水さんの住む清水市西里は，市の中心部から北東約 25km 離れた興津川

の上流， I日間河内村内にある。国鉄清水駅前から河内行きのパスに乗って約

1 時間，寺尾島停留所で下車，徒歩で約 8 分の所に，茶関や竹林に閥まれて

住股がある。清水市内といっても，この地域は，山梨県境に近い純~Li問地域

第 1 図 受'員七者所主E!也略図

- 23 

である。丘陵地が多く，茶，ミカ

ン，竹林なども多く農林複合経営

農家が多い。(第 1 図参照)

このような環境のなかで，清水

さんの家は，ニ代前までは鶴治づ

くりが本業であったが， 111林を中

心として，竹林，茶関，ミカン間

など )1関次農林業を営むようになっ

た。

清水さんは，昭和 7年，県立の

静岡農学校を卒業後，静関県の農

産物検査員8: 2 ヵ年行ない，昭和



山林，竹林，茶，みかん関などが点在 清水氏付近の部第と山林

10年から I昭和19年招集になるまで，清水港にある商店で事務関係の勤めを冬

期間やり，夏は農林業を営むという生活を行なっていた。昭和23年 6 月復員

してから農林業経営に専心するようになった。昭和23年より農協理事ならび

に監事〔現在〉を歴任し，協同製茶，タケノコ半加工場の設立などに奔走し

た。その間，森林組合青年部長，静岡地底林業研究会長，および静岡県青年

林業研究協議会連合会長を歴任し，拡大造林の推進，林業経営改善に勢力さ

れた。また地域内の林道開設にはことに熱心で，自ら責任者となって努力し

ている。

拡大造林の推進に努力された功績により，静岡県緑化推進委員会長の表彰

を受けている。

また，林業普及事業20周年記念には，普及推進に努力された功績で知事の

感謝状が授与されるなど，地域産業の発展，後継者の育成につくされてい

る。昭和43 ， 44年には県が主催する林業技術講座の講師として，静岡県下田

林業事務所管内でタケノコ生産技術の指導を行なっている。人格円満にし

て，地域住民の人望厚く，自らの体験を通して，地域住民の先達として，農

林業の推進につとめる態度は広く農林家の範とすべきである。

なお，長男正己氏(静岡農業高校卒25才)というよき後継者'fi:持ち，農作

業は順次委譲されつつある。
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規模の大きい農林複合経営一一受費者の経営概況

(1) 地域のあらまし

出品財の所在地は!日間河内村西里の)1\合野部落 (15戸〕にある。前河内地

域の総農家数は 783 戸，うち専業が 151 戸，第 1 種兼業が 3L12 戸，第 2 稲兼

業が 290 戸となっている。 (1965年センサス〕清水市の山間地域にあり，ミ

カン，茶，シイタケ，符，架，水稲などが主として栽培され，自立経'{l!;農家

は約 3 割で，他は山林所得や，その他の所得で生活している。この地域lむ

茶の栽培躍も古く，符も東京市場で知られ，東南部にはミカン産地として有

名な庵路地区に接している。

(2) 経営の概況

山林 48ha，茶i務1. 5ha，ミカン関1. Oha，竹林1. Oha，水間 0.3ha の経営

面積をもっている。

総粧収入 430 万円，そのうち林業収入 57% (山林 35%，街および竹材 10

%，シイタケ・ナメコ 12%)，農業収入 43% (茶309ム ミカン 89久米 5

?のの規模の大きい農林複合経営といえる。

家族人員は 6~rで，うち農林就業人員は 3 名である。

昭和44年における総労働投入量(能力換算〉は 684 人で，自家労力82% ，

雇用は18%である。林業部門と農業部門とはほぼ同数の労働投入最となって

いる。

① 林業部門 森林面積は 48ha で，その内訳は第 1 表のとおりである。

現在ほぼ人工林化を終えている。人工林率は83%で，全国平均34.3% (昭和

44年 3 月〕同じく，民有林の平均39.7%に比べるとはるかに高い比率を示し

ている。

全森林面積のうち， 38ha は自己所有の森林で， そのうち 1/3 ぐらいは，

昭和の初期に(先代の時代〕獲得したものである。昭和30年頃から 10 ヵ年間，

労働力の豊富な時代，東北から 2 入手伝を入れて専ら造林にはげんだ。この

他に，共有林の割J1rが (125ha を63人で分割したが，そのうち 5 口を持って
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いる) lOha あり，ザ、ツ天然林の大部分はここである。

人工林の樹種別内訳はスギ13%，ヒノキ87% となっている。横付本数は以

前は 1 ha あたり 3， 500 本であったが，現在4， 000本ぐらい植えている。現在

はヒノキ 7 ，スギ 3 の割合で植林している。苗木は，系統の正しい種子から

作られたものを森林組合から購入している。現在の森林構成状況は第 1 表に

第 1 表森林構成状況

40.0 

8.0 

48.0 

示すとおりである。戦時中 1 時植林が行なわれてにないのを除けば，ほぼ平

均して植林されている。ただ 6 年生~15年生の幼齢林がやや多く，清水氏

も現在蓄積の時代であるといっている。

年平均の植栽面積は 0.8ha，伐採量は約 120m' である。造林面積の内訳

は第 2 表のとおりである。

主f. 次

持:造林

拡大造林

計

第 2表過去5 カ年間の造林面積

41 42 43 44 計 j 平均

0.4 

0.4 

工o 。下 0.6τ9 三五 0.8 

モウソウ竹林の経営もこの地方は吉くから行なわれ，清水氏も以前から竹

林経営には熱心で、 1 時 5 ha も所有していたが 3 年前から家の付近に良

い所を 1 halこ集中し，集約な経営(タケノコ生産と竹材販売〕を行なうよう

になった。タケノコ生産額年 5 ， 000kg，そのうち生が 2 割，ほかは共同で半

加工して出荷している。
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西患製茶共同工場〔定〕と

窃半加工場〔右)

シイタケ(ほだ木 3 万本)，ナメコ(ほだ木 1 万本)を栽前し，約50万円の

粗収入をあげ現金収入源として重要な作目となっている。

② 農業部門 茶にもっとも力を入れ，生葉 12， OOOkg , 130万円の粗収入

をあげている。現在在来種が80%で，優良品種に改間中である。

茶の生産は，従来生葉のまま出荷し，労力の競合がはげしかったが，氏が

先導して，西里製茶共同工場(県のモデル工場に指定されている。写真上〉

を作り，作業面からも，販売面からも多くの成果をあげている。

ミカンの栽i長躍は比較的新らしく，現在10年生7，)，30 a , 8 年生が35 a , 7 

年生が35 a と合計1. Oha あるが，晩生種が 9 割さと占めている。まだ本格的な

収穫期に達しでなく，品種の上からも，また条件の悪い所に植えたものもあ

り，生藤最はお万円の粗収入をあげているにすぎない。

③ 機械施設の導入状況 トラック 1 t 率 1 合，乗用車工台，刈払機 1 基，

茶刈機3 基(下刈機に併用している)，動力l噴霧器 2 基，同散粉器 1 基，茶，

ミカン圏搬送磁設として架線 6 台，茶， ミカン閤，シイタケほだ場，水間に

配管装置を約 1 ， 200m 設備している。

務適切な労力配分一一受賞財の特色

① L 林業を柱として 清水氏の林業経営の方室!として，特徴的なものをあ

げ、るとつぎのとおりである。植付本数は， 4， 000---4 ， 500本植えを基準とし，

4m材の優良材の生産を目標とし，林地肥i音，除伐，枝打ち，間伐などの作
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業が計閥的に実行されている。そうして，伐期45年の法lE林への誘導を基本

方針ーとしている。したがって，皆伐はなるべくさけて，間伐を行ない，森林

構成を良くするように心がけている。

なお，このような森林の蓄積時代の収入減を補なうものとして，銀期に現

金収入をあげられる竹林と，シイタケ，ナメコなどをとり入れている。

昭和37年には，普及率業でとりあげた個別経営計開作成指導事業のモデノレ

林家となり，経営計図書を作成し，経営改善の契機となった。すなわち，森

林の育成を基本方針とし，不良竹林の整備，改良，不良茶闘の改良，シイタ

ケ，ナメコの導入などを図った。また，投入労働最を再‘検討し，当時多くの

雇用労務にたよっていた経営を，搬送施設の完備，作業の協同化，共同工場

(茶ならびにタケノコ〕の建設など工夫を重ね省力化の方向に改善した。し

たがって，現在雇用労力の依存はきわめて少ない方向に改善されている。

清水氏は，地域の協業作業などの推進には常に先導的な役割りをしめてい

る。

② 竹林の経営改善 この地方のモウソウ竹林は有名で，タケノコの産地

として東京市場で名が通っている。 (1日間河内村の名をつけてマル両という

名前で出ている〉

竹林の作業としては，タケノコが 3 月 25 日頃から掘り取りが始まり 5 月 25

日頃で終る。 6 月と 8 月に施肥を 9 月下旬から 10月中に親竹の伐採を行な

う。 6 年竹Q::立竹数の 2 割内外を切ることにしている。さらに 2 月にもう 1

四施肥を行なう。

タケノコの捕り取りは，生で出荷する場合，時間に制限されること，価格

の変動などもあり，なかなかたいへんな仕事であった。特に出る最が多くな

ってくると荷さばきの問題もあって半加工場を作る必要があることを部落の

人に説き，これが建設の先導的な役割りを果した。資金としては，農作物の

販売の 2分ずつ積み立て，足りないものを農協の資金を借りて作ったとい

う。これで掘り取り時間も 6 時ぐらいまでできて，作業の上からも，販売

国からも大きな成果をおさめるようになった。
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清水ゴj 作氏の労働担分(ìj';-7jく氏のツ;働日誌より作成)第 2 図
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竹栽培技術については，清水氏は特に多年の経験から養なわれた豊富なも

のを持ち，県主催の講習会にも招かれて講師となっている。最近は，京大名

誉教授の上回弘一郎博士を招き，この地方の竹栽培について研究会を行な

い，地域の竹林経営改善につとめている。

この地方のタケノコは，味もよく，台風，煙害にも強く，価格もほかの地

方より高く売れるので，今後とも力を入れていく作目となっている。

③ 工夫された労力配分清水家の農林就業人員は 3 名で，労働能力は2.4

人，昨年の総労働投下最は683. 8人， うち雇用126.4入(手伝にくる女手が多

い〕である。

いま，昨年の労働日誌から整理した労働配分状況を示すと第 2 図，第 3 表

のとおりである。

これによって，その特徴をみると，まず第 1 にいえることは，作業が年間

ほぼ平均的に配分されていることである。日本の一般農家の労働配分の特色

は，いままでは 6 月と 11月の頃に 2 つのピークがあり，冬の聞が低くなっ

て年平均化されていないことが多い。この点、からみると，清水氏の作自の取

り入れ方が，年間平均して甑分されるように工夫されているためである。

清水氏の 1 ヵ月の標準労働人数60人を下田るのは 1 月と 8 月の 2 ヵ月であ

る。 1 月は正月休みや行事が多く 8 月は，おぼん休みを中心に休養をとる

という。その他の月はほぼ平均し，標準をこす月は，雇用労働で補なってい

る。

月別に主な作業内容が第 3 表の下に掲げてある。

なお，寿作氏はこのほか，農協，森林組合など公職に年5013 内外でること

になっている。作自による家族の分担としては，基本方針としては，作業の

中心は長-男正己氏に順次移される方向である。林業は寿作氏を中心に，茶，

ミカン，シイタケは正日氏の責任で，ナメコは奥さんという分担になって

いる。しかし，農作業は男手の必要なとき，女手でもできる作業もあり，は

っきりと分業できるものでなくいろいろの仕事を一緒にやる場合が多いとい

うことである。
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傍受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

清水氏の経営の特徴としては，非常に多くの作目を取り入れているという

ことである。この場合，当然労力の競合ということが問題になろう。ところ

が，氏は，この地方の立地，適iむなどを考え，さらに作到による労働必要量

や必要H寺期というものを考慮しながら，巧みにこれらの作目を組み合わせて

いるということができょう。

なお，取り入れている作釘がいずれも永年生作物であるという点も特徴が

ある。(作自としてはやや省力的なものを選んでいるということができょう〉

いま年間作自の収入時期を農協仕切りなどでみるとおよそつぎのとおりであ

る。まず 4 月初めから 5 月中旬にかけてタケノコの収入があり 5 月中，

下旬に一番茶の収入 7 月中旬に二番茶 9 月初旬に秋葉の収入， 10月から

12月にかけてミカンの収入，続いてシイタケ，ナメコが冬場の収入と年間を

通して収入があるということである。

この I}~，林木の伐採収入は，長e期の，経常以外の資金にあてるというわけ

である。

氏自身も，林業専業で生活できる面積蓄積を持っているが，資本回収期間

の長・い林業は積極的な意味での iヨ己の貯蓄と考えて農林業経営を行なってい

るのだといっている。

清水氏の今後の作自の重点方向としては，林業部門は長期的な方向での柱

とし，茶閣は優良品積への改[認と J広大の方向であり，竹林も有利な作目とし

て今後とも力を入れてゆくという。ミカンは立地的に不利な面もあり縮少の

方向で，ナメコはやめ，シイタケは続けて行きたいということである。

以上清水氏の技術，経営の特徴を概括的に述べた。これを要するに，氏の

農林業経営の最大の特徴は，多種目にわたる各部門がきわめて合理的に組み

合わされ，一つの体系となっている点にある。

すなわち，林業部門を経営の柱とし，育林部記では，優良材生産を目的と

して，枝打ち，開伐，林地肥培などが集約的に行なわれている。さらに，労
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力面，現金収入面からも，竹林，シイタケ，ナメコ栽培・がうまくとり入れら

れている。農業部門では，茶，ミカン栽培など地域の適作物をとり入れ，そ

れらのいずれもこの地域の水準以上の成績をおさめている。なお， この場

合，作業閣で協同化を有利とする部分は巧みにこれを行ない，労力面での作

自の競合をさけている。

氏のこのような多作聞からなる経営内容というものは，この地域で，粗収

入 400 万円以上の収入をあげるためにはどうしても必要なものであろう。

このような山間地帯で，一つの作詞に集中して，これだけの収入を長期に

わたって維持していくことはなかなかむずかしい現状であろう。

清水氏の経営は，農林産物の需給動向，価格の変動たど，農林業をめぐる

社会経済および，経営をめぐる諸条件の変化に対応すべき体制を， r~f らの経

営内部で積極的に対処しているとみることができょう。

以上のような視点から，氏の経営は， 111t部地帯で自立経営をしていく農林

複合経営の一つの方向を示しているということができょう。

そして，学ぶべき多くのものをもっている。ただ，今後の方向としてこれ

ら多くの作目が雑多経営にならないよう皆意する必要があろう。清水氏も今

後の経営の重点方向として 2， 3 の作目にしぼることを検討されているよう

であり，今後の発展が望まれよう。
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「経営の改善をめざして」

清水美子作

私は「もしか総領J (注，次男のこ

と)として生まれたので，1.長業をやる

べきか，悲iJめに出るべきか，若いl刷こ

は苦しんだもので、した。しかし，シベ

リヤ抑留生活のとき，一切を郷土のた

めに生きようと決心しました。

今J授りかえってみると，生まれ故郷

のこの両河内地区では，作物は何んで

もよくできました。符，茶， ~生}中日，そ

れには iでは，すぎ，ひのきもよく育ち

ました。しかも雪は10年に 11日位しか

降らず本当に恵まれた土地でした。

私が第一に考えたのは絡の半加こじの

ための協業化で，それは38年のことで

した。しかし当時は生儲が高価に究れ

ていたので，そんなことへ投資する必

裂がないと言う一部の人の反対にあい

「ブク J (注，無駄になること〉にな

りました。しかし初、のb真いをJ1:めるこ

とは山米次ぜん。 39f]二には念綴の工場

が建設できました。これにより一級よ

りも kg 当り 10内も尚い仕切り依を符

ることができました。

次にお'*の加工の1t!J業化0;::1きえ，今

年になって， JI:I"と市の指導のもとに，

l羽庫補助金を得て，総工費 4， 000 万内

- 33 

のそデノレユ二13;ーができました。カ11こにの協

より，今後の生産向上と労働力の

節減に大いに役立つことを期待してい

ます。

またjilUìiîJ l:!j地区における拡大造林

を，さらに一服推進するにはどうした

らよいか，とf待えておりますが，それ

はやはり，林道開設であり，又広楽1討

を利用することの椎茸栽培にあると考

えています。

ヨドい君、は良さ協力者長男があり，労

力の大半をJ交じて，なめこ，しいたけ

のフレーム栽培をおこなっています。

今年からはiï:の経理は，長男に任せて

おり，若者のカを思う存分に伸ばして

やろうと励ましております。この間;可

!仔i也区でも，しいたけのフレームオ以訟

が遂年増加しており，長男も 11付近の若

い者のカを総立して，一日もネく LH荷
組合を設立したいと張り切っていま

私は若者迷へ常に rjJíj逃と技術の向

上j を願っています。今回隠i らずも受

1:tできたことは私の望外のよろこびと

するところであり，これを機会に克に

努)]していくつもりです。



ご二二二二日本農林漁業振興会長焚受賞ご二二二二

出品財林業経営

受賞者柏原佐加雄
〔愛媛!尽;上浮穴1tl\久万町i;~;生三t芸評耕地186養地〕

三;シj、規模優秀林業経営の実践者一一受賞者の略歴

柏原佐加雄氏 (62才〉は昭和 4 年に措軍現役共に志願し以米職業経人とし

て軍務に)J設し，その間態賜賞(銀11寺計〉在授与されている。大東班戦争末期

には海軍大出ーとなっていたが，終戦により帰郷し阿親の従事する林業で身をと

立てることになった。その後遺ばれて久万町教育委員および問委員長として

第 1 図受誤認所在地略図 8 年間地域の実態にJ;l[Jする産業教育，

社会教育，学校教7ぎの一体化に尽力し

てし、る。

氏は林業な主体とする農林複合経営

を主に自家労力によって経営している

が，山林については先代より継方えした

1Llha と 31日にわたる畏い増しにより

18. 99ha の林地を保有するにいたっ

た。この間J僚は林業経営で自立可能の

最小規模とこの地方ではいえるもので

ある。

氏の経営は農林複合とはいうものの，

- 31 



所得の 7 割以上を林業に依存し，将来は極力農業部門を縮少するというか

ら，林業経営の好事例といってよい。

氏は久万地方の優れた林業技術を背景に氏独自の付加価値増加の技術と製

品の直接需要者への販売を含めて「少ない伐採量で高い林業所得」を持続的

に得ることに努力している。そのきめ細かい技術的配慮と俊れた経理的計算

性は驚漢に仙iするが，また“小規模経営は家族ぐるみ"という意図から，林

地を氏・令室・長男に 3 分し 3 者会議により経営する方針なとっており，

家族的林業経営のあり方を示すものといえる。長男誠一氏もそれに応えて京

大林学科に在学1:ドであり，氏の良さ後継者たらんとしている。

氏はさらに県内外の技術交流生を受け入れ広く林業後継者の育成に協力し

ている(現在和歌山県から講習生 2 名が氏の自宅に寝起し技術修得にいそし

んでいる〉。

その{也氏は林7i11 グループ「久万愛林会J を結成しその会長となりとた社

会民生委員， PTA会長に選ばれるなど地域指導者としての信頼はJ緩め

い。これは氏の謙虚にして全体のために尽す人柄の顕われともいうべく，よも

の地域貢献度は臨めて大きい。

かくして氏は今までに海軍現役時代の恩賜:誌のほか，第 1 間上浮穴郡枝打

コンクーノレの余賞および県;休業普及効ー業20周年記念大会における知事表彰，

さらに今fulの栄ある農林漁業振興、会長賞を受けるにいたった。

高度の森林生産性異現一一一受賞財の経営

1. 本経営の地域的環境

経営の所在する久万fllTは愛媛県の中南部，上浮穴Xl日の北i出こ{立し JJJd凶山脈

に述なる S つの I[段と 4 つの盆地からなっている掠治'î400m~80(}mの地帯であ

る。総国税 16， 510ha で l~j:地 1 ， 275.8ha，山林 14， 579ha (88%) で， 盆i也の

iゃうよとには仁淀川!の最上流をなすがITJII が i$j:/じによ司令摘し，それらの流域に耕地が

あって，ゆるやかな 111すそとつながり， IIIJl~まで手入のゆきとどいたスギ・

ヒノキの美林が拡がる。ここをと久万林業地帯と i呼んでいる。
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気温.は最高出。C，最低零下150C ， &1三間平均130C ， 1前村監年!日j 2 ， 300mm と

森林生育に最適の条件にあり，楽n古らしい林柱!と JULの突しい丸太の生産に;志

ま;f1，ている。

地域は石鎚111 より瓜が峰をあ11ぶ111\境はおìî石岩，凝}災角磁￡;で形成する1':1鎚

;fl草履，中間地帯が機岩，砂岩，頁岩などが複雑に滋合する久7'n洋層， r詰吉1Iは

緑色片岩，黒色片岩が東西に延びている。

久7'f林業における環境的特色をいうと， IJI が非常に浅く 4 つの盆Iむには

国道33~吋乱県道が延びており，虫山的性格の山林が大半を 12i めていること

であろう(久万町要覧より〕。

この地域の森林は著しく人工林化が進んでおりはむ 8 WIj), ここでは井部

栄範翁の築いた久万造林会祉のごとく，古古倫野林栄ん

期の経岱営，もあ jれ1，\ばばまま、，経常規棋によっ -c:土短{支持jの !J、丸太生産に重点をおいて

いる者もあるなど，経営の目標はー践ではない。ただこの地域においても林

委託の 78% [注〕が 5 ha 未満という林地保有状況からみてこの零細性を克服

する生産性の向上が地域林業振興の大さな課題となっている。

{三分

滋'*
非浪芸誌

(%) 

2. 経営の現況

〔注〕林地{料JW~Jî"lJJ l淋家数(久7ilIJr)

538 

89 

627 

(100%) 

(1970{I'民林業センサス〉

如上の課題に対して柱If)j\氏の経営のあり方は良さ示唆を:与えたものといえ

る。氏の林地 18. 99ha は自宅を中心にして多数の小林地がかなりの範i舗に分

散しており経営上の不利不便のJ誌が少なくない。氏はそれらを高度の技術と

経営の合理佑により克股し，高い林業所得を持続的に得て地域の模範的存在

となっている。
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枝打ちの行き庖いた林分

(1) 森林構成:いま氏の一家が育成している森林を令級別面積・蓄積な

どの断詣で、みれば次のようである。

;iyヘ刀斗~1O111~15!1瓦i21斗辺!?13M仏陀;;t-二

Lι;什1104041i100;[:[1411

;Uど「刊日目戸川|一主
主見Ujl11il しいこ日
市副ヤ121140i什T::|lj:llji:|;I:

10.27 ha 

自有量ま グヌギ林t土'll!改良林分である。(森林絡議すI<i潟)1Jによる〕

氏のようにきめの細かい施業を行なっている場合，この表は単にその-断

苗?を示すに過ぎない。これでいえることは人工林が96%を占め，戦後氏が経

営を引き継いでからの造林が面積で過半を占めており，それはまだ諸積とし

ては 1 割程度であるということである。ここからも氏の“少ない伐採最で高

い林業所得を"という経営方針が生れるのである。

(2) 林業生産:氏の経営では過去 5 ヵ年間に素材材T]Jtで 135m 3 (年平均

27mりの伐採と 2.05ha (年平均 O.41ha) の植栽が行なわれた。伐採に際し

では潜丸太(シボ材を含む)， 良質柱材，大径材生諜 Ø:: 目標にいわゆる自家
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育苗によるが，養苗に際しては価値の高い材生産のための選抜育種を心掛け

保育においては特にこの地域に発達した優れた枝打技術を必ず実施し優良

無節の完満材の量産をねらっている。

(3) 労働配分:氏はさきに述べたように農地1. 10ha と併せ農林複合経

営を行なっており，米約50俵(粗収益40万円〕と栗・シイタケ(粗収益 5 万

円)を得ている。この複合経営には家族 3 人(氏夫妻と令恵、〕と雇用により年

間 500 人の労働投入をなしている。その労働力酷分状況は次のようである。

ている。

(延人〕

20 

21 
(10) 

34 
(6) 

34 
(7) 

39 
(14) 

27 
(23) 

28 
(4) 

41 
(15) 

39 
(2) 

37 
(19) 

28 
(10) 

32 
(10) 

三
日

380 
(120) 

3 

4 

つ
“ 

4 

3 

2 

3 

1 
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〔注J (1) ( )は濯用延人数(外数)， :\B延 60人，女延 60人〔男女各 1 人〉と店、わ

jもる。

(2) 自家労働力は相原氏夫表・令息の 3 人により，祁原氏は250日(林23013 ，農20

13) ，犬入は100日〔林 4513 ，淡町日)， 令忠誠一氏〔学生〕は3013 (林25 日， 7i~5 

日〕である。

ロ.林業・ 22業別，長i家・原周知j労働力阻分表

自家労働 庭用労働 言ト

林 業 (75.8'}ら〉 (24.2%) (100.0%) 

72.J1 [73.3 J ((72.6 )) 

105 32 137 

長是 業 (80.2 ) (19.8 ) (100.0 ) 

27.6 (26.7 J ((27.4 )) 

380 120 500 

(76.0 ) (24.0 ) (100.0 ) 

100.0 [100.0 J ((100.0 )) 

仁コ自制イb林

良府庁幼j 業

受 f一一)農薬物

ハ‘林業労働力の季節目日分間
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委譲優良材の生産より販売に至る

一貫経営一一『受賞財の特色

相原氏経営の特色を端的にいうと，目標を

加工合含めて良質材の生産におき，育林から

最終生産まで一貫して計閥的に行なうことに

ある。その信条とするところは，氏の私淑す

る先輩井部栄基，森繁樹両氏の「量産でJJ券て

ぬ者は質で行け!であって，その実践によっ

て経常の小規模性，林地分散などの悪条件を

よく克服している。

1. 経営の方針
三段林の林相

優良な躍丸太，柱材，大径材を保続的に生産することを目標とし，森林を

これが可能なる林分構成に指向する。このためにはニ段林による長伐期林分

の育成をも含め経営の弾力性保持と林地の地力維持に努める。

(1) 大窪木について:経営面積の約20%を経営予備林分として樹令 100

年を伐期とし一等地の中央部より下方にて風雪害の少ないところを選んでい

る。現在檎令部年であるから目標達成にはお年を要する。

(2) 上質柱材について:この地方の育林技術体系〔注〕を基準として然

節材と磨丸太生産を目標に撫育中の林分から柱材を生産する。

〔注〕 久万林業主産地化シリーズ No. 2 IJ~.浮穴地方育林技術とその休系J ('G9ff 

6 月〕。

(3) 藤丸太について:現在は(イ〕先行造林地， (ロ〕浪植(杉・檎〉林分

より選木， (ハ〕その一部は人工「シボ」材を生産している〔注〕。磨丸太生

産の今後の方針は， (イ〕デシボ杉と一般杉の混植とし，それより足場丸太と

磨丸太を生産する。また(ロ〕デシボ杉と檎の混植林を造成するが，これより

磨丸太と檎柱材を生産する。

〔注〕 樹令は(イ〕においては40年， (ロ)においては25-30年， (ハ〕人工「シ7!fJ にお

いては20-30年とする。

.-40-



なお柱材生産林(古里子系尖~t杉〕より人工「シボJ 丸太選ァドの場合においては，がJ

5 本の内 1本程度の適材を見るにすぎずク刻オは優良皮が低下するため人工「シボ」は

極力避けている。

1. 植付から造材までの技術体系

(1) 林木育種への指向:氏は造株と併行して品積改良に;立を用いてい

る。すなわち，昭和24年頃より森繁檎氏の指導で久万地方の実生杉より大筏

材用，小徒材用，藤丸太用それぞれ 2穏を選び1iP木増殖を行なってし、る。廓

丸太用出シボ杉についても今年で約 500 木植林読みで今後毎年 400--500 木

の苗木養成が可能である。育種についてはその結果の判明に時 13 を要し，し

かも偶人で、は困難の部も多いので、試験場などの研究者の協力のもとに今後観

察合続けるとしづ。なお現有知40 a'士挿木前悶として利用する計聞である。

(2) 経営の背後にああ技術体系:上浮穴地方においては〔イ〕均質優良小

丸太材を多量に生産すること， (口〉形質の良い大径材を生産することを尽楳

にして技術の体系化をすすめている。(次図“育本~技術体系")。

氏の経営においてはこれな背景にしながら次の考慮がすムわれている。

4宇 J主 主守 イイ、 系 上車内l在方えて}培地

(枝子高ri{ i! 1ド致、

i宮

イ皐斉

j民夜

~ 11 



廃丸太の生産

(イ)上演柱材;皆伐の際柱材に径不足の木は残し下木植栽〔先行造林7 を

行ない残存木が成長した時点において伐採利用する。

(ロ)磨丸太用混植林;一般杉混植林は足場丸太用時点にて一般杉を伐仰j し

出シボ杉に刺激を与え出シボを促進し，出シボ造成に失敗した場合に檎良材

生産に努める。

(ハ〕大径材;一番玉 4m(ま節材の径 12~13cm ，こ番玉4mは同径13~15

cm ，三番五4mは同径16~18cmの時にそれぞれ枝打ちを終了する。現在樵

育中のものは65年生が最高令である。

(3) 経営の合理化:氏の経営は以上のような育林作業を自家労働を中心

にして計閥的に実施しているが，氏はまた伐採より最終製品までを一貫的に

行ない，特に磨丸太(シボ材を含む〕については加工により付加価値の増加

をはかるとともに直.接需要者への庭先販売をなし，製品流通商の利益をも獲

得している。このことは労働集約による経費高を克服して高所得をうる。す

なわち経営の合理化につながるものといえよう。

氏{土森林施業計悶樹立(昭和45年認定〉により経営の計間的運営を期する

とともに合理化に資するため各種の記録整備を行なっている。例えば，不動

産自録，森林現況簿のほか，労力投入，経営仕組改善，技術研究，経営収支

などの記録整備に努めている。

今後は不足する林業労務に対処するため，氏は農林複合経営の農業部門を

漸次縮小する方針というから，氏の経営において農業はさらに副次的存在と

。一



なろう。

務受賞財の技術・経営の分析および普及性と問題点

1 経営の中心とな~技術(枝打と加工〕

氏の経営l土地域の技術体系を背景に民独自の手法を加えてきめ細かい運営

がなされていることはさきに述べた。そこで氏の目指すところは良質無節材

の生産にあるので，経営を支える技術群のうち特に氏の優れた枝打と腐丸太

加工を高く評価すべきであろう。

まず枝打であるが，その白擦は優良均質の長さ 3m，幅1O.5cm の有無

節柱材を立木工本より 2 ::n:採材しうることである。このために小径木のうち

から枝打を完全に行なう。例えばスギ 1 等地の場合 7 年から 19年生までの間

はj京期として直径の大小を考慮しながら 3 fl二ごとに実施する。そこで枝打の

経営上の有利性が当然問題になるが，これを上浮穴地方の例でみてみよう。

この地方の脊林技術体系において標準木(樹高 18m，胸高庇径 20cm) は

立木材積で O.277m"，造材材積でO.199m 3 (歩止り 88%) となる。これを次

のように採材する。

体系施設化による標準木の採杭〉
~ニニニエ二一一一一一一一一一一一一一 13m 一一一一一 一一一一 一ーペ
い的寸0'77川 16cm α059m3 下つ4Cm O.'.0481713 I1cm 仰15m3 7cm I 
ト 3m 一一十 一 3m 可ト一一一何一一一一+一一一 3m ---1 

トー -39% 一~

一一一一切司6'7% 一一一 今 一一一一ムー← -.9/うも

これによる素材価格は次の表のようなむのとなれ造材材積の約 71引を占

(45年lJJ 調) (PD 

(l*~ 1)) 側一献・伐峨哨収益 J長雨);\日
般材 4 ， 075-不可一一一一τ五9 一一一つつ記

元]~ 1:楳節 I 5,592-2 ,064 (内 193 枚打投) =3,528 

2 ::f. 無 rtfJ I 6,607-2 ,275 (内 35日枚:jTtV ロ 4 ， 332

- 43 --

1, 119 

日04

(1 ,923) 

146 

180 

(校打技術と実際， 3 頁〉



る 2 -f香玉までに 1 木当り，後価 356 円の枝打費を投ずると，一般材にくらべ

1 ， 923 円 (80%) の増収が期持できる。

また氏はその林分中より磨丸太適材を選び最終加工まで行ない付加価値の

増加をはかつている〔注]。

〔注〕 麻丸太無節材と素材ーとの価格発 (451，了 3Jj 調〕
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2. 経営の分析

以上により相原氏は自身の研究と体験に基づいて高度の技術導入と経営の

合理化とにより優れた成果を収めている。その分析結果を示せば次表のよう

である。

これは全閤林家経済調査の結果と比較しでも優れた林家所得といえよう。

3. 普及性と問題点

氏は自己の体得した技術を惜みなく一般に公開するとともに後進の育成に

尽痔し，地域はもちろん他県からの講習依頼も跡を絶たない。このことは氏

の技術・経営の普及性を物語るものといえる。シボ材を含む磨丸太のごとき

-:1:1-



(JìJ.f立:円〉

区分
年次 118 和 43 4'1 45(推定〕 。iiì 三き

現
人工林立木 100,000 

林 天然林立木 50,000 40,000 100,000 

7空襲3金 素材 280,000 400,000 477,000 

2長 収 その{む 450,000 690,000 840,000 

JI又
入

880,000 1,130,000 1,417,000 

ノ、 生消涯費現額物そ家の他計 50,000 50,000 50 ,000 

930,000 1,180,000 1,467,000 

現金吉
庭用労賃 120，∞o 2α)， α)0 240,000 

林 その他 38,000 125， 0α) 190,000 

1長 ノj、 iH. 158,000 325， 0α) 430,000 
文

減価償却その他 80 ， α)() 75 ， 0ω 71 ,000 
/1¥ 

238,000 400，似)0 501 パ)00

本~ 業 所 ィ号 692,000 780,000 966,000 

林業以外事業所得 432， 0α) 450,000 3/12,000 農業所得

林 ;言ミ 万? 得 1,124,000 1, 230,000 1,308,000 

林業依存皮 61 63 73 

(県議:務j:!Jí'久万出張所調査J

特殊材の商談もWf~~者ーの来訪により決まるという事実は老舗の「のれんj な

すらJ惑じさせる。

とはいうものの問題が全くないわけではない。特殊材の街袈範閣も建築様

式の変化につれ限度に達することもあろうし，また氏の技術の普及とともに

生産過剰も生じるであろうから，それらの対策を今から用意する必要があ

る。相原氏は一応はこのJ誌にも留意し，不特z定多数の能要に応じ経営の安定

を保つため大径木林分の保存育成も行なっている。氏の後継者たる林学専攻

の令息にはさらに地域林業者の一員として広い視野からの長期的考慮が望ま

れる。

司 4.5



騒騒騒欝態勢

スギ選抜育種について

柏原佐加雄

私のすんでいる久万地方は古くから 以上，3 f涯を手Ij片付ーる。

志野系統の炎生スギを主体とした，総 (1)については柱材，大fIJ;j'，有林'1'

林・通夜・完溺材の生産を I~;僚とした の!日j伐材右手リJHすればよく。 (2)は緩め

林業地携で所有形態が非常に小さくそ て数訟が少なく発見すれば仰木による

の大部分が決家林業であり，経'討の発 域組方-訟をとり。 (3)は育林投手11により

wu士条約林業に依存するほかありませ 浴絞丸太となるが，幾分先天的性質に

ん。地域のgミ注目擦が，俊良 j照会li :j:J: より磯炎性を欠く恐れがあります013.

材， -l'fI\においては優良大役材の生 種はi向!交の知識と技術を必~とするた

iY(i ， 熔丸太の生成などであることから め，現に育林中のものより選抜防水明

必然的にこれらに勘ぶした，Wl~重の育成 般をと行ない撫育観察中であります。

が大きな関J~互になってきます。 以上の選抜育種による撫育のもの

さいいにして私の 111林には雑緩ながら は， l~ßi]'.生でありますが， (2)のうt

これらの倒的に沿う俊秀なものであり 天的出絞スギについては多少目的の兆

却水による選抜育秘を計回今日に歪つ が凡え始めました。

ておりますが，その '1:' で燐丸太JIJ ，W，積 (3)のj炎天(1な1=1焼絞スギについてはj俸

の育成について rjl述べますと先ず床柱 絞りとなり商品の多緩化をlきiるために

)fJ丸太は表加に不規則な治政波を有しそ も選抜す磁を総統し，今後は， (2)の数

の絞紋様の俊放さが珍反されておりま 秘による人工炎配j}..fgミ7ぎ}おも併せ，久

すがこれらの生産方式を分類すると'1'" 万J休業如氏のため適地巡芯供給を念白浜

記のとおりになります。 していますが前途遼遠です。

(1) 人工絞丸太 訪凡のご;立見，ご批判をji訴えればさ18

(2) 先天的性.~~lによる山絞スギ いです。

(3) 後天的日比絞スギ

- 46-
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第 9 [8]農業祭行事のかずかず

明治神宮新2霊祭の参列者





発刊のことば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天息杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各

方面の協力をえて開催してきており，昭和45年度は，その 9 回目を迎えたの

である。

第 9 囲農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 285 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 477 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，園芸，畜産，蚕糸，林産およ

び水産部門〉ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業披興会会長賞が， 12名(団体を含む〉に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付した次第である。

終りに本書の編集にご協力さといただいた執筆者および編集協力者各位に対

し深甚の謝意を表する。

昭和 46 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受

出品財ほしのり

受賞者野田泰昭
(愛知県知多郡美浜町大字奥田字南似[J65-2)

委譲実直，不屈の精神で率先垂範一一受賞者の略歴

ここは三河湾問定公開の中にあって，海辺自然公闘として，風光に恵まれ

ているので，よい道路が通じている。美浜町は約 4， 300 世帯，人口約四， 000

第 1 (頚養殖場位置略図 であるが，農家はほぼ 1 ， 700 世帯である。

イヂ

寺手

Cも

勝鋭張ft.~1 <? 

半農半漁であるが，美浜町は知多半島の中

央部に位置し，東は知多湾に，西は伊勢湾

に面しているので，漁業協問組合は 2 組合

に分れている。氏の属している野間漁協

{ま，伊勢湾に面している。

組合員は 501 名〔正 183 名，準 318 名〕

で，以前は漁船漁業が主体であったが，現

在はノリ養殖が主体となっている。

氏は昭和 4 年野田守氏の長-男としてこの

地に生まれ， 18年野間第二高等小学校を卒

業後，直ちに父のもとで、パッチ網漁業に従
道!l[買新名古屋一知多武農(名鉄〉

30分〔又は名古屋一武豊〔武重量線)J 事していたが，地元を離れた常滑港を根拠

武豊一里子間(パス) 30分 地に操業していたパッチ網漁業は当時衰退
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の方向をたどっていた。その時，この地先にノリひびを立てて，ノリヵ:取れ

ることを知 k ノ1} 養殖業に着目した。

そこで当時，野間漁協組合長であった父とともに，地元組合i也先でノリ

殖ができるかどうか試験TiJf究することを決意した。

24年， !泉水産試験場から「ノリ種そだ」を譲り受け，県水試倉掛技師の指

令受けて，山王川内と JI[ 口付近で試験をした。その結果JII内では生産でき

たが，海岸では荒波で「そだ」が抜けて失敗した。

翌25年は組合員 2 名とともに貴重な「種あみJ (コイノレヤーン) 20枚を水

試から譲り受けて試験したが，張り込み水位や，網の管理などが不明でこれ

また失敗。 26年は消極的になった 2 名の共同研究者を励まして20枚を張り込

んだがこの年も失敗し，資金繰りにも困難な状態になった。

27年はこの失敗にもこりずに，何とかノリを養殖したい願望から r種あ

みJ 60枚を水試から譲り受けて，山王川内に張り込んで，ょうやく 1 さく当

り約 500 枚の黒ノリを収穫し，約12万円の収入になった。このことがノリ養

殖に対する大きな自信となった。

28年，ノリ養殖の有望性を組合員に説いて28名の向志を得て，豊橋市の牟

呂地先で種付けをして 600 さく養殖をしたが，荒波と技術不足のために成績

はあまりあがらず，脱落者が出る状態であった。しかし，氏は70さくで17万

円の収入があり，ますます自信を深めたので，野間漁協内にノリ研究会を設

立して自ら会長になった。

29年は16名で 1 ， 000 さく養殖したが，一般には意欲のないものが多く，管

理が不充分で不成功であった。氏は熱心に研究努力を続けて 100 さくで30万

円水揚し，順次成績を上げて来た。

この年，耐波性支柱の考案，引続きポンプ。手Ij用による支柱の打ち込み，人

工採苗，化繊あみの研究，竹支柱節抜き機の工夫など次々と新技術の開発，

改良を加え，その普及に努めたのでお年には組合のノリ養殖業者も82;ちにな

った。

34年，これらの努力が組合員の信望を集め，若くして組合の理事に選ばれ
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ている。

40年には知多西部ノリ研究会副会長となり， 42年には知多西部ノ 1) 対策協

議会委員に任命されて，引続き現在まで広くノリ養殖業の振興に努力してい

る。

父，守氏は昭和16年から当野間漁協の組合長として‘ノリ養殖の開拓にも

努力し， 35年に不帰の客となったが，今ヲノリ養殖場を一望できる堤防上に

守氏の頚徳碑が建てられている。

父は篤実果断な人であったが，氏は謹厳実直で，当初，父とともに研究し

たノリ養殖業を父亡き後もさらに旺盛な研究心と不屈の精神で，野間漁協の

ノリ養殖業を県下第一の生産を誇るところまで発展させる原動力となった功

績は誠に大きい。

氏はパッチ網漁業については，地元に適当な漁港がなく，労力不足などの

ためその将来性を考え，すでにやめて，ノリ養殖業に専念し，広くその発展

に努力しているが，一方，自らは生産量の増加だけでなく，常に優良品を製

造することを心がけて， 45年 3 月に開かれた第 4 田愛知県乾のり品評会では

第 l 位となれ農林大臣賞を獲得した。なお，氏は考案，試験は自己の功績

とせず，ノリ研究会の功績として会員に発表させているが，数々の発表の中

で次の賞を受けている。

38年 4 月 グノレーフ。活動が優秀，愛知県知事

38年 3 月 機械力を入れたノリの安定生産(全国漁村青壮年婦人実績発表

大会〉水産庁長官

42年 4 月 漁場規制と冷蔵網，美浜町長

43年 4 月 悪海況下のくされ対策，美浜町長

45年 4 月 冷蔵網の入出庫と気象，海況，美浜町長

これを見ても自ら表面には立たないが，率先主主範，常に広く一般のノリ養

殖業の発展を願っている氏の性格の一端を知ることができょう。
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糸状体培養場

務七転び八起き後の堅実な経営一一司経営概況

24年にノリ養殖業に着罰して，古式p;-gz 8:.:始めてから毎年失敗を重ね，組合内

の共同研究者は次々と脱落していったが，.Etはへこたれずに何とかこの事業

を成功させようと工夫に工夫を加えてきた。

野間地先で養殖できることにようやく確信が持てたのは30年で，ここまで

来るのに 7 年の歳月がかかった。ほんとうに七転び八起きの状態で成功した

といえよう。

ノリ養殖業は，区画漁業機は組合に免許され，その中でJ組合員各自が養殖

する形態、が取られているので，陸上の畑とはやや異なり，養殖場ーは，一般に

は{図人ごとに間定していないし，その上ノリは葉体から栄養分を吸収するの

で，畑の土地lこ相 Eきする海水は，共通の形で流動している。従って養殖業者

は協同の精神が必要で，自己中心主義ではむずかしい。しかし，その中にあ

って網ひびの管理，摘採，加工などに常に努力することが，増産と密良品の

生産につながるのである。

氏は養殖技術上の改良を加える外に生産の機械化に努め，経営面でも専門

家の指導を受け，堅実な経営に心掛けている。

養殖さく数は父のさく数を引継いで，組合内では上伎の級にあり 160 さく

程度であるが，常に組合内では生産枚数も多く，優良品を生産している。

ノリ養殖に関する氏の主な施設は次の通りである。
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冷蔵網の保管

糸状体培養場 2棟。6. 10m 2，糸状体 16千枚，水槽 20m2 ， 6. 6m2
) ノリ

つみ機 1 台，生ノリ洗じよう機，自動調合機，ノリ網洗じよう機各 1 台 生

ノリ，ノリ網脱水機 1 台，冷蔵庫(プレハブ1. 5 坪) 1 棟，ノリすき機 2 台

。， 800枚/時間， 3 ， 000枚/時間〕回転式乾燥機一式 (3， 500枚/2.5時間)，自

動ノリす入れ機一式，船 (FRP 175 トン，船外機 2.5 馬力) 1 隻，ベカ 2

隻， トラック 1 台，ライトパン 1 台。

気象，海況などの条件が悪く，個人の努力では不可抗力のため，成績があ

まり良くなかったこともあったが，最近の収支は次の通りで堅実な経営を続

けている。

収入

42年 43年 44年

枚 数 433千枚 485千枚 619千枚

金 額 7 ， 594千円 9 ， 874千円 9 ， 803千円

支出

① 生産直接費

42年 43年 44生存

増養管理 69 103 113 

建込み 686 594 554 

育成摘採 638 647 564 

カ日 工 84,9 1, 008 991 
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労 務

般管理

小計

② 生産間接費

公租公課

借入金利息

その他費用

③ 販売手数料

602 831 922 

160 377 218 

3, 004 3, 560 3, 362 

42年

58 

292 

240 

590 

42年

264 

43年

73 

110 

390 

573 

43年

342 

44年

67 

136 

224 

427 

44年

329 

経費計(①十②十GD) 3, 858 4 , 475 4, 118 

差引利益 3, 736 5, 399 5, 685 

注 1. 労務焚には自家労賃は含まない。

2. 原価{賞去IJ焚はそれぞれの項に含まれている。

家族は母，妻，長男 (13才)，長女 (11才〕共 5 入であるが， ノリの生産

は夫婦だけで多忙の時期は人を躍っている。労賃も高くなれ特に最近は一

般に労働力も少なくなってきているので，ノリ養殖業も機械化により省力さ

れているのが現状であるが，氏は人一倍機器の導入に努力している。 44年疫

の躍ょう労働の内容は，次の通りで，男女合わせて延 461 S となっている。

44年 45年
9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 百十

男 1人(3 S) 1(4) 1(6) 1(21) 1(27) 1(26) 1(28) 1(10) 1(6) 1(131) 

女 o 0 2(28) 3(62) 3(74) 3(73) 3(69) 2(24) 0 3(330) 

計 1 (3) 1(4) 3(34) 4(83) 4(101) 4(99) 4(97) 3(34) 1(16) 4(461) 

i主単価労 1 日 3 ， 000円 女 1 ， 500円(食事っき〕

なお，漁業共済にはノリ養殖業者全員で加入しているが， 42年度は海況異

変による不作のため共済金の支払いを受けている。
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後環境に適した技術一一受賞財の特色

愛知県のノリ養殖は安政 2 年 (120 年前〉に前芝村(現在は豊橋市〉で始

められ，古・ぃ歴史を持っているが，技術水準も高く，その生産量(次表の通

品質とも常に全国の上位にある。

愛知県の海面漁業生産金額は44年

り)，

ノリ生産数量(ノリ養殖年度 4~3 月〉

位jl[実

に
u
d
a
A
d
告

1

ム
ー
ム

その内度は，約 150億円であるが，

ノリは約90億円で60%を占め，重要

な生産物である。

ノリ生産地は 10 年前までは伊勢

i弘知多湾，握美湾の湾奥部が主体

その後埋立てや工業のであったが，

発展に伴なって養殖場は失われてきた。一方，防波導流さくや沖合保全施設

によって新しく漁場が造成されてきたのと，浮流し養殖，冷蔵網の活用技術

が普及しラ環境も変化したので，外海へ養殖場が伸びて，今では湾口の離島

の周囲でも生産できるようになった。(ノリ養殖場の変遷図の通り〉

ここ，野間漁協地先の

ノリ養殖業の発展は野田

氏の努力に負うところが

大きいのであるが，愛知

県の中では新興の養殖地

帯である。特に37年から

3 ヵ年で延長約 3， 000m

ノリ養殖場の変遷

海内
伊
勢
考

の防波導流さくが浴岸漁

業構造改善対策事業とし②現在(9 ， 147ha)CD 昭和35年(5 ， 493ha) 

て県掠連が事業主体となって実施され，新しい養殖場が造成されたこともー

つのけい機をなしている。

出品財{土ヲ第 4 回愛知県乾のり品評会で第 1 位となり，農林大臣賞を受賞
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したものである。

審査方法は，出品 178 点を各段暗に分けて審査した。まず第一次は漁協別

に審査して62点が残り，第 2 次では地区単位に審査して12点となり，結審の

際は，黒ノリ 6 ，育ノリ 1 ，計 7 点について10人の察査員が 100 点満点で採

点し，氏の製品が合計 865 点で第 1 位であった。原そう優良で，雑物なくす

き方完全，色沢良く，乾燥十分で， 1憂れた商品価値を持っていた。

さらに氏の経営の実態，養殖技術など総合的に審査して最優秀と認められ

たものである。

ここは平たんな砂浜で，内湾奥部に比較すると風波を受けやすいので，従

来の観念ではノリ養殖場としては恵まれた条件にあるとはいえなし、。しか

し，一方外洋水が入れ冬期は西風が強く，海水のかくはんがはげしい海域

である。このような条件の養殖場で優長品を生産した技術の特徴は次の通り

である。

1. 耐波支柱

従来この地方では風波に耐えられるように，周 12~15cm の支柱竹を使

っていたが，抜けたり，折れたりすることが多かった。そこでノリ網のい

せを少なくして見たところ，ある程度荒波に耐えることがわかった。しか

し，それよりも細い竹(周約 6cm) の弾力を利用した方が良いのではない

かと考えて試験し，その上つりひもを長くすることを29年に試験して荒波

に耐える網の保持に成功した。

2. 支柱立てポンプ

橋の工事で「くいJ を立てるのにポンプを使って穴を聞けているのを見

て，ノリ支柱立てに苦労しているので，これを利用することを思いつき，

支柱竹を容易にしかも深く入れることができた。その後，広く普及するよ

うになり今ではノリ養殖用のポンプも市販されるようになった。

3. 支柱竹の節抜き器

支柱竹は，そのままでは浮力があり，抜けやすいので、予め節を抜いてお

く必要がある。従来は鉄線を使って，手で突いて，開けていたが，数が多
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支柱竹節抜き器 電線張り

いので、大変な仕事であり，普通 6 日ぐらいかかっていた。これを機械で回

転させれば早いのではないかと考え，小型モーター (1/4 潟カ〕に取つけ

たところ今までの労力の 1/3 の 2 日で終ることができた。

4. 電線張り

ある S ，風で電線がゆれているのをみていて，これを養殖に利用すれば、，

強い風波の力を分散で 平弱電線張り側面

きるのではないかと，思

いっき，支柱間に図の

ようにポリロープ。を張

って，つりなわを結ん

だところ，前よりもよ

り風波に強い施設をす

ることができた。

このように，何時もノ

リ養殖のことを考えて，

あらゆるものを養殖用に

サν

活用している。以上は主としてこの地に適するよう耐波性の強い施設の工夫

である。もちろんこの方法は広く公開しているので，ちく次他地域に普及し

ている。

また， 30年，水産試験場で、化繊網の試験を始めると，いち早くこれを地元
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で試験しているし浮動用環の工夫もしている。なお，人工採苗技術，浮流し

養殖法の導入，冷蔵網の利用など新しい養殖技術を率先して取り入れて指導

普及に努めている。

加工方面についても，機械による省力化に努め， 32年に脱穀機からヒント

を得てノリつみ機(ノリはたき機〕を考案した。今は市販されているものを

使っているが，前に述べたようにあらゆる機器を取入れて能率化を図ってい

る。常に県水試本場，同尾張分場の技師や普及員などと連絡を密にして指導

を受けていることはもちろんである。聖子間漁協組合員の44年度の水揚高は，

約86千万円でその内ノリは848百万円で，組合員の全員がノリ養殖に従事し，

ノリ養殖組合ということができる。この地先の養殖の変遷は図の通りで，年

年進歩している。

ノリひびの変遷

養殖技術の変遷

、と五亥 l 

I if 守-行j 、 フ切A 3D 35 40 45 

Xλ。"品~~ 鑛 沼
4程内 i 与吉 j 課外{必J'J鴻子韓日石j~)

二 ìt.:Ji. r;;;' 苦

人工 J主冨
試号君

迂 jえを在宅呈

会臨時
試 E金

愛知県ではノリ養殖の基準をつくり，地域の協議会がこれに準じて実施を

するよう指導しているが，この野間漁協は知多ノリ協議会の知多西部部会に
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属し，その基準に基づいて，野間漁協には，次の養殖規定がある。この漁協

地区が野田氏を中心にして養殖，加工技術，経営が優れていることはもちろ

んであるが，この規定を組合長以下役職員，組合員相互がよく理解してこの

規定を厳重に守っていることが，県下第一の生産をあげている要因の一つで

ある。

野間漁協ノり養殖規定

1. 採苗は10月 1 日以後に行なうこと。

2. ちょうちょう張(横に 2 枚続き以上〕は止めること。

3 種付時の網枚数は 1 さく当り 3 枚以上とし，委託網，預り網は一切禁止

する 0

4 種付後の網の展開は 1 潮以内にさく当り化繊12枚，ヤシ網 6 枚以内と

L , 10月 25 おまでに化繊 6 枚，ヤシ網 2 枚以内にする。

5. 移殖締の張り込み解除時期は協議の上決める。(移Jì宣網とは当総合漁場

以外にて採直したものの外，他組合をいう〉

6. 生産網(本張り) 1 さく当り 1 枚とし，その実施時期は11 月 10 日までと

する。その後の解除日は気象状況に応じ協議の上決める。

7. ニ次芽の採苗は11 月 1 日以後に実施する。採高綱数は 1 さく当り 0.5 枚

以内とする 0

8. 長期冷蔵網からの二次芽採苗は，水温15度以下で、 1 さく 0.5 枚以内に含

むものとし，採苗時期は本項に準ずる。

9. 冷蔵網の出産時期は，協議の上決定する。

10. この規定の完全な実施を遂行するため漁場検査の実施をひん繁に行な

フ。

主なる検査時期，採苗時期， $手!の展開時期，張り実施時期，ニ次芽の採

苗時期，その他必要に応じて行なう。

11.不測の事態が発生した侍は全面的に組合の決定にしたがうこと。

12. 木規定の違反者に対する措寵は，その都度組合の内規により決定する。

13. 小野浦および沖漁場，第 2 漁場の大州、!の付近は特認カ所とする。
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普及性と今後の発展性

1.技術

氏の考案，工夫した技術は耐波性施設が中心である。最近ノリ養殖場が内

湾から外海へ伸びてきている。これは，この養殖技術のように国定さくによ

って砂浜地帯の外海の利用をはかる外に，岩礁地帯では岩盤に鏑管支柱を立

てる方法も実施されているし，支柱の建てられない深い海へは浮流し養殖法

が普及してきたためである。

一方，河)11から補給される栄養壌が都市下水などによって，かなり増して

いることもその原因であろう。

氏の養殖技術は，まず，同一条件にあるこの付近に最も普及しているが，

この方法は，広く全国に普及できる要素を持っている。

ここでは地域の特性もあって，竹支柱を主体にして工夫が加えられている

が，今後耐久力のある資材についても検討されることが望ましい。また，最

近の養殖技術の進歩は，著しいが，年間生産に備重した早期栽培・の方向に行

き過ぎているきらいがある。それよりも品質の良いノリを増産することを主

眼に経営の合理化が図られるべきであろう。

2. 経営

経営団にも改替を加えているので，年々所得率は増加しているが，労賃も

くなり，新しい技術，器材の開発も進むと思、われるので，これらの情報に

則応して，さらに内部検討を加えながら経営の合理化を進めることが摂まし

し、。

最近のノリ養殖業は，ここだけではなく，全国的な傾向として，養殖商に

も加工面にも新しい技術，機械が次々に導入されている。人工採苗技術，人

工乾燥施設の哲:及につれて，採高施設，乾燥機などをそれぞれ各個人が所有

している場合が多し、。また，最近では冷蔵種網の活用技術が進歩してきたの

で，各個人で冷蔵施設を持つことも少なくない。ノリ養殖業は養殖場が各{[;ijJ

人に分配され，各個人の責任を主体として一養殖されているし，その後摘採し
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普及性と今後の発展性

1. 技術

氏の考案，工夫した技術は耐波性施設が中心である。最近ノリ養殖場が内

湾から外海へ伸びてきている。これは，この養殖技術のように間定さくによ

って砂浜地帯の外海の利用をはかる外に，持礁地帯では岩盤に鋼管支柱を立

てる方法も実施されているし，支柱の建てられない深い海へは浮流し養殖法

が普及してきたためである。

一方，河川から補給される栄養塩が都市下水などによって，かなり増して

いることもその原因であろう。

氏の養殖技術は，まず，同一条件にあるこの付近に最も普及しているが，

この方法は，広く全国に普及できる婆素を持っている。

ここでは地域の特性もあって，竹支柱を主体にして工夫が加えられている

が，今後耐久力のある資材についても検討されることが望ましし、。また，

近の養殖技術の進歩は，著しいが，年間生産に偏重した早期栽培の方向に行

き過ぎているきらいがある。それよりも品質の良いノりを増産することを主

眼に経常の合理化が図られるべきであろう。

2 経営

経営聞にも改善を加えているので，年々所得率は増加しているが，労賃も

高くなり，業~しい技術，器材の開発も進むと思われるので，これらの情報に

別応して，さらに内部検討を加えながら経営の合理化を進めることが望まし

L 、。

最近のノリ養殖業は，ここだけではなく， 1::: 1設的な傾向として，

も加工面にも新しい技術，機械が次々に導入されている。人工採高技術，人

工乾燥施設の普及につれて，採苗施設，乾燥機などをそれぞれ各個々人が所有

している;場合が多し、。また，最近では冷蔵穏網の活用技術が進歩してきたの

で，各個人で冷蔵施設を持つことも少なくない。ノリ養殖業は養列車場が各個

人に分配され，各個人の責任を主体として養殖されているし，その後摘採し
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て最後の製品にするまで，一貫してそれぞれが努力している。このことは個

々の直接の収益に響くので，この方法の方が成績がよいことになる。

しかし，ノリ養殖では，漁場が共有になっているので，養殖段階では偲人

だけの努力には限界があり，統制をみだしたことをやると，逆に皆に迷惑をと

およぼすこともある。このような特性があるので，養殖段階から共同で実施

しなければ，その後の段階を共同にすることはむずかしい点があるようであ

る。機器を導入して生産性を向上し，経営を近代化することはまことによい

ことであるが，最近はやや過剰投資になってきている。

野間のように新しく養殖場が造成された海域では 1 人当りの養殖さく数

も多いので，かなりの経済力があることになるが，良いノリを増産すること

が必要で，品質の悪いノリはますます売れなくなってきている。

韓毘ノリの関係もあり，今後の経営は，できるだけ海の生産力を生かし

て，生産コストを下げて，安くて良いノリを供給することである。その意味

からも，協同作業ができる面はできるだけ実施する必要がある。

そうすることは，養殖場の行使方法から改めなければむずかしし、かもしれ

ないが，ノリ養殖の完全な協業方式が生まれでも良いように思う。

ノリの生産は， 44年度は過去の最高を示した。養殖技術が進歩したとはい

え，気象，海況の影響を受けることが多く，真に安定した養殖業となったと

はまだいい切れない現状である。

氏も長年の努力で生産は一応安定してきているが，なおーまつの不安は残

っている。農地もなく漁船漁業も止めてノリ養殖業に専念し，ノリに生きて

いるといっても良いが，夏季には労働力も多少の余裕があるので，でき得れ

ばこの時期の労働力の活用も考慮してより健全な経営さと図る必要があろう。

3. 養殖場の使い方

野開漁協では，金正組合員がノリ養殖業を実施し， 44年度には約15 ， 500 さ

くを建込んで，約54万枚の生産をあげているが，一方落ノリ生産者は約 300

人(準組合員〉もいる。養殖ひびから流れた落ノリの採取によって約 6 百万

枚の生産をあげ，製品はどれも全面的に組合に集荷され，県潟、連に出荷され
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ている。

正総合員は厳重な規準に基づいて審査され，ノリ養殖場が割当てられてい

ることはもちろんである。この組合地先の養殖場は陸岸にそって細長いの

で，最近は，毎年の場割りは行なわずに，個人ごとに閤定されている。養殖

場の環境条件に特に大きな優劣がないので，この方法が取られているようで

あるが，個人ご、とに養殖場がきまっているので，環境条件も良くわかってく

るし，自宅に近いので，使利であれ養殖場を愛護する精神もでて，好都合

であるとのことである。

地区，組合の規約を全員よく守っていることはもちろんであるが，この漁

場の行使方法にもそのー闘があるようである。

ノりは海水の栄養主主を直接莱から吸収して最も王手く揮の生産力を生かす方

法である。しかも日本人が好むものの一つであり，ビタミンなども多い栄養

食品であり，良い製品ほど栄養も高いといわれている。

しかしラ心記されるのは，公害の問題である。ここは外識に面し，名古屋

港とも離れているので，今のところ水質汚濁の心配はあまりないし，またこ

の付近は工業建設の計画はないし，この地帯は県としても将来の漁業地域と

して，その振興を図る計画がある。公害のない美しい地域として，ノリ養殖

業が盛んになることを願っている。

また，野間氏の方法を範にして，全国の適地で適正な方法でノリが養殖さ

れ，大衆に愛される，安くて，良いノリが大量に生産され，生産者も消費者

とともに喜ぶ時代の早くくることを期待したい。
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ノ o 養殖に生きがいをかける

野田泰昭

昭和24年，水産試験場に倉掛技師が

着任し，ノリ養殖の将来性について大

いに鼓吹されるのに感銘した父と私は

パッチ網の漁閑期に，当11寺不振になり

つつあった沿岸漁業の打開を図るた

め，この養殖テストをする1I支をきめた。

当時のノリ養殖はそだ建てであり，

天然採滋であったので，採商の良， /f' 

良でその年の作柄がきまり，迷ぐさと

言われていた。

ノリ養7ì査の試験には組合員111本隊二

氏を始めとする同志で研究会を結成し

たが，当初の会員は :3 4'tに過ぎたかっ

fこ。

24年，そだ20本を I Li玉川内に始めて

建込み，ほしのり 100 枚程度のものが

育ち，ノリの脊つことに確信を持つ

fこ。

5lZ25年皮はそだと，県下ではこの年

始めて使われた水平ひび(コイルヤー

ン〕で試験したがうた放し ， ~timは慨無

で終った。

26:9三から 28年の 3 カ {jミ!日jは文字通 1)

苦心さんたんの年であった。天然採務

の失敗，施設の破損，網の操作等苦労

したが，目立綴は思うようにあがらず，

1'Y:1l~J'I士官Ilfifの人からちょう笑されるこ

ともあった。当時資材費， ~震予つけ焚'

にも隠り，かなりの借金もしたが，な

お里ffi司i也先でのノリ養殖の成功を夢見

たの研究会員は一時28名になったが， 29

年， 16名， :30年， 19名と養殖日対責によ

って消減し，人もまた変った0

29fド，種々テストした結果，ようや

く施設の保持について，自信を持つこ

とができるようになり，このfFIOO さ

くの張り込みで，やっと :"\07:1円の水揚

げができた。

翌日O年には 200 さくの凝り込みで，

267i枚 156 万円の水揚げをして野|潟

地先ノリ養殖開発の隠途がついた。か

くして，ノリ着業者は:31年424't， :32生i三

55名と者尖に増加して今日の石濯を築く

ことができた。これもひとえに故山本

淑二氏のしった激励と協力に負うとこ

ろが大きいものと衷心から氏のめい揺

を祈る次第である。今回，関らずも天

長杯を受3遣することになり，自分の生

きる道をひたすらノリ養殖に託して来

ただけの私であるので，ざたく予想だに

せず，身に余る光栄で11ft々恐縮してい

る。今後は，この名誉0::11向にさざん

で，微力ながらノリ養殖業の振興にし

ょうがし、をかけたいと存じます。
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日本農林漁業振興会長提

出品財魚肉ハム

受賞者昭和水産

工業株式会社
(代表杉山宗作〕

('l!'ít防iJ!系;焼津市小)1I2:H)

だj魚肉ハムを始めて世に送り出した会社一一受賞者の略歴

昭和水産工業株式会社は最初南輿食品株式会社として発足し，戦時中の旭

航空工業株式会社を経て昭和22年現社名に改変したものである。

魚肉ハムは昭和11年ごろ，当時の水産講習所教授清水瓦博士が研究室でツ

ナ・ハム(鮪ハムの意味〕として創製したもので，南輿水産株式会社が新し

いまぐろの利用法として注図し，その子会社で、ある i蒜輿食品株式会社が企業

化に着手し，苦心の末昭和15年始めて商品としてt!tに送り出したものであ

る。しかしながら間もなく日本は大東亜戦争に突入し戦況は激化の一路をた

どったので，昭平1118年には遂に操業中止のやむなきに到った。戦後は昭和22

年まぐろの配給を受けて再び、魚肉ハムの製造を開始し， 24年統制が解除され

るとともに本格的生産に入り，現在におよんでいる。

この間，昭和]27年には武州食品株式会社を通じて販路を東京に拡張し，そ

の製品{士三越，西武，高島躍，松坂屋，ニ奈などで好評を博したが，大手水

産会社が魚肉ハム・ソーセージ業界へ進出を始めたのは，実にこの時期以降

のことである。昭和30年にはクロカワカジキと豚肉を混合することで，ツナ

ハム製造の特許を獲得したが，業界におけるその行伎は特に制約しなかった

ので，各社がその方法を利用するようになった。
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原料の「まぐðのすりみ」と豚脂，

香辛料，冷凍すりみを混合して，合

成樹指ケーシンゲに充填する以前の

作業を行なっていあところ

この会社の魚肉ノ、ム・ソーセージの生産量は決して多いとはいえない。大

手水産会社が大量生産した製品を，強力な販売網を通じて市場に流布させて

いる中で，このような小企業の製品がその生命を保ち続けられる唯一の理由

は，製品の品質が良いことであろう。

日本魚肉ソーセージ協会の品評会は，品評会用に作られたものでなく，市

販品を買い集めて行なうところに特色があるが，この会社の製品が，この品

評会で常に優秀な成績を挙げていることはその左証である。

昭和水産工業株式会社が倉業以来常に良心的魚肉ノ、ムの生産にはげんでき

た努力と誠意は高く評価され，昭和36年以降魚肉ノ、ム製品について，水産庁

長官賞，魚肉ソーセージ協会長賞、厚生大臣賞，農林大臣賞など 7 回以上受

賞しており，工場の衛生管理も良好である。

社長杉山宗作氏は昭和19年この会社の前身旭航空工業株式会社に入社し，

昭和43年初代社長小林忠吉氏死亡の後を受けて社長に就任し現在に到ってお

り，焼津商工会議所常議員のほか業界ヲ地域社会の役職多数を兼務してい

る。

委譲経堂の概要

昭和水産工業株式会社は，魚肉ハム・ソーセージのほかに缶詰の製造も行

なっているが，工場と従業員はそれぞれの部門に分かれている。

魚肉ハム・ソーセージ部門は次の通りである。
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調合された原料を庄力組生器!こ入れ

て合成樹脂ケーシングに充壊してい

忍ところ

工場敷地

従業

生産

魚肉ノ、ム

3 ， 870平方メート/レ

男子 14名，女子 31名

(昭和44年 4 月 ~45年 3 月〉

42 , 720kg (内受賞財 19 ， 550kg，約46~の

魚肉ソーセージ 15, 450kg 

合計 58 , 170kg 15 ， 997 ， 000円

(内受賞財 5, 141 , 000pj) 

務農山村の食生活改善に寄与した

魚肉ハム・ソーセージ一一受賞財の特色

農繁期の農山村では家族全員が農作業:こ動員され，主婦が家族の食事に時

簡をさくことができないので，栄養を十分とらなければならない肝心な時期

に粗食に甘んじる傾向があった。魚肉ノ、ム・ソーセージは価額も安く貯蔵性

もあることから，手軽に使える安価な蛋自給源として，農山村の栄養改善に

大きな貢献をしてきた。

またビキニの原爆実験によれ一時生食向け販路のとだえたまぐろ類を魚

肉ハム・ソーセージ業界が買いささえ，まぐろ漁業の苦境をすくった実績

は，特に意関したもので、は無いとはいえ，見逃がすことのできない功績であ

る。

出品財はこのような意味をもっ魚肉ハム・ソーセ…ジの代表的製品である
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ケーシングに充壊されたものを殺菌

加熱前の手当を行なっているところ

とともに，現在多数の品種に分化して販売されている魚肉ノ、ム・ソーセージ

類が，市場に始めて商品として登場したそもそもの原形を保つものである。

本出品財はキワダラパチなどのまぐろ類を主原料とし，それらの魚肉，豚

脂，香辛料を冷凍すり身を主体とするつなぎ肉で結若し，合成樹脂ケーシン

グに充填し，殺薗加熱したもので，香味色沢の優れた{霊秀品で、ある。

委譲普及性と今後の問題点

戦後魚肉ハム・ソーセージ類の生産量は急激に伸張したが，近年頭打ちの

状態にある。そのおもな原因はまぐろ類の魚、価の高騰にある。まぐろの魚価

が高くなれば，いきおい原料魚の質を落とさなければならず，結果として製

品の味が悪くなるので，魚肉ハム・ソーセージに固定していた消費者を畜肉

製品の方へ走らすことになる。まぐろ類に限らず一般に見られる原価の高騰

は，魚、肉ハム・ソーセージ業界だけの問題でなく，国民生活に影響をおよぼ

す函が多いから，一日も早く高い次元で根本対策を立てる必要がある。

問題点をこの会社だけにしぼるならば，今後 L 、かに販路を拡張するかであ

る。小企業がその販路を拡張することはさきに述べたような状況下ではかな

り困難であるが，伝統の技術を生かして優良品製造に徹するならば，道はお

のずから聞かれるであろう。
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魚肉ハムの創始開発について

昭和水産工業株式会社

(代表杉山宗作〕

日本ーの魚獲高を誇る，焼津港を背

景に水産加工製造をしている当社は常

に魚の高度の利用と新製品の開発を念

頭におき，研究工夫を進めておりま

す。今問受賞致しました魚肉ハムは，

昭和13年頃まぐろを利用して， ，魚肉ノ、

ム製造lこ着手し企業化をきトり，昭和15
年 9月本格的に製造に入った。当時東

京水産講習所清水亙教授の指導を受
け，東京松屋デパートに干lïJ!反し，活況

を廷しました。昭和18年の末，戦争激

化による原料入手困難となり一n寺中止

の止むなきに至りました。終戦後昭和

22年11月原料まぐろの配給を受け干専問

し，昭和24年 3 月魚類統制解徐と共に

本格的生産;二入り昭和27年 5 月，日本

鰹鮪漁業協同組合連合会の御支援を得

て東京に進出，東京三越，西武，高島

屋，松坂屋等…流百貨店tこ納入すると

ともに，都内小学校及工場給食等lこ納

入，実;の部「暮しの手帳Jf遊間朝日 J

(戸塚文子女史)等に，とりあげられ，

戸仰を高め大手水産会社の注目する処

となり，魚肉ハムソーセージの活況飛

躍への第一歩をふみだしました。初め

は南洋基地(パラオ〉において魚獲さ

れたまぐろ類の高度利用を狙ったもの

が，日本人のi犠好にあった魚類特にま

ぐろを，従来の料理法によらない新時

代に適合した副食品にすべく香辛料を

配して魚臭を矯し，又白木人に不足し

ている脂肪に豚脂を添加して，ハム風

にした次第であります。当社は常に良

い製品を作ることを社是として，従業

員とともに一丸となって研究を重ね努

力して参りました。昭和29年 4 月 1913

特許申請し，昭和30年 1 月製造特許の

許可を受け，業界の倉IJ始者として30年

余の歴史を有し資任ある製品を常に心

掛け，品質管理を徹底し衛生環境に充

分留意致しています。昭和32年以来 8

回の受賞をし，市販品品質審査会にお

いても，厚生大臣従， *il霊Jî"長官賞，

j没林大臣賞，更に日本農林漁業振興会

々長賞等，連続受賞を続けましたこと

は誠に光栄に堪へません。今後も品質

と味覚形状等を工夫し消費者に安心し
て愛好される商品を開発して，産業人

の最高の栄誉である天皇杯を自標に飛

躍を期したいと考えています。
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一一一一 日本農林漁業振興会長賞受賞

宅ガイ養殖(漁協の自営事業)出品財

A 
口崎漁業協同組塁受賞者

原田義政〉組合長(代表者

(岡山県倉敷市玉島黒崎〉

務役職員と組合員の協力一致一一受賞者の略歴

ここは水島港工業地帯の対岸にあるが，高梁川をへだ、てているので，海水

は比較的清澄である。海岸は砂浜地帯

が続いているし，交通の便が良いの

で，夏は多数の潜水浴客が訪れる。

養殖場略図第 1181

黒崎は以前は玉野市であったが，倉敷

市に合併された。黒崎漁協は i日玉野市

内の 3 漁協の一つである。

えびこぎ網漁業，小型定置締漁業，

ノリ養殖業，貝類養殖業が主要漁業で

あるが，貝類養殖業はモガイの自営事:

業であり，ノリ養殖とともに最近開発

され，組合員水揚金額の約70%はそガ

イとノリで占め，最近は養殖組合とい

G
L井
氏
島
排
席

。
下
水
鳥
島

うことができる。

前は漁船漁業が主体であったが，漁船

- 2fJ ー

漁業は漁場条件も悪くなり，不振になっ

選!I慎山陽線玉島駅下車玉島一沙
美中又は沙美野呂(弁笠パス，寄島
行〉約25分又は玉島一玉島パスセン
ター沙美中又は沙美里子呂(玉島パス
センター乗換え〕約30分



黒崎漁業協同組合のメンバー

てきたので，昭和28年に，原田専務理事(現組合長)が特に掠関期に生産で

きるモガイ養殖を計額し，周囲の反対を説得しながら，試験を続けて，見透

しが立ったので， 31年から組合の自営事業として実施したものである。

その後，成績不振のこともあったが，研究と葬カを重ね，さらにノリ養殖

とのニ毛作も進め，組合の役職員，各組合員が協力一致して，組合の発展と

組合員の所得の向上を図っている。

黒崎漁業協同組合の概要は次の通りである。

設立年月日昭和24年 7 月 1313

組合の地誌 !日玉島市黒崎町内

組合員数 178名(正 82名，準 96名〉

払込済出資金 8， 900千円

役 員理事7 名(組合長，原因義政〉

監事 3 名

職 員 12名(参事，会計主任，外10名〉

業信用，販売，購買(生産資材〉指導事業;のほかにモガイ自

営を行なっている。利用事業は充電，放送，冷蔵の 3 施設

があれその他の施設はモガイ加工施設と屋内蓄養場とノ

リ採苗施設がある。

当組合は県下で優良な組合であり，多くの表彰を受けているが，最近のも

のは次の通りである。
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採捕

37年 5 月 新農山漁村総合対策事業によってモガイ加工場を建設し地域の振

興に努めたことによって農林大臣から表彰。

39年 9 月 全潟、連主催の全国優良経営実績発表大会で，組合自営事業として

モガイ加工業を実施した実績を発表して，全漁連会長から表彰。

40年 2 月 水産庁主催の漁村青壮年婦人研究グルーフ。全国大会で，アナゴ，

クルマエどの蓄養事業による経営合理化の実績を発表し，水産庁長官から

表彰。

44年10月 第 9 田岡山県農林漁業近代化表彰行事で，モガイ加工事業による

組合経営を近代化したことによって，農林大臣賞を受賞した。

44年11月 全漁連20周年記念行事でモガイ加工事業による組合経営を合理化

したことに対して，全漁連会長から表彰を受けている。

このように，最近はモガイ養殖，加工，販売とモガイによって受賞したもの

が大部分である。

なお，組合長の原田氏は大正 5 年この地に生まれ， 23年黒崎漁協の事務理

事に選ばれ， 10年間結合の経営は献身的な努力を行ない，組合員の信望を集

め， 33年に組合長に選ばれ，引続き現在まで，組合長として，地元漁業の振

興に努めるとともに，玉島市議会議員，倉敷市議会議員として，各方函の委

員となり，市の発展に尽力している。一方，漁業関係については岡山県海区

漁業調整委員会副会長，岡山県漁連副会長，県水産振興会理事などとして県

水産業の張興に当るとともに，全国海苔貝類漁連評議員などに就任，全国の
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浅海増養殖の発展に参画している。

自営事業の近代化一一受賞者の経営概況

当組合の主要漁業である小型!底びき漁船は71斐で44年度の組合員の漁業種

類別漁獲高は次の通りである。

44年度漁業種類別組合員漁獲高

綴.
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漁船漁業の手数料だけでは組合の経営はむずかしく，組合員の水揚高も少

モガイの養殖業を自営して，別に収益をあげ，組合事業を発展さないので，

せるとともに組合員の所得の向上を図ったものである。

事業の概況は次の通りである。

信用事業

貯金業務は漁業会当時から水揚高の15%の天引貯金を実施し現在もこれを

搭しゅうしているが， 42年度からはモガイ取揚賃金からも 1 13 500 円の天引

貯金をし，婦人部による 1 日 10円の日掛貯金も始めた。また，埋立による漁

業補償金を受けてから定期貯金も扱うことになった。

日掛貯金は購買代金の相殺に利用されていたものが，徐々に蓄積性

のものに変って， 44年度末の貯金総額は約 2 千万円となり 3 年前と比較す

ー- 29 
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ると約50%の増加を示している。

賃付事業は，最近のノリ養殖事業の普及により約 6 百万円の公庫資金の転

貸をしたが，今後，近代化資金の需要が増加すると考えられるので，貯金の

吸収に努力している。

2. 販売事業

近年漁獲量は次のように増加しないが，ノリの生産が増加し，また，魚価

が上昇しているので，水揚金額は増加して， 44年度は約 1 億 5 千万円に達し

ている。その外にモガイ養殖自営による販売高は後述のように年々増加し，

44年度は 7 千万円以上あるので，大きな事業となっている。

なお，員外者の取扱高は年々上昇している。

ー----" 一~一一~ー --ー 一~ 一一一一一一一~一一一一 42 年度 43 年度 44 年度

漁 獲 物 2,698 t 2,983 2,731 
ノ リ 662千枚 1,248 :3 ,282 

組合員外の取扱数量 779 t 923 997 

受託販売高| 町25千円 l 106,455 151,618 

漁獲物は組合指定の仲買人47名によって，セリ市の方法で販売し，ノリは

県漁連に出荷している。

3. 購買事業

購買品は漁業用資材だけ扱っている。ノリ資材以外は予約制はとられてい

ない。 44年度の取扱高は約 2 千 3 百万円であって，日用雑貨品は婦人部で定

期的に取扱っており，購買を通じていないが，今後この取扱いについては検

言守中である。

4. モガイ養殖自営事業

モガイ養殖事業に取り組んで以来，毎年事業量が増え，この収益は組合の

基本的収益として他事業部分を補ない，経営が安定した。また，漁家の tJ魚関

期の労働力が活用され，ほとんどの組合員がこの事業に参加し漁業所得の向

上になっている。

34年度までは生産貝をそのまま販売していたが， 35年度に加工場を建設

- 30-



洗じよう選見IJ

し，漁家の女子労働力でむき身として，有利に販売した。当初は女子約50人

で手むきをしていたが，労働力が少なくなってきたので， 43, 44年度にむき

身機 2 台を設置し，現在は全部的に機械化して，経営の近代化を図ってい

る，次表の通りそガイの販売高は年々のびているが， 44年度は約 7 千 7 百万

円で，組合員の漁船漁業の水揚金額を越えるに至った。モガイの採摘，加工

に対して，別に，約 3 千万円が組合員に労務費として支払われ，組合員の漁

業所得の向上に寄与している。

モガイ自営事業収支 単位 1， 000p:j

販 売 高 払0111 24 ,945 比四 四，8。対田89叩1m叫副i 日， 29d 642742 吐7出却却486%M割時叫2現1 722178557932，，，制同O131出72% 峰6 1 q 
穏商費 1， 7841 4 ,752\ 7,750111 ,550118, 141\ 18,535\ 21 , 
労務費 6， 2411 10,3691 15,6261 12,8101 21,3011 26,6801 30, 
その他経費 1,6971 5,3181 5,2331 5,030!, 8,449113, 177115, 
純利益i2細川06; 広州 6,4071 6,3471 6 

利益率 19.1%1 18.1%1 14.9%1 2.9%1 11.8%1 9.8%1 8. 

現在，加工場には14名(男 7 ，女 7) が常時働いているが，労務作業規約

によって作業の適正を期している。

最近 3 年間の組合の損益計算書は次の通りであるが，自営事業収益は総収

入の30~40%を占め，この収益によって，各事業の推進経費も負担して総合

事業組合として発展している。
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損益計算書の推移 単{立 1 ， 000円

支出の部

手L 自 42 年度 4:3年度 44 年度

支 すム 手IJ '自"-、 571 555 1, 107 

{言 用 雑 費 1:31 154 

購買品供給原価 7 ,826 8, 706 22,636 

購 尺同 新E 費 8 15 41 

購買雑損失 106 82 91 

受託販売受入高 79,525 106, 455 151, 618 

F反 売 雑 受 141 64 192 

自営卒業費 58, :396 67, 246 69, 960 

キリ 用 雑 受 38 :35 29 

遭難救ジャク費 87 

指導事業経費 309 267 

人 {牛 資' 5, 461 6, 303 7, 066 

旅 7主M主1 :344 21:3 :361 

事: J方 費 427 471 464 

業 務 資 2, 729 ~.~， 375 :), :114 

諸税負担金 137 169 306 

7庖 i没 費 594 643 466 

雑 E寺 209 175 214 

事業外費用 404 :391 814 

当期手iJ主主剰余金 687 :385 1,901 

157, 690 195, 623 261, 001 

収入の部

;[;;1 自 42 年度 4:3 fj二度 44 年度

コ官官ぇ, 入 キリ 自、 386 468 673 

購買品供給高 8 , 214 9, 158 2:3 , 285 

受託販売売上高 79 ,525 106 , 455 151, 618 

受託販売手数料 4, 239 5 , 163 7 ,001 

自営事業収主主 64 ,742 7:3 ,714 77 ,1:3:3 

手IJ 用 収 主主 63 78 62 

指導事業収益 165 250 

ふ 課 金 127 

事業外収益 412 422 979 

157, 690 261, 001 
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去三地先海亜の有効利用一一受賞財の特色

モガイは標準和名はサノレボウであるが，地方によってはエアカともいい，

小型アカガイといえるほどアカガイに似ている。その生息、地は砂泥地を好む

が，アカガイよりやや浅い海に適している。

日本の生産最は約 4 万トン (14億円〕で佐賀，福縄県，大阪府とともに岡

山県は主要生産県である。

総 産 H35 く 内|向山県生 E差益

39 11三 :36, 469 トン :九 700

40 31,102 4,006 
41 22, 160 :3 ,552 
42 40,681 4,867 
43 :37 ,876 4, 634 

モガイはその名の通り「も場J に発生することが多いが，天然では豊凶の

差の大きい貝である。

岡山県のモガイ養殖は約 100 年前児島湾で始められた。児島湾ではそガイ

;こ眠たハイガイの特産地として知られていたが，ハイガイの生息場所は干潟

であるので，それより深い場所を利用するため阿 IJI然錦海湾の天然稚貝を移

殖して，その養殖に成功したのである。これによって，児島湾のハイガイ，

モガイの生産は急増したが，ここはすでに，干拓されてしまった。

また，岡山県沿岸には普からモガイは天然に生息し，笠岡湾， 7]<島湾(寄

島，議"府地先〕錦海湾などで生産していた。

25黒崎地先は約70年前と 50年前にモガイの大発生があったが，その当時は

有用;魚族資源、維持の立場から I も場j が保護されて，モガイの養殖は考え

られなかった。

ところが，漁船漁業は不振になってきたので， 28年に，モガイの養殖を計

闘した。黒11持地先は過去の生産状況から見てもそガイの適地であり，特に冬

期は関漁になるので，この時期に生産しようとした。これは近くの神島内j魚
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むき身作業

協が島根県フ中海の人工採苗した穏を使って，大量養殖に成功したことに刺

激されたこともあるが，周囲からの反対の声も多かった。しかし，その反対

者を説得しながら 28---30年の 3 カ年間試験を続けた。その結果，どうにか養

殖できる見透しができたので， 31年から組合の自営事業とすることに踏み切

ったのである。モガイは夏産卵して，ふ化後約 3 週間の浮遊生活の後?海中

のもなどの他物に付若して， 3---6 ヵ丹後，殻長 1---1. 5cm に成長すると，

底の生活に入って成長する。

現在，採苗は水槽中で人工的にできるが，天然の海で採苗するか，または

天然で発生した種苗を採取した方が能率的なので，実際にはこの方法が取ら

;11レている。

モガイの採苗，養殖については，元広島大学の目下部博士が苦心して研究

の結果F 事業化に成功した事業である。

島根県の中海はモガイの生産が多く，採苗条件もよく，ここで採苦した種

苗(まぶし〉が全国に販売されて，各地に養殖されていた。黒崎地先も，こ

の「まぶしJ に付着した種苗を購入して，水深 0.5---1. Om の中間育成地で

垂下養成の上，本養殖場(水深 1---6 m) へまきつけていた。ところが中梅

は干拓されて，良い種苗の生産が少なくなったので，現在は主として大阪湾

の天然発生の種苗を使っている。

この種苗(殻長1.0---1. 5cm) を養殖場へまきつけている。 (1 m' 当り，

1 ， 000粒〉適地を利用した養殖ということができるが， 技術上では次の特徴
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秤翠と箱づめ

がある。

1. 輪作と耕うん

モガイは長期間同じ場所で，そのままの状態で、養殖すると成長が感くなる

といわれている。これはそガイの死殻などが多くなって，成主主が悪、くなるの

も l つの原凶と思われる。そこで，この組合では地先養殖場合 15~20ha ず

つ分けて輪作とし，義Yì立場を 3 ヵ年ずつ交代で使用している。

自営卒業にしたねらいの 1 つに，なるべく多くの組合員に採捕の機会主:

えるということなので，正組合員のほとんどの者が採捕するが，カLlI， 出荷

山数量に 15tH~ーがあるので，販売計11mに合わせた J菜採1 ~をしている。したがっ

て，一日の出漁者，採1"!Iì場所，数訟は制限してし、る。

養殖場で組合員による採1Tlìが終って，養殖民生取りつくした後に，組合が

!I初リに許可を受けた「戦車まんがJで養殖場な耕おf して生産力を高めている。

2. ノ 1) 養殖とのニ毛作

モガイの採取と販売時期は主として冬期!日iなので，ノリ義獄鎖的j と l削除期

とら:るが，この海域はノリ養殖もできるので，モガイ輪作地域とも調整しな

がらほはそガイ，上はノリと二毛作の方法をとっている。ノリ養殖の技術の

普及，融資対策にも努めて，ノリ ω生肢は年々哨加し，現在:土 300 万枚(約

6 ， OOO7，i円)の収機がある。

なお，大阪からM持入する種誌の I:IJ にはアカガイも混入してし、る。アカガイ

はモガイよりも価格が高いので，選別して沖の別の所に養殖することにも努
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カしている。

3. 加工の機械化

モガイの生産が安定してきたので， 34年に車Ir農山漁村総合.XJ^j:むさJj:業の助成

を受けて，加工場 (267mっと付属作業場 (112mつをと建てて， むき身とし

て販売することに努めたが，ここは水島工業地帯とも近く，労働力も不込し

てきたので，機械化することをと計闘し，洗じよう，選5JI]，煮沸，むき身など

を現地に合ったように工夫した機械に改良して，省力化を図っている。

なお，今は漁船から加工場までは各漁業者が i かご」に入れて述搬してし、

るが，ベノレトコンベアーで自動的に運搬するよう，設備の増設合計断してい

る。

販売先は殻つきが(約40 ?，o) 島根，東京，千葉，大阪，広島tíl\M県で，政

りの60 9ら ìì ，むき身として，県下，大i民兵!払鳥取，広島Jí江県で，それ以

上の加工は現在のところは実施していない。

普及性と今後の発展性

1. 養猿場の有効利用

モガイ l土砂?JtJむな好む。 I:kJ (，I~はが1Jけから流出する{沙泌が沈でんして， 1沙ìJe

地帯が多くなってくる。 *'J'に瀬戸内海ではそガイの適地が増加しているの

で，黒崎漁協のそガイ養殖は{也の地域で広く利用できる。養殖技術的にも過

去の失敗を克服して，加工，販売まで組合自営として，組合経営を確立して

いるし，さらに，ノリ養殖業の普及にも努めて，地先の漁場tt有効に活用し

て組合員の所符の向上を図っていることは，今後の沿岸漁業の行き方の一つ

の模範を示しているということができる。

2. 護磁場の保議

養殖場を輪作と !t11: うんによって，老化合防いでいることは，極めて良いJ:i

法であるが，一方外部からの拶響で養殖場が悪化することが心配される。こ

こは高梁JIlを隔てているとはいえ東は水島工業地帯に対し， j2lf (立寄島町をと境

にして，モガイの優良生産地であった笠間市に接しているが2 笠間市地先は
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干拓されることになってしまった。

黒崎地先は，この間にはさまれた漁業海域で，将来の漁業披興地帯として

残り得るかどうか憂慮されるが，県としてもこの地帯の水質汚濁の防止につ

いては，一般の公害対策にも関連するので，特別に努力して，将来とも養殖

業が発展できることを約束しているので，その努力に期待したい。また，そ

うあるべきであると思う。今後，モガイ養殖を続けるのにー訴の根本である

穏苗を他から購入してし、るのは問題がある。現在のところは大阪などから穂

を買うのが経営上有利であるが，自給の道を研究して置く必要がある。

水;H'U中で寸采苗もできるし，天然漁場での採宙技術も進んでいるので，何時

でも自給できる体I1討を整えて夜くことが，今後のモガイ養殖業を発展させる

軍要な条件である。
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藻員養殖自営漁業の思い出

黒崎漁業協同組合

参事)京間孝治

黒崎漁業協同組合は遠く明治の初め

漁業法が制定されてより紡織され，黒

崎村漁業組合，保証責任黒崎村治業協

同組合，黒崎村漁業会，を経て昭和24

年 8 月 11ヨ水産業協同組合法の制定に

より黒崎漁業協同組合に改織されたも

のである。

郷土史「浅口変遷史J によると黒II時

村の沙笑，小~，岩谷の三者11落は特に

漁業が栄え最高 1 ， 150 隻の漁船を有

し，底曳網，奇智*1耳，流i頼網，いか巣

曳*~j，地曳網， ~~絞網，瀬曳網，ままか

り網漁業が盛んで，遠く朝鮮海域まで

も出漁していたといわれ，塩飽海域で

は常にその勇名を離かせていたとのこ

とである。組合保存の古文書の倉敷代

官所への税の納付設，広島県，または

香川県との入会協定書，専用漁業権限l

等にそのmîJi診がしのばれる。

しかしながらこのような魚の安肢

も，時代の移り変りにつれて漁業技術

の発11i1，戦争による乱獲，更に太平洋

戦争終戦後，海外移住者，復民家人の

内地帰還による漁業人口の増加等によ

り日と共に漁j炭は減少の一途を赴り，

漁家の経済は，全く苦境のどん底に稼

ち込むに至った。

昭和23年黒l崎村漁業会期待，現夜の

Jï代向原田義政組合長が， :32歳の若さ

で:専務理事に就任された演は，小型底

曳網 120 隻，小型定置網10統，瀬曳網

1 統，流;綴網 5 統，いか巣曳網:30統，

さっぱ建網45統等を主体とした治j予漁

船漁業が営まれていたが， 1111平日25年国

の施策として行なわれた漁業改革によ

り，漁業権は新しく塗り替えられ，小

型底曳網漁業は隻数を制限され， 120 

隻は100王室に減船慈王監されるに釜った。

この昭和25年に，現在の水島工業地

帯，すなわち戦時中飛行場のあった広

大な土地に着目した県当局は，悶策ノミ

ノレフ。会社をこの地に誘致する施策を打

ち出したため，漁場の荒廃を恐れた漁

民は，全県 5，∞0 名の漁民を動員して

この企業の進出を阻止する挙に立ち l'

り，その目的ははたすことが出来たの

であるが， 1日ùill県は，いわゆる，農業

県から工業県への切替県殺を打ち出

し， I高潔)11下流地帯を土地造成し，工

業の墓地とする県政振興計画を樹立す
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るに至った。

こうした県の施策の一大変化は当然

その鍛を第一次産業にf寄せ，高級魚は

年々減少し ， f1A仰iも安定せず， f11J3f零

#llIì，((t業の行先にn1~J;与を投げかけるに烹

った。

こうしたことから，黒崎漁業協同総

合の将来を憂えた康問専務理事は，沿

岸漁船漁業から養殖rff.'.業への切稼え?と
計関したのである。

昭和29年当時，階、妓の乙ぬ漁業協同

総合においては，のりひび主主漁業，も

がい養殖漁業，あさり， I土交ぐく

漁業が盛んに営まれており，さらに争1 1

おF'件Nff.t業協同級合においては， I出Jilr

l洪水産業界の長老，伊藤文台翁が，昭

和24if-頃より，もがい人工採滋~Jl:~~~と

Kb;f:良県中海赤貝穏活総合と共いlで，ぬ

校i県中海において行ない，もがい誕百立

漁業tt確立されているため，これら先

進地合視察し，のり音楽fI[(漁業ともがし、

養殖漁業採:業を;11 関したが，当時の漁

民及び組合交を始めとし役員のほとん

どは，これらのJH!Iiî tt一笑に付し， lT 

tr貸そうともせず，かえってこれらの

すI-ï簡を 9'止せよとの日郎、反対にあった
が，もがし、については，長初はがl人で

試験養殖を行ない，成功のl岐には，組

合経営iこ返すことを条件に-:11二だけや

らして欲しい旨を再三婆求したが;来，

ようやく了承を符，のりを~Jì/[について

は，個人にがd演し，当11寺の理事であっ

た爽tE崇夫氏に託し，もがし、養殖につ

いては，乙ぬ漁業協同総合に依頼 L ，

ドドガìj:iF~穏首を約 3 万円程度購入し，沙

尖京浜へ時十j を行ない， :lO年の事手取上

げを行なったところ，水揚lま零iこをま:し

しただ，少数の只が鍬にJJ:った税皮

の成総であった。 Jjl速理事会かおは強

いお怒りを]交き，その楽演を!日jわれた

ため， frl1島内村漁業協同組fTに伊藤文

台翁をとたずね，御指導さと仰いだとこ

ろ，一年で艇が砕けてはならない。三

年は弼長れ，とのi蜘IJを受け，広島大

学日下部教J受を招いて漁場の澗読を依

頼したところ，日本ーの良泳場との折

~il~をつけられ勇気百倍，またまた総合

役良の{間々をたずねて，経過を説明

し， IIWFn30fドも引き続いて試験養殖を

行なうことの了焔rを求めたところ， :ぷー

初は，またも扱をした上にJ長を翠ねる

のかとの強い反対のj言楽もあったが3

熱意が解ってくれたのか，否々ながら

了承を得，昭和30:lfもまたまた 5 万円

経J廷の穏前をu法入し，入汐泊先に漁場

を変交してi綜付を行ない，昭和31介。の

森に採取したところ，前年より幾らか

多く只は採取出来たが，手IJ誌を見るま

でには奈らなかった。

しかしながら，ß'lは育つ，との信念

を111 たため組合役員をさらに説得し

て，昭和31主fに始めて "1'潟産人工探12;

の稜前500房を購入することを決定し，

この積誌の中間干年成法として， 500 房

のまぶしを，入汐漁場に筏~設定し，

これに吊下し，穏誌が発育するにつれ

て海底に務下するものを一皮 11主上げ
て， Nïi刻、Jを行なう方法を，字!l!fÌi内村
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漁業協同総合の伊藤監事を招いて現地

指導を仰ぎ，続いて，昭和31年10月 8

日，島根県中海より穏斎入荷，夜間作

業を行ない，カーパイトランプの光の

下で，潟水に浸りながら，筏にそれぞ

れまぶしを吊したのである。

ところが，翌々 10日，折格吊した筏

は， 9 f]の夜の南東よりの強風と波浪

とのため，筏の杭が抜け，筏は無惨に

破壊され，まぶしも筏も海岸に打ちあ

げられ，把然自失なすべきも知らなか

ったが，勇気を出し，作業員を動員し

て，打ちあげられた穏を…粒一粒，拾

い集めて中間育成場に再投入し， 12rJ 

この種苗を取り上げ，入汐の本漁場に

蒔付を完了し，これより毎月，木漁場

の試験掘を行ない，貝の発育の状況を

確めながら32年の10月を迎え，取り上

げを行なったところ，昭和29年来の，

欠損金を補填し，さらに約45万円の剰

余金を得ることができたのである。こ

のときの感激は全く筆舌に尽し難いも

のがあった。

このようにして，昭和32年はさらに

1,000 房の種苗を購入し，昭和33年に

は60万円の剰余金を得，着実に事業を

拡張し，昭和34年には，新農山漁村振

興対策補助事業の助成を得て，もがい

力11二[劫を建設し，来IJ身加工処理施設を

設備し，冬季の漁閑期の失業対策，漁

家の婦女子の労働の場所を持ち，総71く

|揚綴 1 ， 220 万内を得，労務賀'その他の

|経費 840 万円を支払い，部1:380 万円

の純益を得ることができたのである。

じらいその生産規模を拡大し，昭和

44主F-度においては，約 8 ， 000 万円の水

揚を得，この間組合資本の充実を図り

つつ，治、家経済の発展に努めて来た次

第である。

j頑みて，この15fT'-，今日の繁栄を見

ることのできたことは，良好な漁場に

恵まれたことはもちろん，組合員の協

力の賜であることは，衆自の一致する

ところであるが，昭和29年当特，日正に

栽i告漁業に着目し，そのすぐれた政治

的手腕と才能を一路この道に投じ，貢

献された原田義政現組合長の功績の賜

であることを特筆したい。

しかしながら，間関の情況は，こう

した沿]ネ栽熔漁業に対して，必ずしも

楽観を許さない情勢にある。すなわ

ち，水鳥工場地帯から排出されるiEl排

水，または廃液， 22からの粉底，農薬

ì!京，容器等の!浴楽物による海水の汚染

は，日憎しに増大し，異臭魚は発生

し，赤汐を生み，食Illz! としての許容32t

を上廻る恐れのあるカドミューム，鉛

公害の続発等，全く漁業の前途は時機

の一言語に尽きるものがある。かかる

時，われわれは，海水汚濁非'間i寺態宣

言を行なうと共もに，県，市，企業に

対し，これ以上海を汚すな，子孫のた

め締麗な海を返せ，と叫びながら汚さ

れない漁場を求め，新しい殺務漁業を

探し続けているもので、ある。

昭和45年度農業然における，日本農

林漁業振興会長賞受賞に際し，思い11\

の一端を記す。
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第 9 回/農業祭受賞者の技術と経営

印刷・発行パ協和46年 3 月初日

発行/財団法人日本農林漁業振興会

東京都千代国!玄綴が関工の 2 の 1

ílìU 作/社団法人全国農業改良普及協会
東京都港区西新橋 1-3-12
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